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本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを加工、追加、削除しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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《みなさんお待たせ致いたしました！　〝錬れん魔ま祭さい〟決勝、間もなく始まりますッ》

　司会者の張りのある声が響ひびき渡る。風の元素エレメントを広範囲に震動させることで、声を会場全体に届かせているのだ。

　ふぅと息をつき、ピノは暗い通路を進んで、決勝会場へと足を踏み出した。陽光で目が眩くらむ。じきに、自分を取り囲かこむ大勢の観衆が視界に飛び込んできた。

「うおおおっ、来たぞ！　〝闇やみ猫ねこのピノ〟だ!!　やっぱりちっちぇえッ」

「きゃーん可か愛わいい～。今日も勝ってよ、おチビちゃん。応援してるからねぇ」

「すげぇ記録がかかってんだ、負けんじゃねぇぞチビ助すけぇ！」

　ピノが姿を現した途と端たん、観客から地じ響ひびきのような歓声が上がる。決勝に勝ち上がるまでのあいだに、随ずい分ぶんとファンが増えた。

（チビチビうっさい……）

　応援してくれるのは嬉うれしかったけれど、チビと言われるのは非常に不ふ愉ゆ快かいだった。

　むすっとした顔つきで会場の中央に進む。会場といっても、黒土を敷しき詰つめて平へい坦たんにしただけの場所だった。激しい魔法が飛び交かう錬魔祭では、どんなに豪ごう華かな飾かざりつけをしても、たちまちに壊れてしまう。だから少々殺さつ風ぷう景けいではあるものの、こうして土の会場で試合を行うのだった。

「すっかり人気者だな、チビ」

　試合場の中央でピノを待ち構かまえていた対戦相手が、嫌みな微笑ほほえみを湛たたえて言う。名前はゴラス・ウェハザリアといっただろうか。目つきが陰いん鬱うつな中年男性で、いかにも高級な料理ばかりを口にしていそうな小太り体型。

「チビじゃない。ぼくのことはちゃんと闇猫のピノと呼べ。失礼な奴やつだな」

「失礼なのはどっちだ？　ガキのくせに大人に向かって偉えらそうによぅ。……だいたい、なにが闇猫だ。こんなガキに〝二つ名〟を与えるなんて、法王様も焼きが回ったんじゃねえのか」

　才能ある魔法使いには二つ名が与えられるのが、エレノア法王国の伝統だった。ピノは二年前に法王から〝闇猫〟という二つ名を与えられている。

　ピノの二つ名の由ゆ来らいには、おそらく見た目の印象も含まれている。ピノの髪は母親ゆずりの、深みのある美しい黒色だった。顔を覆おおうくらい前髪が長いし、真っ黒いローブを纏まとっているので、まさに全身黒ずくめだ。素す肌はだを晒さらしている部分もあるのだけれど、色白のため、逆に周りの黒が引き立ってしまっている。

　さらにピノは小柄で、エレノア法王国国民の平均身長をかなり下回る。線が細く、顔もほっそりしていた。唇くちびるが薄く、瞳ひとみは切れ長。家族いわく、ちんまりとした見た目と仏ぶつ頂ちよう面づらが、不機嫌そうでわがままな猫を思い起こさせるらしい。

　決定的だったのは、ピノの得意とする魔法だったのだろう。法王の御ご前ぜん試合でとある魔法を披ひ露ろうしてから、ピノは〝闇猫〟と呼ばれるようになった。

「おまえ、それは法王様への侮ぶ辱じよくか？　だとしたら許しがたいぞ」

「だったらなんだってぇんだよ？　俺おれは自分の商売の才能を生いかして、周辺諸しよ国こくとの貿ぼう易えきで生せい計けいを立ててるんだ。この国にいられなくなっても、痛くも痒かゆくもねぇ」

　ゴラスは汗と脂あぶらの浮いた顔でにやにやと笑う。

　ピノはうんざりして肩を竦すくめた。

「なるほど、貿易商か。どうりで高価な魔術装備で全身を固めているわけだ。おまえのここまでの戦いぶりは拝はい見けんしていたよ、ゴラス。自律型ゴーレムを惜おしげもなく投入しての物量戦――多くの優秀な魔法使いも、多対一という状況に混乱して、実力を発はつ揮きできないままおまえに敗やぶれ去さった」

「てめぇも俺のことを卑ひ怯きようだって言いたいのか？　冗談じゃねぇ、俺はなにもルールに違反しちゃいないぜ？　貧びん乏ぼう人にんどもの負まけ惜おしみにしか聞こえねぇよ」

「いいや。ぼくはおまえを卑怯だなんて言うつもりはない。試合を観かん覧らんしている国こく賓ひんや会場に集まった観客に被害を及およぼさなければ、どんな魔法を使っても、どんな魔具を用いても構わないのが錬魔祭だ。誰に気き兼がねもせず存分に使えよ、金の力を」

　ピノは一歩ゴラスに詰め寄り、不敵な眼まな差ざしで睨にらみつける。




「しかし残念ながら、おまえはここで負けるよ、ゴラス・ウェハザリア。借かり物ものの力でどうにかできるほど、この天才魔法使いピノ・メルフォートの魔法は易やさしくない」




　ゴラスの顔が赤黒くなり、唇くちびるがひくひくと震ふるえた。

「この、貧乏人が……!!」

　一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きを察さつして審判の男性が割って入ってくる。

　ピノとゴラスは引き離され、試合開始を待つことになった。

《さあ、決勝に勝ち進んだ両者を紹介しましょう。第一ブロック代表――自律型ゴーレムを駆く使しし、自分は一歩たりとも動くことなく勝利を収おさめてきた異い端たんの魔法使い〝ゴラス・ウェハザリア〟！》

　ゴラスの紹介とともに、会場から巻き起こったのは非ひ難なんの声だった。

　卑怯者、成なり金きん野郎、おまえは魔法使いなんかじゃねぇ、という罵ば詈り雑ぞう言ごんを、ゴラスは薄うすら笑いで聞き流す。

　それどころか耳に手を当て〝聞こえないぞ〟というジェスチャーで客を煽あおり始めた。

《続いて第二ブロック代表！　十五歳という若さで錬魔祭に初参戦し、破は竹ちくの勢いで勝ち上がってきた天才少年、闇猫のピノこと〝ピノ・メルフォート〟!!　もしこの戦いに勝利すれば、錬魔祭の最年少優勝記録を更新することになります！》

　ピノの紹介が始まると、一いつ転てんして歓喜の大だい音おん声じようが押し寄せた。

　観客が足を踏ふみ鳴ならし飛とび跳はねる音が、地じ響ひびきとなって伝わってくる。会場全体がピノの味方だった。

　試合開始をまえに、客席で待機していた城仕えの魔法使いたちが、一いつ斉せいに魔法を発動させる。客席と試合場のあいだに透明な防御結界が展開された。

《それでは錬魔祭決勝戦を、開始します!!》

　司会者の声と同時に、審判が試合開始を告つげた。

　即座にゴラスは腰のポーチから大量の魔具を取り出し、発動させる。召喚された鋼鉄のゴーレムの群むれが、あっというまにゴラスを取り囲んだ。

　全部で十体。攻撃と防御を頑がん強きようなゴーレムに任まかせ、自分は安全な場所から指示を出すのがゴラスの戦術だった。

「ひねり潰つぶしてやるぜ、貧乏人ッ」

　三メートルはあろうかという鋼鉄のゴーレムたちが一斉に襲いかかってくる。

　だがピノは落ち着いて戦況を窺うかがっていた。

「残念だが、試合が始まるまえからぼくの勝利は確定している。ゴーレムの移動速度はこれまでの試合で把は握あく済みだ。おまえがどれだけ素早くゴーレムを召喚したとしても、ぼくの魔法発動のほうが早い」

　胸を反そらし、ピノは大きく息を吸い込んだ。広げた指先に力を込める。

「おまえ如ごときに本気を出すつもりはなかったが、法王様への侮辱で気が変わった。金の力じゃどうやっても到達できない、真の魔法の境きよう地ちというものを見せてやる！」

　全身から噴ふき出した魔力が突風のように逆さか巻まく。ローブが音を立ててはためいた。

　次第に魔力は黄金色の光の粒子へと変化してゆく。

「ａ……Ｖｂ……ｏｙ……Ω／Ｒ」

　魔法の詠えい唱しように移る。

　ピノが呟つぶやいているのは一般人では発音することすら叶かなわない魔術言語だった。呪じゆ詛そのように紡つむがれる高次元の言こと霊だまによって、人智を超えた理ことわりを導みちびく――それが魔法だった。

　右手を空に、左手を地面に向けて伸ばした。自分の肉体を媒質とした〝元素回路エレメントサーキツト〟を構築し、魔力に具体的な特性を付ふ加かしてゆく。

「〝元素回路、開放オープン〟――!!　土の術式【隣人は冷たい土の中に】！」

　天地に伸ばしていた両手を、ぐるりと回転させるようにして位置を入いれ替かえる。

　まるでその腕の動きによってそうなったかのように、大地の表面が抉えぐれ、黒土が高々と屹きつ立りつし、土砂の津波が起こった。

　ゴーレムたちは大気を揺るがす轟音とともに土砂に呑のみ込こまれ、激しく転倒した。

　そのときすでにピノは次の魔法の準備を終えている。土の術式を詠唱中に、もう一つ別の魔法を詠唱していたのだ。

（二重詠唱――これができるようになった頃だったな、周りがぼくを天才だと呼び始めたのは）

　魔法というのは、ただ魔術言語を詠唱するだけでも、精神的に疲労する。そして実際に魔法を発動させるには、さらなる集中力が必要だった。

　ゆえに二つの魔法を同時に詠唱する二重詠唱は、かなり練れん達たつした魔法使いでなければ操あやつれない。

「火の術式【シュテロ王妃の暖だん炉ろ】――」

　術式名称の〝宣告〟によってエレメントサーキットの最終制御を解とき、待機状態だった魔法を具象化させる。

　ゴーレムたちが土砂を押おし退のけて立ち上がった頃には、その周りを赤々と燃える火柱が囲んでいた。火柱は徐じよ々じよに内側へと迫り、ゴーレムたちを包み込む。灼しやく熱ねつの猛もう火かはゴーレムの体を形成している鋼鉄すらも溶よう解かいさせていった。

「ち、ちくしょう！　なんでそんなポンポン魔法を連発できるんだよ!?　普通はもっと詠唱に時間がかかるもんだろがぁッ？」

「言ったはずだぞ、ぼくは魔法の天才だと」

「……ハン！　魔法をどんだけ連発できようと、まだまだゴーレムは残ってるんだ。物量戦で俺に勝てるかよぉ！」

「物量戦によっぽどの自信があるんだな。いいだろう、付き合ってやる」

　新たに二十体ほどのゴーレムが召喚された。その様子を見つめながら、ピノは魔術言語の詠唱に入る。ほとんどトランス状態で紡がれるその言霊は、自分でも驚くべき詠唱速度だった。

　ゴラスの言うとおり、通常は魔法の詠唱にかなり時間がかかるものだ。けれどもピノはそのような常識の範はん疇ちゆうなど、とっくのむかしに超えていた。

　やはり自分は天才なのだという確信に酔よいしれながら、魔法を開放する。

「空間術式【主しゆよ、白き海よりわれ汝なんじを呼ぶ】！」

　術式名の宣告とともに、ピノの足元から真白い空間が広がった。土の黒も、草の緑も、空の青も、たちまち全てが白はく色しよくに染め上げられてゆく。空間に残ったのはピノやゴラス、そして審判や観客たちの姿と色彩だけだった。

　周囲の空間を自分に有利な属性へと変化させる空間干かん渉しよう魔法だった――火や水などで包んだり、自分の得意な魔法の元素を充満させるのが本来の使い方だが、ピノはあえて色の変化を選択した。己おのれを象徴する〝黒色〟とは正反対の色で空間を染め上げることで、自分の存在感と独自性を顕けん著ちよにしたのだ。

「単一の元素で空間を満たしたほうが魔法の威い力りよくは高まるが、属性が限定されてしまうのが欠点だ。それにぼくの得意魔法は少し特殊で……なんて、おまえに言っても理解できるわけないか……」

　ゴラスは周りの景色が白く塗り上げられてしまったことに戸惑っている。その無ぶ様ざまな狼ろう狽ばいを、ピノは冷れい徹てつな瞳で見下ろしていた。自らが作り出した魔法空間内では重力すらも無視できるため、いまピノの体は空中高く浮き上がっていた。

「この真白い空間は、ぼくに一層高度な集中力と想像力を与えてくれる。空間術式を展開したぼくは無敵だ！」

　両手を広げ、次の魔法の準備に移る。

「召喚術式――」

　魔力の膨ぼう張ちようによって皮ひ膚ふが粟あわ立だつのを感じながら、エレメントサーキットを開放してゆく。ゴラスは慌ててゴーレムたちに指示を出して自分を守らせるが、そんなものは無駄だった。金で得た力で、この魔法を止められはしない。




「【猫の主題による幻想魔術】!!」




　高らかに、角つの笛ぶえの音が響き渡った。

　鼓こ笛てき隊たいが軽快なリズムを刻きざみ、弦げん楽がく隊たいが唸うなりを上げ、鍵けん盤ばん楽器が煌きらびやかな旋せん律りつを奏でる。

　ピノはちらりと背後を振り返る。そこには小さな魔法楽団が出現していた。そしてそれらの楽器を演奏しているのは、全て猫だ。

　黒猫、白猫、ブチ猫、三毛猫。選えりすぐりの精せい鋭えいたち。

　ピノが手を掲げて見せると、楽団を束ねる指揮者猫がニヒルな笑顔を浮かべた。

　頷うなずきで応えつつ、ピノは指を立てて合図を送る。指揮者猫が指タ揮ク棒トを構え、ぴりっと空気が張り詰めた。

（さあ、演奏開始だ――）

　太たい鼓こと弦楽器による静かな立ち上がり。胸の躍るようなリズムが、聴く者の興味を盛り上げる。角笛と鍵盤が絡からんだ瞬間、一気に音量が上がった。早いテンポの、軽やかなメロディだった。

　ピノは輝かしい音の粒を全身に浴びながら、気持ちよく足でリズムを取り、指を鳴らす。すると楽しそうな鳴き声を上げて、たくさんの猫がピノの足元に現れた。一匹一匹が規則正しく並び、下り階段を形作る。

「音楽は人の精神に強く作用する。そして精神の昂こう揚ようは魔法の効果向上に繋つながるんだ。さらに音楽を奏かなでている楽器自体にも魔術的要素が備そなわっている。金色の体毛を持つサンライトシープの角笛や、標高三千メートルを超える山にしか生息しないハイランドバッファローの革を張った太鼓など、希少価値の高い素晴らしい魔術楽器を、ぼくの楽団は取とり揃そろえているぞ」

　音楽の透明な奔ほん流りゆうに身を任せるようにして、ピノは猫の階段をゆっくりと下りていった。その間もゴラスは次々にゴーレムを召喚させ、防壁を築きずこうとしている。

「また、音楽は神しん魔ま精せい霊れいと意思を通じ合わせるためのコミュニケーション手段でもある。音楽による神魔精霊との交信――これは〝音おと魂だま神しん交こう〟と呼ばれ、古い時代から祭事や葬式などで執とり行おこなわれてきた」

　楽団の演奏が佳か境きように突入する。

　今頃、指揮者猫が激しいアクションでタクトを振るっているに違いない。

「さて、もうお気づきだろう、貿易商人ゴラス・ウェハザリア殿。ぼくが最も得意とするのは、土や炎を操る魔法でも、空間に干渉する魔法でもない。そう、ぼくの代名詞とも言うべきはこの〝召喚魔法〟だ」

　階段の中ほどでピノが両手を腰に当ててポーズを取ると、その周囲に無数の猫が新たに出現した。子猫、年寄り猫、痩やせ猫、デブ猫、二枚目猫、ブサイク猫、様々な猫たちを召喚し、いよいよ攻撃を開始する。

「呼び出した猫のアストラル体に魔術楽器を演奏させ、音魂神交によって空間に神魔精霊世界の霊気を充満させるというのは、ぼくのオリジナルだ。召喚した獣に楽器演奏という複雑な命令を与えることができるのは、エレノア法王国広しと言えど、おそらくぼくだけだろうな！」

　ピノからの魔力供給を受け、さらに神魔精霊の霊気を吸い込んだ猫たちは、瞬時に霊格を高めていく。一匹一匹に幻獣クラスの能力が宿やどる。

　――人差し指を伸ばし、真まっ直すぐに天を指さした。

　猫たちは全身の毛を逆立たせ、金色の光に包まれる。

「どうした、ゴラス？　お得意の物量戦だぞ？　いまぼくが召喚している猫たちは全部で九十八匹。まだまだ呼び出すことはできるが、おまえを倒す戦力としては、これで充分のようだな」

　ゴラスは汗をだらだら流しながらゴーレムを召喚させてゆく。だが、その数はまだ五十にも届かない。

「質、量ともにぼくのほうが上。もう勝負は見えたな。さあ行くぞ、猫たち！　敵を殲せん滅めつしろ!!」

　サンライトシープの角笛が一段と鋭く吹き鳴らされた。

　ピノが指を振り下ろすと、黄金の輝きを纏まとった猫たちが、たちまちに加速する。

　うにゃー。ふごー。にゅふう～。

　それぞれが鬨ときの声を上げた。

　光弾と化した猫たちは猛烈な勢いで飛翔し、ゴーレムたちを次々に吹き飛ばす。圧倒的な破壊力によってゴーレムの鋼鉄製のボディがへこみ、切り裂け、穴が空あき、見る見るただの鉄くずに変わってゆく。

（――フィナーレだ）

　魔法楽団の演奏がアウトロにさしかかった。

　猫の光弾は空中を旋せん回かいし、タイミングを合わせて全匹同時にゴーレムたちへと落下する。

　金色の光が球状に膨ふくらんでゴーレムの群むれを呑み込んだ。やがてその眩まぶしい煌きらめきは空間全体にまで拡かく散さんした。

「はぁ……すっきりした」

　ピノの深い溜め息とともに、世界は元の彩いろどりを取り戻していた。楽団も他の猫たちももういない。仕事を終え、それぞれの住すみ処かに帰ったのだ。

　おつかれさま、猫たち。

「これでわかっただろう、ゴラス。魔法とは、金の力で極きわめられるほど甘いものじゃないんだ。おまえの全財産をつぎ込んだとしても、到底ぼくの魔法に及およびはしない」

　ゴーレムの残ざん骸がいの中で腰を抜かしていたゴラスは、汗まみれの顔を曇くもらせた。

「……参った……俺の負けだ」

　戦意を失ったゴラス・ウェハザリアは素直に敗北を認める。

《ギブアップ……ギブアップですッ！　勝ったのは初参戦の十五歳、ピノ・メルフォート!!　この瞬間、新たな錬魔祭最年少優勝記録が樹立されましたぁ!!　この少年、まさしく天才です！》

　静まり返っていた客席から爆発的な歓声が上がった。錬魔祭の会場全体が叫んでいるかのようだった。

　審判の男性が近づいてきてにっこりと微笑んだ。そしてピノの手を摑つかみ、高々と持ち上げた。
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　優勝式典でピノは久しぶりに法王と謁えつ見けんすることができた。

　――〝その天てん賦ぷの才能、我が国の誇ほこりである。ピノ・メルフォートよ、そなたの存在はエレノア法王国をはじめ、このフィルエストラに住まう全ての民のために使うがよい。人々の心を導く光となれ〟

　お褒ほめの言葉を賜たまわり、ピノは最高にいい気分だった。鼻歌でも歌いたいくらいだった。

　それなのに優勝式典を終えた帰り道で、ファナミナが現れた。

「ぷぷぷ、ピノくん、審判さんに手を持ち上げられたとき、ちょっと背伸びしてましたよね？　ちゃんと見てましたからねぇ」

　笑いながら馬鹿されて、ピノは一気に機嫌が悪くなる。

「うるさいなぁ、あれは審判が勢いよく引っ張ったから……、っていうか、なんでファナミナがここにいるんだよ」

「応援に来てあげたんじゃないですか。家族に内緒で出場するから、自信ないのかと思ってたんですけど。でも凄すごいですねぇ。あんな卑ひ怯きような相手に勝っちゃうなんて」

　腰のうしろで手を組みつつ、ファナミナがぴょんと跳ねる。大きな胸も一緒に揺れた。ファナミナの胸は丁度ピノの目の高さに来るので大迫力だ。













「ゴラスのことか？　あいつは全然卑怯じゃなかったさ」

「えー。だってあの人、自分で戦ってないんですよ？」

　ファナミナは首を傾かしげ、オレンジ色の瞳を大きくした。腰まで伸びたミントグリーンの髪がさらりと風になびく。

　相変わらずファナミナの容姿は色鮮やかだった。なんだか輝いているように映る。どこにいても目立つので、実は決勝の会場にいたことにも気づいていたのだ。

「魔具でゴーレムを呼び出したわけだから、ルール上問題はないんだよ。魔法に関係していればなにを使用してもいいし、なにを装備していても自由だからな。例えばぼくが着ているこの〝宵よい闇やみのローブ〟なんかも、ある意味ゴラスのゴーレムよりもよっぽど強力な装備だぞ」

　ピノは身に纏っていた漆しつ黒こくのローブを翻ひるがえしてみせた。

　このローブはヨイヤミグモが吐く黒い糸を原料にして編あまれたものだった。なかなかの逸いつ品ぴんで、装備者の魔力を高めてくれる効果がある。さらにオーベル銀鉱を魔術的アプローチで精製して作ったシルバーアクセサリーをちりばめてあるので、ヒーリング効果も高い。

　本来、宵闇のローブを手に入れるためには屋敷を一つ建てるくらいの資金が必要だった。しかし、ピノは自らヨイヤミグモの黒糸を調達することで、かなり安い値段で仕立ててもらった。

　ちなみにヨイヤミグモは、フィルエストラに生息する蜘く蛛もの中で最も巨大な種類だ。瘴しよう気きの溜まった洞窟や地下迷宮の奥に潜ひそみ、漆黒の糸で罠わなを仕掛けて獲物を待ち構えている。並みの魔法使いでは太た刀ち打うちできない強さを誇るため、その糸は高値で売買されているのだった。

「ふぅん、そうなんですか。でもまあ優勝したってことは、ピノくんがエレノア法王国で一番凄い魔法使いってことですよね？」

「そんなわけないだろう。全く、短たん絡らく的てきだな、ファナミナは」

「え～、なんでですか？　強い魔法使いを決める大会なんでしょう？」

「確かに錬魔祭の目的は最強の魔法使いを決めることには違いない。年に一度開催され、法王様や各国の来らい賓ひんも観覧する由ゆい緒しよ正ただしき大会だ。十五歳になれば誰だれでも参加できるため、大会のレベルも非常に高いと言える」

「じゃあわたしの言ってること合ってるじゃないですか」

「しかし中には手の内を晒さらすことを嫌う者もいるし、試合自体に興味を抱いだかない者もいる。……あとは殿でん堂どう入りしたために大会に参加していないというケースもあるな。三年連続で錬魔祭を制覇した〝光の申し子〟勇者エルロッテは、そのあまりの強さのために殿堂入りとなった」

「でもでも、今年の大会に参加した魔法使いの中ではピノくんがぶっちぎりで凄かったと思うんですよ！」

「それはそうだけど」

「ですよね！　そこでわたし、決心したんですッ。わたし、ピノくんに一世一代のお願いがありますッ！」

　両手を胸のまえで握り締め、鼻息も荒い。こんなにも意気込んでいるファナミナは珍めずらしい。物もの凄すごく嫌な予感がする。

「あの、それあとでいい？　ジ・トゥルアに帰ったら、結界付近を巡回しなきゃいけないんだ。ドナの町の近くでたびたびオークが結界を攻撃してるのが目撃されててさ」

　いくつもの地域と部族が寄り集まる形で成立した〝エレノア法王国〟は、街や村や関所などに強力な魔法の結界を張り巡らせることで、治安を維い持じしていた。獰どう猛もうなモンスターでもおいそれと結界を破って侵しん入にゆうできはしない。

　それでもモンスターの存在は民を不安にさせる。

　モンスターが目撃された場合、たとえ結界の外側であっても撃退に向かうのがピノの役目だった。ジ・トゥルア地方を治める貴族であるピノにとって、民の平穏を守ることこそが最大の責せき務むと言えた。

「わかりました。じゃあわたし、先にお屋敷に戻ってピノくんのベッドでお昼寝してるので、ピノくんも早く帰ってきてくださいね」

「うん、まずぼくのベッドをあたりまえのように使うのはやめようか。そしていまはもう夕方だ」

　地平線に沈みゆく飴あめ色いろの夕焼けがとても綺麗だった。
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　ピノが屋敷に戻ると、ファナミナが甘え声を漏らして抱きついてくる。お昼寝しないで待ってたんですよ、と自慢げに言うので、一応頭を撫なでておいてやった。

「領主として、今日も民の平和を守ってきたぞ。オークどもめ、ぼくの偉い大だいな魔力に怖おじ気けづいて逃げ出してしまった。はっはっは」

「なーに格好つけてんですか？　ついこのまえまでおむつしてたお子様のくせにぃ」

「おまえがどれだけ長命な種族なのかは知らないが、十年以上もまえのことを〝ついこのまえ〟と言うのはやめてくれないか」

　ファナミナはピノが生まれるよりずっとまえから、このメルフォートの屋敷に出入りしている。かなり寿命の長い種族であるらしく、ピノの記憶の中で、ファナミナの外見は少しも変わっていない。

「ピノくん、いまいくつでしたっけ？」

「十五歳」

「まだまだ赤ちゃんじゃないですか」

「おまえの基準ではそうなのかもな。そしてぼくの基準で言えばおまえはおばちゃんだ」

「おばちゃん違います～。ぴちぴちでぷるぷるですぅ～」

「はいはい、そうだね。ファナミナは若くて綺麗だよ。じゃあぼくちょっと休憩するから、部屋出ていって」

「ええええ、わたしの話を聞いてくれるんじゃないんですかぁっ？」

「話は明日にしてくれ。休憩したあと本を読むから」

「本ッ？　わたしより本のほうが大事だって言うんですかぁ！」

「大事に決まってるだろ。先週発売された〝魔法真術解典第三篇〟は現時点で魔法学最高峰の学問書だ。一日でも早く読破しなければならない。天才は日々の努力を怠おこたらないものなのだ」

　いつもの調子でそう言った。

　そう、普段ならここで痺しびれを切らしたファナミナが癇かん癪しやくを起こす。物心ついた頃からの知り合いなので行動パターンは解析済み。なにを言えばどんな反応が返ってくるか予測するのは容易たやすい。

　はずだったのだが――。

「ふぐ……うう、うえええ～」

　返ってきたのは、聞いたこともない声だった。

　まさかと思って振り返る。

　ファナミナのオレンジ色の瞳から、ぽろぽろ涙が溢あふれていた。

「え、ちょっと、なにも泣くことないだろ？」

　思いのほか、慌てた。胸がどきどきしていた。

「うええぇ、バカぁ～、ピノくんのバカぁ。本なんて、いつでも読めるじゃないですかぁ～。それなのにわたしのこと無視してぇ、ああ～ん」

「え、あの、ごめん……ごめんなさい。泣くな、泣くんじゃない」

　少女の頭を撫でてやりながら、ピノは事態の重大さに遅れて気づく。ファナミナが理り不ふ尽じんなのはいつものことだ。喧けん嘩かだってしょっちゅうやっている。けれど、泣いたことなんてなかった。いままで一度として、この少女が涙を見せたことなんてなかったのに。

「いったいなにがあったんだ、ファナミナ」

　――彼女に、なにか大変なことが起こっているのだ。

　ピノは真剣にファナミナの話を聞いてやることにした。そして彼女の口から語られたのは、あまりに唐突すぎる真実だった。




《わたし、実はこのフィルエストラの住人ではないんです。異世界から来た、金貸しを生なり業わいとする悪魔、それがわたしの正体です。この世界にやって来た目的は、メルフォート家の人たちに魔力を貸し与え、その代価として、こちらの要求を呑ませることだったんですよ》

　正直、簡単に信じられる話ではなかった。

　しかし、かつては落ちぶれていたメルフォート家が、祖父の代から急激に力をつけ、権力を手に入れていったのは事実だ。悪魔から魔力を貸し与えられ、突然強大な魔法を操れるようになった――そう仮定するならば、辻つじ褄つまは合う。

《ところが、メルフォート家の方々は全然こっちの要求に応えてくれないんです。いくら説明してもわかってくれなくて》

　……うん、まあそうかもな、と思った。ピノの祖父母と両親はとてもおっとりした性格をしている。ジ・トゥルアの民らしく、難しい話や厄やつ介かい事ごとには無む頓とん着ちやくなのだ。

　危機感というものがない。

《おかげで仕事の成績が上がらなくて、職場でのわたしの立場は大変なことになってて、そしてついにこのまえ、このままだとクビだって上司から言われちゃって、ああ～ん》

　ファナミナが泣いたのは、職場を解かい雇こされてしまいそうだかららしい。

　噓うそではなさそうだった。だとすると、メルフォート家が悪魔から魔力の融ゆう資しを受けていたというのも、真実ということになる。

（まさか、こいつが悪魔だったなんて……）

　彼女がどんな仕事をしているのか、なんの目的で屋敷にやって来るのか、詳くわしい事情についてピノはなにも知らされていなかった。ファナミナも、そして家族も、ピノにはなにも教えてくれなかったのだ。

《十八歳未満のお子様は知らなくていいことですよぅ》――というのが決まり文句だった。

　大して興味もなかったので無理に追つい及きゆうもしなかったのだけれど、よもや悪魔だの魔力を貸し与えるだのといった恐ろしい秘密が隠されていたとは。




「そうか、おまえの言い分はだいたいわかった。でも、だとすると許せないのは父さんたちだ。ジ・トゥルア地方の領主たるメルフォート家が悪魔の手を借りてたなんて……。そんなのばれたら領地没収ものだぞ」

　ピノは椅い子すに腰かけ、大きく息をついた。ファナミナはピノのベッドの上で寝転がり、膝ひざを抱えている。

「確認するぞ――おまえは悪魔で、うちの家族に魔力の融資を行った。そしてメルフォート家の者は飛躍的に魔法の腕前が向上し、貴族としての地位を高め、こんにちに至いたる。しかしうちの家族は魔力融資に対する負ふ債さいを、全く返済できていない。そのせいでファナミナは職場をクビになりそうになっている――そうだな？」

「そうです～、そうなんですよぅ」

「おまえ、なんでいままで魔力融資の話をぼくに黙ってた？　ぼくもメルフォート家の一員じゃないか」

「いや、一応魔力融資には守秘義務があって、融資をした側も受けた側も、そのことを他人に話しちゃいけないんです。だからわたしも基本的に、融資対象者以外とその話はしません。でも上司からこのままじゃクビだって言われちゃって、もう守秘義務とか言ってられなくなっちゃってぇ～」

「それでぼくに助けを求めたと」

「ピノくんはメルフォート家の人ですし、凄い魔法使いですから、上司もピノくんに助力を仰あおぐことを特別に許可してくれたんです」

「……ん？　いまちょっと気になったんだけど、ぼくに話さなかったってことは、ぼくは魔力融資を受けていないんだよな？」

「へ？　はい、ピノくんには魔力融資してませんけど」

「融資された魔力がぼくに遺伝したなんてことは？」

「ないない。ありえません。魔力融資が有効なのは対象者のみですから。遺伝なんてしたら商売上がったりですよ」

　ピノはぐっと拳こぶしを握り締める。

「は、ははは、だよなぁ。ぼくの魔法の才能が魔力融資のおかげなわけないよなぁ。やっぱりぼくは類たぐい稀まれなる天才なのだ！」

　椅子の上で仁王立ちし、高笑い。本当は話を聞いたときから不安だったのだ。もしいま持ちえている魔法の技術が悪魔の恩おん恵けいによるものだったら、たぶん立ち直れない。

　ピノはアイデンティティの崩ほう壊かいを免まぬがれて、大いに安堵する。

「こらっ、椅子の上に立つなんてお行儀が悪いですよ！」

「あ、ごめんなさい」

　しゅんとしてピノは椅子に座り直した。

「もう。ピノくんは魔法ばかりじゃなく、マナーについてもしっかりお勉強しないといけませんね」

「なんだよ偉そうに……。それより、魔力融資の話に戻ろう。そもそもさぁ、おまえたち悪魔はどんな思おも惑わくがあってメルフォート家に魔力融資を行ったんだ？」

「うーん、そこは悪魔界の事情が複雑に絡み合った話になるので、ピノくんは聞いてもよくわからないと思いますけど、まあ簡単に言うと、悪魔たちの心の安寧のためです」

「メルフォート家に魔力を融資することが悪魔の心の安あん寧ねい？　意味がわからない」

「でしょう？　いくら天才のピノくんでも違う世界のことまでわかるわけないんです。ほらほら、この話題はお終しまいにしましょう。ときが来れば必ずお話ししますから」

「ん、わかった。じゃあ、次の質問だ。ファナミナがうちの家に現れたのって、確か三十年くらいまえなんだよな」

「まあ、だいたいそれくらいですかねぇ」

「三十年ものあいだ負債が放置されていたというのが、ぼくにはどうしても信じられないんだが」

　ファナミナは不満そうに頰ほおを膨ふくらませて、そそそっと近寄ってくる。それから唸り声を漏もらしてしゃがみ、ピノの膝に手を置いた。

「ですよねですよね？　信じられないですよね？　なんなんですかねっ？　なんでピノくんのご家族は全然わたしに協力してくれないんですかね？　魔力融資でメルフォート家の方々はとっても得をしたはずなのに、恩を返そうって気がないんですかね？」

「いや、ぼくが言いたいのは、三十年かかって全然取り立てできないファナミナについてだよ。どうせおまえのことだから、うちの家族に情が湧わいて、強い態度を取れないんだろ？　ファナミナはさ、たぶん金融業に向いていないと思うんだ」

「うう……。それくらい自覚してますよ。けど生まれつきの性格なんだから、どうしようもないじゃないですか」

「その服装も、威い厳げんがないものなぁ。チャイナドレスと言ったっけ？　それって、どうもおめでたい印象なんだよ。契けい約やくを迫る悪魔として、相応ふさわしくない。せめて黒にしろ。黒はいいぞ、格式高く、荘そう厳ごんだ」

　ファナミナが着ている服は、エレノア法王国には存在しない代しろ物ものだった。随分窮きゆう屈くつにこしらえられていて、乳房やお尻しりなど、ボディラインがくっきりと見て取れる。スカートの横のスリットが腰の辺りまで伸びていて、ファナミナのつややかな太ふと腿ももがあらわになっていた。生地は全体が白く、金糸で花の刺し繡しゆうが入っており、実に豪ごう華か絢けん爛らんだった。

「わたしだってこんなの着たくないですよぅ。でも職場の先輩に言われて仕方なく……。男性客を集めるためだとかもっともらしいこと言ってるけど、これ、完全にその先輩の趣味なんですよ。セクハラなんですよ、結局は」

「嫌なら辞やめればいいだろう」

「アホなこと言わないでください！　悪魔界はいまどん底の大不況なんですよッ？　わたしみたいな低学歴悪魔が雇やとってもらえてるだなんて、それだけで奇跡みたいなもんなんです！　セクハラされても我慢して、必死にしがみつかなきゃ駄目なんです!!」

　ピノは天井を見上げ、溜め息をつく。

「じゃあ答えは出てるじゃないか。生まれつきの性格がどうとか、そんなの甘えだよ」

「わかって、ますよ。でも――」

「この期ごに及およんでまだ言い訳か？　おまえは救いようのない愚おろか者だな」

　それまでの冗談めいた口調をやめて、ピノは突き放すように言った。そのことがわかったのだろう、ファナミナの目の色が変わる。

「わ、わかってますってば」

「わかってない。あれも嫌……これも嫌……言い訳ばかりして逃げ回っているからなにも成なし遂とげられないんだ」

「やめてください……いくらピノくんでも、本気で怒りますよ」

「やめないよ。もっと言ってやる、おまえはとんでもない大間抜けだ」

「やめ、て」

「本当に馬鹿だよ、おまえは」

　その発言で、ファナミナの怒りが爆発した。

　ピノを椅子から引きずり倒し、馬乗りになって胸ぐらを摑んでくる。

「ふっざけんなぁ！　てめぇなんかになにがわかるってんだよッ！」

　見たこともないような激しい剣けん幕まくに、ピノは面食らう。

「驚いた……おまえ、そんな声が出るんだな……」

「ええ、出ますよッ、地はこんなですよ！　裕福でおだやかな貴族の家に生まれたピノくんとは違うんです……寂さびれた町の貧まずしい家で育った、〝生まれた瞬間から負け組〟みたいなわたしは、ピノくんとは全く違うんです！　だからピノくんにはわたしのことなんてわからない！　どうせ、わかろうとも思わないんでしょう!?」

　オレンジの瞳から涙が落ちてきて、冷たい。また泣いてる。こいつ、こんなにも泣き虫だったのか。

「なんだ、そうか……。妙にぼくにだけ突っかかってくると思ったら、おまえ、ぼくに変に期待してたんだろう？　赤ちゃんのときから面倒を見てるんだから、特別な繋がりがあるはずだとか、そういう気持ち悪い期待をしてたんだろう？」

　歯は嚙がみしながらファナミナは拳こぶしを振り上げたが、殴なぐらせてやらなかった。

　ピノは一瞬で魔法の詠唱を終え、風の術式でファナミナの体を浮き上がらせる。

　空中でバランスを崩した少女を引き倒し、今度はピノが上から覆おおいかぶさった。

「あるわけないだろ、そんな繋がり。ぼくらは所しよ詮せん他人だぞ？」

「なんで……なんでそんなこと言うの？」

　ファナミナはもう暴れなかった。

　ただ悔くやしそうに、悲しそうに、瞳を歪ゆがめているだけだ。

「なぜか？　なぜかだと？　それはぼくがいかに天才であろうとも、他人の心までは読めないからだ」

　意味がわからないというような表情で、少女はまばたきをする。

「馬鹿だよ、おまえは。ぼくは魔法の天才だけど、人の感情とか、他人がなにを考えているかとか、あんまりよくわからないんだ。だから、ちゃんと言葉にしてもらわないと理解できない。おまえがそんなに追い詰められてたことにも、気づいてやれなかった」

「ピノ、くん……」

「もっと早く言ってよ。泣くほどつらくなるまえに、助けてって言葉にしろよ。ファナミナが願うなら、ぼくはなんだってやったのに……。今日おまえに初めて泣かれて、つくづく思ったんだ、ぼくはおまえの涙を見るのが好きじゃない」

「う、ううう、ピノ、くぅん」

　大粒の涙を流しながら、ファナミナが両手を伸ばしてくる。そのまま抱きついてこようとしたので――。

（そうはさせるか）

　ファナミナの鼻に指を突っ込み、接近を阻そ止しする。

「ふがッ！」

「なにをするんだ気持ち悪い」

「ちょ！　ありえなくないですかッ？　いまのって、喧嘩のあと仲直りして抱き合っちゃうっていう、感動的なシーンだったじゃないですか!?」

　鼻を押さえてじたばたしているファナミナを放っておいて、ピノはさっさと立ち上がる。

「抱き合う？　感動？　片腹痛いわ、この悪魔め。天才であるぼくに、凡人の考えを押しつけるな！」

「なんかどや顔で言われた!?　そしてローブ翻してポーズまで決めてるし！　っていうかこれ、才能の問題じゃなくて人格の問題ですよねッ？　ピノくんの人格が崩壊してることが問題なんですよねッ？」

「勘違いするなよ？　ぼくはピーピー泣いて時間を無駄にしてる奴が大嫌いなんだ。泣いてる暇ひまがあるなら努力をしろ。凡ぼん人じんが努力を怠ったら、そんなのゴミクズ以下だぞ」

「うざい！　赤ちゃんの頃から知ってるけど、ピノくん史上最高潮にうざい！」

「安心しろ、ぼくはなんとしてもメルフォート家が抱えている負債の件を解決したいと考えている。その結果、おまえはついでに助かるだろう。ついでにな。……あぁ、しかし全く、悪魔の助けを借りておいて、いまだにその借りを返していないなど、貴族の名折れだ。忌いま々いましい」

　ピノは頭を抱え、大おお袈げ裟さにかぶりを振る。

　昨今の躍進によって名声が高まり、このまま行けば名門と呼ばれる日も近いであろうメルフォート家に、こんなとんでもない秘密が隠されていたなんて。

　なんとしても解決しなければならない。明るみに出るまえに。

「ほら、好いい加減に泣きやめ。さっさと負債の返済を開始するぞ。おまえたちの要求とは、いったいどんな内容なんだ？」

「え、あ、はい。ちょ、ちょっと待ってくださいね……」

　ファナミナは乱れた衣服をそそくさと整え、立ち上がる。そのとき、不意に身を震ふるわせた。焦った様子で、チャイナドレスのポケットから薄い長方形の物体を取り出す。

（あれは確か、ケータイデンワとかいう道具だったか）

「はい、もしもしっ。……はい、へ？　え、ええッ、いまからですか？　それは――」

　口をぽかんと開け、ファナミナは長方形の物体に見入る。

「どうかしたのか？」

「それがその、職場の上司が、いまからここに来るって」

　困ったように眉まゆをひそめて悪魔の少女は言った。

　好このましい事態ではないようだった。

　ファナミナに任せておけなくなり、熟練の社員が負債の回収に乗り出したというところだろうか。

　いったいどんな悪魔が来るんだろう。ピノが興味に胸を躍らせていると、

「もう来てるでぇ」

　部屋の隅に、いつのまにか人影が現れていた。
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　嫌な薄笑いを浮かべた長身の男だった。二十代後半くらいの風ふう貌ぼうで、痩せているが肩幅は広い。ぼさぼさの銀色の髪を揺らめかせながら、緩かん慢まんな歩調で近づいてくる。

「初めましてぇ、ピノやん。俺は〝漆しつ黒こくファイナンス〟のツァウラっちゅーもんや」

　男はタキシードを少し簡素にしたような、黒い衣服を纏っていた。足元には黒い革靴。真しん紅くのネクタイがやけに目立つ。

「おまえがファナミナの上司か……。情けない部下に代わって、メルフォート家の負債を回収に来たのか？」

　ツァウラと名乗った男は、ネクタイよりも少し薄い赤色の瞳を細くして、ぱんっと手を叩たたき合わせた。

「うん、そうそう。察さつしが早くて助かるわぁ」

「待ってください、ツァウラさん！」

　ファナミナが慌てて割って入る。

「丁度いまからピノくんが負債返済を始めてくれるところなんです。だから、もう少しだけわたしに任せてもらえませんかっ？」

「おいおい、なんやねん。未成年は巻き込みたくない～とか言って、ピノやんには全部秘密にしとったくせに、いまさら泣きついたんかい？　情けないやっちゃのぅ。そんな奴に任せとけるかっちゅーねん」

「で、でも――」

「ファナミナ、ちょっと黙っときぃ」

　ツァウラの瞳が淡く光ると、突とつ如じよ空中にロープが出現し、ファナミナを縛り上げた。続いて薄い布が口に貼りつく。

　むふー、と唸りながらファナミナは身をよじるが、ロープがゆるむ気配はない。

「おっほう、縄が食い込んでエロエロや～ん。ええねええね、ちょっと写真撮とらせてもらお」

　長方形の物体（あれもケータイデンワという物だろう）を取り出し、銀髪の男はファナミナの周りをせわしなく動き回る。長方形の物体を顔のまえに構え、カシャカシャと奇妙な音を立てた。

（もしや写真を撮っているのか？）

　写真はエレノア法王国に存在する技術だ。ただ、視界に映った景色を紙に複写する魔法は難易度が高く、大きな魔力が必要になる。ツァウラから魔力はほとんど感じないのだけれど、どうやって撮影しているのだろう。

「もしかして、その長方形の物体で写真を撮っているのか？」

　好奇心を刺激され、ピノは思わず訊たずねていた。

「そうやで。最近の携帯電話はめっちゃ綺麗に写真が撮れるねん」

「それは魔法じゃないのか？」

「ちゃうちゃう。これは魔法やなくて科学や。悪魔界は魔法と同じくらい科学も発達しとるねん」

　感心して話に聞き入っていると、いきなりファナミナが強烈な体当たりを見舞ってくる。ピノは激しく吹っ飛んで顔面を壁に強打した。

「ぐ、ぷ……あ、あの……ファナミナ」

　物凄く鼻血が出る。口の中も切れていた。

「天才魔法使いであるぼくは魔力で肉体の自然治癒力を促そく進しんできるけど、痛いものは痛いんだからな？　これだって、一般人ならけっこうな重症だからな？」

　注意してみるが、ファナミナは捕獲された猪いのししよろしく、鼻をふんふん言わせながら鋭い眼差しで睨にらんでくるばかりだった。その眼光に《話を本題に戻せ！》という強いメッセージが込められているのがわかった。

「ツァウラ、写真撮影はあとにしようか」

「大丈夫か、ピノやん？」

　ツァウラはわりと本気で心配してくれていた。というか、ファナミナの暴力に引いていた。職場の上司であるこの男も、ファナミナの凶暴な本性は知らなかったようだ。

「平気だ、理不尽な暴力には慣なれている。それより、話を続けてくれ」

「おう、ほんじゃ早速商売の話に入ろうか。俺はケチな性格でな、無む駄だは大嫌いやねん。物事は合理的に進めるのが一番や。口うるさいファナミナにはしばらく黙だまっといてもらって、チャッチャと行くでぇ」

「気が合うな。ぼくも合理的思考と展開が大好きだ」

「まずは確認や。魔力融資に関して、ファナミナから大まかな話は聞いとるな？」

　ピノが頷くと、銀髪の男は満足げに微笑んだ。

「実を言うとなぁ、メルフォート家とファナミナが結んだ魔力融資の契約は、返済期日すら設定されてない、スッカスカのザルみたいな契約やねん。ほんま、この新人はどアホやで。友達同士の金の貸し借りやないねんぞボケェ」

　罵ののしりながら、ツァウラはファナミナのお尻を叩く。というか撫でた。ファナミナはむーむー怒るが、残念ながらなにを言っているのかわからない。

「そこでやな、細かな条件をきっちり詰めて、契約を結び直したいんよ。いや、もちろん負債を返済してくれるっちゅーピノやんの言葉は信用しとるよ？　けどメルフォート家にはこれまで散さん々ざん手こずらされとるさかい、ちゃんとしときたいねん」

「おまえの言い分はよくわかる。いかにぼくが天才でも、メルフォート一族の血を引いていることには変わりない。おまえとしては保険をかけておきたいんだろう？」

「ひはは、ほんま話が早くて助かるわぁ。俺、ピノやんみたいな聡さとい子は大好きやでぇ。……そしたら、まずは返済期日を決めようか。そうやなぁ、じゃあ期日は一ヵ月後、ほんで利息返済ごとに期日が一ヵ月延長される更新制でどないや？」

　ピノは腕を組み、なるべく泰たい然ぜんとして見えるように胸を反らした。

「愚か者め、ぼくがそんな細かいことをいちいち気にするような器うつわの小さい男に見えるのか？　契約内容なんてどうでもいい。おまえの好きにしろ。どんな契約であろうと、天才であるぼくにかかればすぐに完済だ」

　ファナミナは顔をしかめ、殊こと更さら大きな唸り声を上げた。必死になにかを伝えようとしているようだが、今度はメッセージが読み取れない。怒っているような、悲しんでいるような。

　ピノは悪魔の少女を見つめ、溜め息をつく。縄が食い込んで痛そうだった。早く話を終わらせて、ほどいてやらなければと思う。

「さっすがピノやん、天才は言うことが違うわ。ほな、こっちで勝手に纏めさせてもらうわな」

　朗ほがらかな笑みを湛たたえ、ツァウラは両手を広げた。

　右手に羊皮紙の束たばが、左手には羽根ペンが現れる。

「これが新しい契約書や。ほら、ここに書いてあるやろ、《返済期日を一ヵ月と定め、利息返済ごとに期日は一ヵ月延長される》って。あと注意して欲しいんはここな、《もしも期日までに利息分を返済できなかった場合、いかなる理由があろうとも、債務者は強制的に〝魂たましい〟を差し押さえられるものとする》っちゅー部分。ま、契約破ったら魂を獲とられるなんてベタベタなんやけど、悪魔との契約ってそういうもんやから」

「魂を奪われる、か。ようやく悪魔らしくなってきたな。……いいだろう、魔力融資の対価として、それくらいのリスクは当然だ」

　魔力と魂は等価値であると、ピノは考えている。魔力を与えた代だい償しように魂を求められても、なにも不思議ではない。フィルエストラでは、特にこのエレノア法王国では、魔力はそれくらい価値のある能力なのだから。

　魔力はあらゆる生産業に活用されていた。街灯や上下水道や病院施設など、公共設備の維持にも欠かせない。さらに犯罪対応や災害救助のときも、魔力はとても役に立つ。

　高い魔力を持っていれば、どの分野でも貴重な人材となりえるのだ。

「そんじゃあ、ほんまに最後の最後の確認な。きみのじいちゃん、ばあちゃん、おとん、おかんが漆黒ファイナンスから受けた魔力融資、その返済義務を、全部ピノやんが負うんやな？」

「そうだ」

「返済期日は一ヵ月ごと。期日までに利息分を返済できんかったら魂を差し押さえられる――それでええか？」

「問題ない。一ヵ月もあれば利息分どころか完済だって余裕だ」

「ほいほーい、それではこの〝債さい務む一いつ括かつ引ひき受うけ〟の契約書にサインしてくださぁい」

　差し出された羽根ペンを取り、ピノは迷うことなく契約書に署名する。

「ぱんぱかぱんぱんぱ～ん！　契約完了～」

　間ま延のびした声で言いながら、ツァウラは拍手をした。その手からはすでに契約書が消えている。

「ぴ、ピノくん……」

　ファナミナが肩を震ふるわせて囁く。契約締てい結けつとともに、捕縛が解かれたらしい。口を塞ふさいでいた薄い布もなくなっている。

「大丈夫か、ファナミナ。どこか痛いところはないか？」

　ロープに縛られ、言葉も封じられた姿があまりに不ふ憫びんだったので、けっこう真ま面じ目めに心配していたのだが、

「ピノくんの、アホぉ～ッ！」

　罵られながらグーパンチを喰くらった。

「イッタいなッ！　なんで殴なぐるんだよ!?」

「契約内容を確かめずにサインするなんて、なに考えてるんですかッ？　漆黒ファイナンスは法律を無視したあくどいやり方で荒あら稼かせぎする、悪魔界でも有名な極悪非道の闇金なんですよッ？　そんな金融会社の契約がまともなわけないじゃないですかぁ!?」

　心外そうにツァウラは肩を竦める。

「こらこらファナミナ、自分の勤つとめとる会社を極悪非道って……。そらぁむかしはえげつないことやっとったけど、最近は時代とともに、わりとまともになったがな」

「じゃあ、契約に変な内容は盛り込まれていないんですね？」

「安心しぃな、良心的な契約やがな。精せい々ぜい、魔法が使えなくなるくらいのもんや」

　ふっと、部屋の中の空気が冷たくなったような気がした。銀髪の男の頰ほおが不気味に持ち上がる。

　そうか、これが悪魔の笑顔というやつか。










　　　第二章







　ととと、と軽かろやかな足音が響き、ドアが開く。

「ただいまぁ、お兄ちゃん」

　学校での授業を終えて帰ってきたニコが、元気一杯の様子で部屋に入ってくる。この妹が元気のないところなど、見たことはないのだが。

「おわああ！　お兄ちゃんが部屋の隅すみっこで三角座りしてるぅ！　きっしょくわる～」

　ピノは思い切りいじけていた。人生が終わったような気分だった。

「ちょっと衝撃的な出来事があって……」

「落ち込んでる暇ひまがあるなら努力しろ～っていつも偉そうに言ってるお兄ちゃんが落ち込んでるのって、めちゃくちゃ失笑ものなんだけどお」

「返す言葉もない」

「どうしたの？　エッチな本、お母さんに見つかっちゃったとか？」

「おまえの予測はえらくピンポイントだな……。違うよ、実はぼく、魔法が使えなくなったみたいで」

　あれから何度も試ためしてみたが、魔法は発動しなかった。魔術言語を詠えい唱しようすることはできても、元素回路エレメントサーキツトを構築することができない。魔法を発動させるための魔力が、体の中からすっかり消え失せてしまったみたいだった。

　ふぅん、とニコは興味なさそうに言った。たぶん冗談だと思っているのだ。

　今年で十歳になる妹は、世の中が幸せで溢あふれていると信じてやまない性格だった。ある意味、ジ・トゥルア人の民族性を色いろ濃こく受うけ継ついだと言える。きっと自分に備そなわるはずだった呑のん気きさを、全部ニコが持っていったのだろうとピノは思っている。

「ファナミナちゃん、来てた？」

　鼻をすんすん言わせながらニコは首を傾かしげる。ふわふわとした栗色の髪が楽しげに揺れた。ニコは猫っ毛で、髪も短めなので、本当に猫みたいだった。

「なんでわかるんだ？」

「部屋の中がメスくさいから」

　満面の笑顔でニコは答える。相変わらず表現が独特だ。

「メスくさいって、ファナミナのあの甘い匂においのことか？」

「あれはね、やらしい女の匂いなんだよ」

　ニコは四よつん這ばいになって近づいてきて、ぴったりピノにくっついてくる。

「魔法使えないと、駄だ目めなの？」

　不思議そうに言って、ニコはピノの背中に乗った。そのまま肩車するみたいな格好になって、顔を覗き込んでくる。

　ニコには兄の体によじ登るという習性があった。そしてよじ登ったあと、必ず得意げな顔をするのだ。いまも丸い瞳ひとみを爛らん々らんとさせて、褒ほめて欲しいというように頰ほおを赤くしている。褒めてはやらないけれど。

「駄目に決まってるだろ。この国は魔法で成り立ってるんだぞ？」

「あたし魔法全然使えないけど、毎日楽しいよ～」

「おまえはたぶん特別だ」

「でも変だよね、なんでこの家であたしだけ魔法下手なんだろ？　おじいちゃんもおばあちゃんもお父さんもお母さんも、みーんな魔法上手なのにねぇ」

　ピノは知らず識しらずのうちに眉み間けんに皺しわを寄せていた。

　そうじゃない。うちの家族はズルをして魔法を使っているんだ。元々メルフォート家は魔法の才能のない一族で――だからおまえが魔法が下手でも、しょうがないんだ。

　真実を知ったらニコはどう思うだろうか？

　たぶん気にも留とめないだろう。ニコは凡ぼん人じんではなく、変人なのだ。

「あれ、目ぇ赤いよ？　もしかして泣いてた？　お兄ちゃんが泣くってよっぽどだね」

「だって、魔法が使えなくなったんだぞ？　ぼくがどれだけ苦労して魔法を習得してきたと思ってるんだよ……ショックすぎて、なにもやる気が起きないよ……」

「あははは、大おお袈げ裟さだなあ。普段は自分のこと天才天才って言ってるくせに、実はお兄ちゃんって、しみったれた性格してるよねえ。あ、もう魔法が使えなくなったんだから、天才じゃないかあ。お兄ちゃんって魔法しか取とり柄えないもんねえ」













　胸をぐさりと刺された気分だった。

　そのとおりだ。魔法の天才が魔法を使えなくなったら、もはやそれは天才じゃない。

（くそ……ツァウラめ……）

　不意にドアが開き、しょんぼりしたファナミナが入ってくる。

「どうしましょう～。ピノくんのパパさんたち、いくら説明しても、ちっともわかってくれません～」

　ニコはぱっと笑顔になって、

「あ、ファナミナおばちゃんだあ」

「誰だれがおばちゃんだコラぁ！」

　いつもは苦笑して軽くたしなめる程度のファナミナだったが、いろいろ精神的に追い詰められているのだろう、思い切り地が出ていた。

　驚いたようにニコは眉をひそめるけれども、すぐに柔やわらかい笑顔を浮かべた。ピノの肩から飛び降りてファナミナに抱きつく。

「わ～、ファナミナちゃん不良みたーい。カッコいいねえ」

　ニコはファナミナによくなついていた。生まれたときから一緒だから、姉妹みたいな感覚なのだろう。

　ツァウラが遅れて部屋に入ってくる。呆あきれたような眼まな差ざしを部下の少女に向けた。

「なにロリッ子とレズっとんねん」

「あ、ツァウラさんっ、どこ行ってたんですかぁ？」

「会社に報告しとったんや。それよりどうや、家族は状況理解したんか？」

「駄目です。相変わらず難しい話はわかってくれなくて……」

　この人でっかい～、髪が銀色だあ、と感心しているニコを見て、ツァウラは愛あい想そよく微笑ほほえむ。悪魔の男は笑顔を崩さないまま、話を続けた。

「しゃきっとせえや。痛い目に遭あわせてでもわからせんかい」

「ツァウラさんがピノくんから魔法を奪うばっちゃうから悪いんでしょうッ？　いくらピノくんでも、魔法が使えないんじゃ負ふ債さい返へん済さいなんて無理ですよ！」

　ツァウラはじっとピノを見やり、鬱うつ陶とうしそうに頭を掻かく。

「言うたやろ、担保やって。これくらい債権者の当然の権利や」

　ピノが確認しなかった契約書の条項にはこう書かれてあったそうだ。

　――契約書にある〝魂たましい〟とは、債務者の財産の中で最も価値のあるものを指さす。今契約における〝魂〟とは〝魔法の才能〟のことである。債務者は〝魔法の才能〟を担保として債権者に提供するものとする。債務者が債務を全て返済したとき、担保は債務者に返還されるものとする。

「魂と言うから、ぼくはてっきり命を獲とられるものかと……」

　自分の膝ひざを抱き締めながら、ピノは呟つぶやく。

「なっははは、ややこしい書き方でごめんなぁ。でも初めから魔法の才能を奪われるってわかってたら、怖おじ気けづいて契約やめてまうかもしれんかったさかい、堪かん忍にんしてや」

　上手いやり口だと思った。いくらピノでも魔法が使えなくなるとわかっていたら、契約書にサインすることを躊ちゆう躇ちよしただろう。

「しかし解せないな。結局この契約だと、ぼくは返済に失敗しても命を奪われないということだろう？　なぜそんな甘いことをする？」

「アホか、命なんて一文にもならへんねん、けど才能っちゅーんはごっつ高く売れるねんで。特にピノやんの魔法の才能は、他人から与えられた〝養よう殖しよく〟モノやなくて、純然たる〝天然〟モノや。相当な値段がつくわ」

「え、ぼくの魔法の才能って、そんなに価値があるのか？」

「あるある。天才魔法使いって呼ばれとるだけあって、立派な才能やわ。さっき鑑定人に調べてもらったら、《ここまで見事に錬れん磨まされた才能は見たことがない》って言うとったで」

「やはりそうか！」

　ピノは弾はじけるように立ち上がった。

「さすがはぼくッ！　悪魔の鑑定人から見ても揺ゆるぎなき天才だったか!!」

「えらい嬉しそうやな、ピノやん」

「そりゃあそうさ、才能は普通目に見えないものだからな。それを鑑定する人がいて、しかも凄すごい才能だと認められたんだ、こんなに嬉しいことはない！」

「ふぅん、まあ、その凄い才能もいまは担保としてうちの会社が預あずかっとるわけやけどもね」

　ツァウラの言葉に、ピノはがっくり膝から崩れ落ちる。

　そうだった。才能、取られたんだった。

（才能を売り物にするとは、なんて酷ひどい奴らなんだ……）

　憎にく々にくしく思いながら唇くちびるを嚙み締めたとき、ふと、一つの閃ひらめきが脳のう裏りで瞬またたいた。散らばっていた歯車が一気に嚙み合うように、恐ろしい真実が形を成なす。

　ピノは視線を尖とがらせ、悪魔の男を見上げた。

「……ふん、そういうことか。おまえにとって、ぼくが契約を全まつとうするかしないかは、あまり関係がないんだな？」

　ツァウラは実に嬉しそうな笑みを浮かべ、ぱちんと指を鳴らした。

「よう気づいたなピノやん！　そのとおり、俺にとっての最重要事項は、ピノやんに契約を結ばせることやったんや。契約を締てい結けつした時点で、俺の仕事はもうほとんど終わっとる」

「ぼくと契約できさえすれば、メルフォート家の負債を回収できても、できなくても、漆黒ファイナンスには全く不ふ利り益えきが出ないというわけだ」

「せやねぇ。ピノやんが一ヵ月以内に負債完済したとして、プラスマイナスゼロでチャラ。あとは時間経たつごとに利息分だけ漆黒ファイナンスが得するわなぁ。最高なんは、散々利息払った挙あげ句くに契約違反して、担保がうちに転がり込むっちゅーケースかな」

「よく考えられた仕組みだな」

「あったりまえやんけ。儲もうかるシステムになっとらんかったら、誰も金融業なんてやらへんわ。なぁ、ファナミナ」

　悪魔の男は双そう眸ぼうに陰いん鬱うつな光を揺らめかせた。

「わ、わたし、もう一回行ってきますっ」

　ファナミナは上うわ擦ずった声で言って、あたふたと部屋を出ていく。ピノの両親と祖父母の説得に、再び挑いどむつもりなのだろう。

　部下の行動を楽しむような表情を浮かべながら、ツァウラはピノを横目で見やった。

「騙だまされたってわかっても、あんまり怒らへんねんな」

「別に怒る道どう理りがないからな。多少強引ではあるが、おまえのやり方はまさしく合理的だ。それに漆黒ファイナンスからの魔力融ゆう資しがあったからこそ、メルフォート家は貴族としての地位を維い持じし、ジ・トゥルアの民の生活を守ることができた――そのことを思えば、むしろ感謝するべきなんだろう」

「感謝してくれるんはありがたいけど、ちょっと気ぃ早いんとちゃうか？　シェイクハンドは負債を完済してからにしようや」

「ああ、そうだな。悪魔との握あく手しゆなんて、あまりぞっとしないが」

　胸の奥で熱い意思がたぎるのを感じた――そうだ、魔法の才能はまだ取り戻すことができる。落ち込んでいる暇なんてないんだ。

「ええ目やな。さっきまでどんよりしょげとったくせに」

「解決法がある以上、立ち止まってなんていられないさ。それにぼくが本物の天才だと認められたからには、なんとしても魔力を取り戻さなければならないからな。……ところで、まだ重要なことを聞いていなかった。詰つまるところ、負債の返済ってなにをすればいいんだ？」

　銀髪の男を赤い瞳を細め、意味ありげに笑う。

「まあ、やることはシンプルやで。ピノやんの性格やったら、けっこうやり甲が斐い感じるんとちゃうかなぁ」

「勿もつ体たい振ぶらずに教えろ」

「人助け……いや、悪魔助けやな。具体的に言うと、百八体の悪魔の願いを叶えるっちゅーんが、きみに課かせられた債さい務むや」

「百八体の、悪魔の願い――？」

　それを聞いて思い出したのが、メルフォート家への魔力融資が、悪魔の心の安あん寧ねいに繋がるという話だった。でも、どうしてそんな回りくどいことをする必要がある？　悪魔の願いを叶えるために、なんで人間が動かなければならないんだ？　ツァウラたちが直接介かい入にゆうできない、なにかしらの理由があるのだろうか？

　疑問を口にしようとしたところで、慌ただしくファナミナが戻ってきた。

「やっぱりダメですっ、わたしじゃまるで話になりません！　二人も一緒に説得してくださいぃ」

　半泣きで叫んだファナミナは、両手いっぱいにミカンとお菓子を抱えていた。どうやら説得を試こころみたものの、あれを食べろこれを食べろと勧すすめられ、場の空気に流されてしまったらしい。

「なんで説得に行ったのにお土産みやげ持たされて帰ってくるねん……気のいい親戚の家に遊びに行った姪めいっ子こか、おまえは」

　部下の情けない姿に呆れるツァウラに、ピノはひそひそと話しかける。

「いつもあの調子なんだ。なんやかんや勧められては律儀に全部食べるものだから、ファナミナはうちに来ると必ず体重が増加する」

「ほほーう、定期的にチャイナドレスのむっちり感が増すのは、そういうカラクリやったんか」

「ちょっとぉ！　ごにょごにょ話してないで早く来てくださいーっ、ピノくんが直接言えばわかってくれるかもしれないでしょーッ！」

　ピノは定期的にむっちりする少女の顔を真まっ直すぐに見み据すえて、

「え、嫌だ」

　きっぱり断った。

　こけそうになるファナミナをニコが支える。

「天才であるこのぼくが、一度引き受けた役目を放ほう棄きすると思うのか？　ぼくはたとえ魔法が使えなくとも契約を全まつとうするぞ。そして自分の力で魔法の才能を取り戻してみせる！」

　感情たっぷりに、力強い言い回しと身み振ぶりで宣言する。

　自分でも見事に決まったと思った。

　どういうポーズや台詞せりふが天才らしいか普段から研究しているので、こういう咄とつ嗟さのときでも天才らしい立ち振る舞いができてしまうのだ。

　ふふ、やはり天才。

「いいから来い……」

　冷ややかに囁き、ファナミナは乱暴にピノのローブを引っ張って連れていこうとする。

「な、なんだその冷たい反応はッ？　いつもは怒ど鳴なるなり暴力を振るうなり、それなりの熱意があるじゃないか！」

「もうピノくんのアホっぷりに付き合ってらんねーんですよ……おら、さっさと来いや」

　じっとりとした不気味な威い圧あつ感かんがあって怖かったので、おとなしく従う。単純に恐怖という点においては、ツァウラよりもファナミナのほうが悪魔らしいのではないか。

　屋敷のリビングには祖父母と両親がいた。

　あらかじめファナミナが集めていたのだろう。ニコもついて来ていたので、これでメルフォート家が勢揃いしたことになる。

　返済に協力してくれるよう一緒にお願いしましょう、とファナミナが言ってくる。

　そんな気はなかったので黙っていたら、痺しびれを切らした悪魔の少女は一人で説得を始めた。

「みなさん、この人がさっき言ったわたしの上司ですッ。どうです？　邪悪そうな顔してるでしょう？　とっても嫌な人なんですッ、性格がひん曲がってるんですッ！　この人がピノくんに酷ひどい内容の契約を結ばせて、ピノくんから魔法の力を奪うばってしまったんですよぅ！　だからなんとしても負債を返済しなくちゃいけないんです～ッ！　みなさんの協力が必要なんですぅ～ッ！」

　必死の呼びかけを聞いても、うちの家族はぽかーんとしている。たぶん負債という単語からしてわかっていないのではないか。

　いまにして思えば、難しいことを少しも覚えないうちの家族が高度な魔法を操れるのは、おかしな話だったのだ。エレメントサーキットの構築はどうやって実行しているんだ、と質問したら《なんとなく、勘かんで》と答えるような人たちだし。

　切せつ迫ぱくした状況を理解してもらおうと、ファナミナはミントグリーンの髪を振り乱してさらなる訴うつたえを続けるが、

「契約って、なんじゃ？」「ピノ、魔法が使えなくなったんかね？　そりゃあ大変じゃのう」「まあでも、またファナミナちゃんにお世話してもらえばいいじゃないか」「あらぁピノちゃんったら今日も愛あいくるしいわぁ」

　祖父母両親、全員でまったり談笑している。そして最後は声を揃えて、

「なっくるべいべぇ」

　と、一段とゆるい口調で言った。

　自分の訴えがまるで聞き入れてもらえないことを悔しがりつつ、ファナミナはふみ～と奇妙な声を漏らして小こ刻きざみにジャンプする。チャイナドレスの胸元がたぷりたぷりと揺れる様子を、ツァウラは逃さず携帯電話の写真に収おさめていた。

「ほんっとメルフォート家のみなさんは相変わらずの呑気っぷりで、ずっとこうなんですよぅ。わたしがなにを言っても《なっくるべいべぇ、なっくるべいべぇ》って。いったいなんなんですか、なっくるべいべぇって？　繰り返し言われると馬鹿にされてる感じがして、ちょっとイラッとするんですけれど！」

　質問に対し、ピノは明めい快かいな答えを返す。

「〝なっくるべいべぇ〟はジ・トゥルア地方の方言なんだ。標準語に直すと〝なんとかなるさ〟的な意味だな」

「なんともならんわ！　放っといたらピノくん魔法使えないままだっつーの!!」

　苛いら々いらが募つのり、またしてもファナミナの地が露出する。

「しょうがないんだよ、ファナミナ。なんとかなるさっていうのが、ジ・トゥルア人の気質なんだ。嵐が来ても疫えき病びようが流は行やっても、あるがままに、神様のご意志のままに、というのがジ・トゥルア人の考え方だからな。なにが起こっても《なっくるべいべぇ》と言いながらじっと耐える――この土地の人たちはむかしからそうして生きてきた」

「だからって～」

　顔をしかめるファナミナの手を、ピノの母がそっと握にぎる。

「ダメよ、ファナミナちゃん。そんな顔してちゃ美人が台無しだわ」

「え、え～。でもママさん、うちのこの銀髪アホ上司のせいで、ピノくんが酷い目に遭ってるんですよぉ？」

　さっきからえらい言われようやね、と愚ぐ痴ちを零こぼすツァウラを指し示し、悪魔の少女は泣きそうな声色で言った。

　母は無邪気な笑顔をツァウラへ向け、麗うるわしい黒髪をたおやかな動作で耳に撫でかけた。

「大丈夫よ。だってこの方、とっても優しそうなお顔立ちをしているもの。ピノに酷いことなんて絶対にしないわ。ねぇ、そうでしょう？」

　真白いドレスに身を包んだその姿は、我が母ながら、純粋さの象徴のようだった。

　なにも言えずに頰をひくつかせて固まっているツァウラを見て、ファナミナは細く溜め息をつく。

「どうです？　メルフォート一族ってこういう人たちなんですよ。ツァウラさん、どんなえげつないやり方してでも取り立ててこいやぁ、とか、よく言いますよね？　で、実際どうです？　できますか？　この人たちを相手に」

「は、はん、余裕やね。まあ見とけや、がつんとかましたるがな」

　咳せき払ばらいを挟み、ツァウラは母と向き合う。

「悪いけどなぁ、どんなお顔立ちしてようと俺は悪魔やねん。貸したもんを返してもらうためやったら、どんな汚い手でも使うでぇ」

「まあ、素敵な喋しやべり方ね。どちらのご出身なのかしら」

　母の目がぱぁっと輝いた。

「あ、オオザカ、ですけど」

「まあまあオオザカ？　初めて聞く土地ね。どうぞこちらに来て、オオザカのことをいろいろ教えてくださいな」

「や、あのですね……」

　手を引かれ、銀髪の男はソファに腰かける。祖父と祖母と父と母がその周りを囲み、ミカンやらお菓子を勧め始めた。流れるような連れん携けいだった。

「ほうら、呑まれた」

　ファナミナはかぶりを振りつつ、勝ち誇ったように口端を持ち上げた。

　ピノは腕組みをし、ツァウラの体ていたらくを見つめる。

「まあ、うちの家族にかかれば仕方がないだろうな。あの人たち、竜巻が迫ってきたとしても、たぶんあの調子だぞ。というわけで、負債の返済はやはりぼくがやるしかないわけだ。魔法が使えないからといって、弱音を吐いてる場合じゃない」

「そうですけどぉ……」

「なになに？　お兄ちゃん、なんかするの？　あたしも交まぜて」

　ニコが興味津々といった笑みを浮かべて抱きついてくる。

「駄目だよ、ニコ。これは遊びじゃないんだ」

　たしなめつつ、ピノは妹の頭に手を置いた。

　その瞬間――。

　ミシゴシャベキ！

　けたたましい音とともに、目のまえからニコの姿が消え失せた。

（何事だ!?）

　床板に穴が空あいて、ニコの体が深々とめり込んでいた。頭だけが床から飛び出した状態になっている。猫みたいに可愛らしい妹は現在、白目を剝むいて口から泡を吹いていた。

「に、ニコ、凄いなぁ……新しい魔法か、それ？　泡をぶくぶくと吐いて、水の術式かな、あはは」

　全員の視線が床にめり込んだニコへと注がれた。その視線はやがてピノへと集中する。

　深呼吸をして、ピノは気分を落ち着かせる。いったいなにが起こったのだろう。頭を軽く撫でた途と端たん、ニコが床にめり込み、泡を吹き始めた。原因はなんなのか。因果関係を明確にしなければ。床が腐くさっていたのか？　それとも重力操作の術式か？

「おいおい、みんななにを茫ぼう然ぜん自じ失しつしているんだ？　こういうときこそ冷静に行動しなければいけないぞ」

　ピノはみんなに安心を与えてやろうと、努めておだやかな声色で言った。

　それからリビングの隅すみに飾られてあった大きな花瓶のところまで行き、花を取り出して水を捨て、花瓶を抱えて元の位置に戻る。

　そして極きわめて慎重な手つきで、花瓶をニコの頭にかぶせた。

　……よし。

　床から飛び出していたニコの頭は花瓶によってすっぽりと隠れた。見ようによっては、そういうオブジェのように映る。

　額ひたいに滲にじんだ汗を手の甲こうで拭ぬぐいつつ、ピノは微笑を浮かべた。

「――なっくるべいべぇ」

「なんともなるかぁ!!」

　ファナミナの強烈な回し蹴りが脇わき腹ばらに食い込んでいた。呼吸ができなくなり、一瞬意識を失いかける。

「なに上手くごまかせたみたいな顔してんだよ!?　てめぇが一番冷静さ失ってんだろうがッ！」

「ひはは～ピノやんのボケおもろいなぁ。……ところで奥さん、今度暇なとき俺とデートしませんか？」

「流れ無視して人妻口く説どいてんじゃねぇよクソ上司！　しかも旦だん那なのまえで堂々とッ」

　花瓶が持ち上がり、ニコがほんわか微笑む。

「ファナミナおばちゃん、あんまり怒ると皺しわが増えるよお」

「ニコちゃん回復はやっ！　あとおばちゃんじゃねーから!!」

　回し蹴りのダメージで床に這はいつくばっていたピノは、うつぶせの格好のままファナミナを見上げる。

（こいつ、いろいろ自分を晒さらけ出したせいか、一段と凶暴性が増したな……）

　どうでもいいが、スリットの深いチャイナドレスなので、ピノの角度からはスカートの中がはっきりと見えていた。

　……光沢のあるピンクだ。

　はしたないので注意してやろうかと思ったが、これ以上この悪魔の少女を怒らせるのは得策ではないため、黙っておくことにした。

　それに、すぐにでも負債返済を開始したい。魔法の力を取り戻すのだ。
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　心地よい風の吹き抜ける草地を歩きながら、ピノは自分の手のひらを凝視する。

　ニコが床にめり込んだのはピノのせいだった。床が腐くさっていたわけでも、魔法が作さ用ようしたわけでもない。ピノの手にありえないほどの力が籠こもっていたせいで、ニコの体は床板を突き破ったのだった。

　異常な腕力に気づいたのは、床にめり込んだニコを助け出すときだった。ニコの体重は三十キロくらい。人一人分としては軽めではあるものの、足場よりも低い位置から持ち上げるとなると、相当な力が必要になる。

　それなのに、ぐいっとニコの腕を引っ張ったら、次の瞬間、ニコは頭の上にいた。

　ニコ以外の女の子だったら、びっくりして泣いていたかもしれない。

「ひょろひょろもやしッ子のお兄ちゃんが、なんであんな化物じみたパワーを身につけちゃってんのー？」

　木の枝を剣の代わりにして振り回しつつ、ニコが訊たずねてくる。ニコは元気一杯の女の子なので、外に出ると体を動かさずにはいられないのだった。同年代の女子がおしゃれな服や化粧に興味を持ち始める中、ニコは毎日泥どろだらけになるまで遊んでいる。スカートなんて穿はいているところは見たことがない。いまも七分丈のレギンスにノースリーブシャツという、動きやすさ重視の格好だった。

「タイミング的に、魔法が使えなくなったことが関係しているのは明らかだ。皮肉な話だと思わないか、魔法を失った代わりに、超人的な腕力を手に入れたなんて」

「よかったね、お兄ちゃんって悲しくなるくらい貧ひん弱じやくだったもんね」

　ニコはピノの周りで面白いことが起こっていることを嗅かぎつけ、無理やりについて来た。こうなるとなにを言っても無駄なのだ。自分の思ったとおり、自由に伸び伸び生きる――それがニコだった。

　丁度学校も明日から春休みなのだそうだ。ニコの通う一般教養学校には、職人階級や農家の子供が多く、春と秋に長めの休みがある。

　貴族階級であるニコはもっといい学校に通うことだってできた。しかし本人がジ・トゥルアの友達と地元の学校に行くことを望んだので、その意志が尊そん重ちようされたのだった。

　ニコにとっては身分よりも、友達と過ごす時間のほうが大切らしかった。

「でもお兄ちゃんのことより、ファナミナちゃんのほうがびっくりしたよ。まさかファナミナちゃんが悪魔だったなんてね。おばちゃんなのにね」

　ピノのうしろを歩いていたファナミナは、疲れた表情で嘆たん息そくする。

「おばちゃん違いますし……」

　さすがにもう声を張り上げて叱しかりつける気力はないようだ。

「ピノやん、きみの妹、何気に毒舌やねぇ」

　ツァウラが傍そばに寄ってきて、耳打ちをしてきた。

「毒舌なんじゃなくて、噓がつけないんだ。ニコは心に浮かんだことをそのまま口に出してしまう、とても天てん真しん爛らん漫まんな子なんだよ」

「あ～おるおる、そういう子。悪気なくオブラートぶち抜いてＮＧワード連発しよんねんなぁ」

「ただ、ニコがファナミナをおばちゃんと呼ぶのは仕方のないことなんだ。だってファナミナは、ぼくやニコが生まれるよりまえからメルフォート家の屋敷に出入りしているんだから。そんな話を聞いたら、ぼくらの感覚ではおばちゃんなんだよ。どれだけ見た目が若々しくてもな」

「せやなぁ、悪魔と人間じゃあ時間の感覚が違うからなぁ。ちなみに悪魔の寿命って、人間の百倍くらいあるねんで」

「百倍……!?　それは凄いな。じゃあファナミナがメルフォート家に来たのが三十年ほどまえだから、それを悪魔の感覚に当あて嵌はめると――三十年は三百六十ヵ月で、それの百分の一だから――え？　人間の三十年って、悪魔にとってはたった三ヵ月半くらいの感覚なのか!?」

「その反応を見るに、俺らの三十年は人間にとってえらい長い期間らしいなぁ」

「ああ、長い。でも考えてみれば、そんなものなのかもしれないな。ずっと不思議だったんだ、どうして三十年も経たってからおまえが現れたのか。ファナミナが全く仕事の成績を上げられず、見み兼かねておまえが介入してくるまで三ヵ月半、そう考えると納得できる」

「ま、いま判明したとおり、きみらと比べたら俺ら悪魔は気長で時間を持て余あましとる種族や。契約が完了するまで、きっちりまったり付き合うでぇ」

　銀髪の男は負債返済が終わるまで、ピノに同行（監視？）するつもりのようだった。これはある意味朗ろう報ほうだった。負債返済を行っていくに当たり、漆黒ファイナンス側と相談しなくてはいけないことが、なにかと出てくるだろう。

　そんなとき、仕事のできないファナミナでははっきり言って不安だった。

　ツァウラは飄ひよう々ひようとした男だが、仕事の手際に関しては信用できる。

「しかし、ピノやんの謎の怪力、どういうことなんやろうね。いままでいろんな奴と契約してきたけど、そんな副作用出たことなかったで」

「きっと天才ゆえだろうな。魔法を封印された不利を補おぎなうために、肉体が天才的に進化したんだ」

「天才的に進化ってなんやねん……。それよりサグリナ村はまだかいな？　もうだいぶ歩いたで」

　ツァウラがうんざりとしたように顔をしかめた。

「サグリナ村には転てん移い魔法陣が設置されていないんだ。一番近い場所まで飛ばしてもらったが、それでもかなり距離がある」

　エレノア法王国では広大な国土を移動する際、転移魔法を利用する。遠く離れた土地を魔法陣で繋つなぎ、瞬時に肉体と精神を転移させるのだ。

　この魔法陣移動は、魔法が使えない者でも利用できる公共サービスだった。使い方は簡単。まずは魔法陣に設置された通信用のゴーレムを起動する。そしてゴーレムを通してエレノア法王国の首都〝ビサディア〟にいる魔法使いと交信し、ビサディア側から転移魔法を発動してもらうのだ。

　ビサディアに着いたら、今度はビサディアの魔法陣から目的地へ向けて移動するという仕し組くみである。つまり魔法陣のある場所であれば、首都ビサディアを経けい由ゆすることによって、自由に行き来できるというわけだ。

「転移させてくれた虹にじ師しさん、不思議そうな顔してましたね」

　ファナミナが眉尻を下げて笑った。

「あの男、ぼくのことを知っていたらしい」

　ビサディアで魔法陣間移動サービス〝旅人の歌〟に従事している魔法使い（遠く離れた土地を繋ぐ様が虹を連想させるため、彼らは〝虹師〟と呼ばれている）は、ピノを見て怪け訝げんそうにしていた。魔力の高い魔法使いであれば、虹師の手を借りずとも、魔法陣間を転移できる。闇猫のピノほどの魔法使いが虹師の助けを借りたことが、不可解でしょうがなかったのだろう。

「さて、サグリナ村に着くまえに、もう少し詳くわしい話を聞かせてもらおうか」

　ピノは木の枝でニコの剣術ごっこに付き合いつつ、ツァウラに問いかける。

「ええよ、なにが聞きたいねん」

「おまえは言ったな、魔力融資に対する返済方法は《百八体の悪魔の願いを叶かなえることだ》と。そしてその願いを叶えて欲しがっている悪魔が、サグリナ村にいる――」

　そうやで、とツァウラは頷く。話に集中していたせいで、ニコの木の枝を頭に喰くらった。地味に痛い。

「村の中に悪魔がいるのか？　確かにおまえたちの外見はエレノア法王国の人間とほとんど同じだから、紛まぎれ込こむことはできるだろうけど……。しかしいったい、悪魔は人間に交まじってなにをやっているんだ？　まさかおまえたちのように、怪あやしい契約を持ちかけて民衆を苦しめているんじゃないだろうな？」

　視線に威圧感を込めるピノを見て、ツァウラは特に表情を変えないまま、

「なにって、ゲーム」

　えらく素そっ気けない口調で言った。

「げ、ゲームだと？」

　予想外の答えに驚き、その隙にまたニコの木の枝を喰らう。今度は耳に当たって、物凄く痛い。

「そ。ＭＭＯＲＰＧや」

「えむえむおー……なんだって？」

　腹が立ったのでニコの持っていた枝を奪い取り、べきべきにへし折って地面に叩きつけた。

「おお、村が見えてきたわ。はよ行って、なんか飲むもんもらおうや。俺おれ、喉のどがカラッカラや」

　ツァウラは両手をズボンのポケットに突っ込んだまま駆け出す。意外と速い。さっきまでへばった顔をしていたくせに、現金な奴だ。

　ニコも銀髪の男のあとを追ってゆく。ニコには動くものを追う習性がある。

「で、ぼくはツァウラとなんの話をしてたんだっけ？　……というか、いまの見てたかファナミナ？　こんな太い木の枝をいとも容易たやすくへし折ることができたぞ？　ぼくは天才は天才でも、魔法に関しての天才だからな、こういう肉体を駆く使しした制圧による昂こう揚よう感かんというのは初めてなんだ。うん、なかなか悪くない。さっきニコを持ち上げたときは驚きが強すぎてあんまり実感が湧かなかったんだが、いまようやく自分に宿った能力の素晴らしさに感動しているよ」

「大人げない――」

　ファナミナは悲しそうな顔で首を左右に振った。

「妹にごっこ遊びで負けたからって、怒って物を壊すとか、あまりに大人げない」

　感情の薄い声色で囁いたあと、残念なものを見るような視線を投げかけてくる。

「え、え？　凄くないか、ほら、こんなに太い枝を……」

　ファナミナは細く息を吐いたあと、ピノを残してさっさと村へ向かった。

　なんだろう、あのリアクションは。顎あごに手をやり、熟考する。指が回らないくらい太い枝を折ったのって、凄いことじゃないのか。それとも悪魔にとっては、これくらいどうってことないのだろうか。

　おもむろにしゃがみ、枝を手に取った。もう一度力を込め、へし折ってみる。

　べきん。

「うわ、楽し。ちょっと、もう少し太い枝ないかなぁ」

　より太い枝を探して回り、見つけては折る。見つけては折る。楽しい。

　時間も忘れて熱中していたら、いつのまにか背後にファナミナが立っていた。

　ふしゅー、と口から蒸気のようなものを吐き出し、地の底から響ひびいてくるような声で呪いの言葉を呟つぶやく。その顔は、あぁ、これこそ悪魔だ、と心しん底そこ思えるようなおぞましいものだった。

　ただ、これらの記憶は酷ひどく抽象的な印象としてしか残っていない。ファナミナに気づいて振り返った直後、意識を失ったから。
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　サグリナ村は思ったよりも豊かな場所だった。大きな酒場があり、レストランがあり、服屋や靴屋もある。

「妙みようだな、これだけの施し設せつが揃そろっていながら、転移魔法陣が設置されていないだなんて」

「お兄ちゃん、寝ね癖ぐせついてる」

「触さわるな。これは寝癖じゃない、たんこぶだ。知らないうちにどこかでぶつけたらしい。あんまり憶おぼえてないけど」

　書類片手に村人に話を聞いて回っていたツァウラが戻ってくる。目的の悪魔はいま畑仕事に出ているそうだ。

　商店の並ぶ大通りを奥に進むと、田畑が見えてきた。

　ちらほら働いている人が見受けられる。誰だれが悪魔なのだろうか。

「お、あれや。あれが悪魔。アバターネームが〝オルセン〟。ハンドルネームは〝フクヤマダマサハル〟」

　ツァウラは一人の中年男性を指差した。

　男は汗を流し、一生懸命畑仕事に取り組んでいる。

「アバターネーム？　ハンドルネーム？　なんだそれは？　名前が二つあるのか？」

「作ったキャラの名前とゲームの登録ＩＤの名前は別やねん」

「すまない、さすがに天才のぼくでも理解できないんだが……。それはたぶんフィルエストラには存在しない概がい念ねんなのではないかな」

　ツァウラは面倒くさそうに舌打ちをする。

「ＭＭＯＲＰＧのことから説明せなあかんのか。おいファナミナ、任まかせた」

「厄やつ介かいなことだけわたしに押しつけるんですね……」

　ファナミナから聞かされたＭＭＯＲＰＧの説明は、悪魔界に存在する〝科学〟という技術が多分に盛り込まれていて、非常に難なん解かいだった。しかし天才であるピノは、悪魔界の科学をフィルエストラの魔法に置き換えて考えることで、素早く理解を深めていった。

【インターネット】＝転移魔法陣で各都市が繋がっているのと同じだ。悪魔界には個人の家に転移魔法陣があると考えればいい。

【サーバ】＝転移サービス〝旅人の歌〟における、首都ビサディアに近い役割をするもののようだ。みんなが一度ここに集まる。

【アバター】＝魔法で遠えん隔かく操作できる人形〝ゴーレム〟と似たようなものらしい。アバターネームとはゴーレムの名称であり、ハンドルネームとはゴーレムを操作している魔法使いの名称というわけだ。

【仮想空間】＝空間術式によって術士が恣し意い的てきに作り上げた空間のようなものだろう。どんな空間かは、作成者によって千変万化する。

「つまりＭＭＯＲＰＧというものをフィルエストラの概念に置き換えると〝転移魔法陣を利用して各地から大勢の人間がビサディアに集まり、空間術式で作った空間にそれぞれのゴーレムを放って遊ぶゲーム〟ということだな」

「そうですね。はい、たぶんそんな感じです。わぁ～、一回で理解しちゃうなんて凄いですよ。ピノくんってアホだけど、こういうところは賢いですね。偉い偉い」

　ファナミナは頰を薄く染め、とても嬉しそうにピノの頭を撫でる。

　どれだけ丁てい寧ねいに説明しても理解してもらえなかったメルフォート家での苦く難なんの日々が思い出されたのだろう。

「こら、気安く撫でるな……」

「いい子でちゅね～、あとでお風呂一緒に入りましょうね～」

「なにをいきなり母性本能剝むき出だしにしてるんだオマエはッ」

「だってぇピノくん、わたしとお風呂入るの大好きじゃないですかぁ」

「いつの話をしてるんだ？　そんなのもう十年以上もまえの……って、ファナミナにとっては一ヵ月と少しまえの感覚なのか……厄やつ介かいだな……」

　ファナミナはすっかり幼児期のピノに接する感覚に立ち戻ってしまっているようだった。猫撫で声でべたべたしてきて、凄く鬱陶しい。

　くっつきたがる悪魔の少女は放っておいて、話を進める。

「さて、この概念を元に、再び悪魔界におけるＭＭＯＲＰＧというものを想像してみよう。……もしかしてゲームの舞台になっているのは――」

「お、相変わらず察しがええなぁピノやん。そのとおりや」

　道端の石に腰かけて休んでいたツァウラが立ち上がる。

「いま悪魔界で大流行しとるＭＭＯＲＰＧに〝キュアリーガーデン〟っちゅーのがあってな、なんとこのゲーム、仮想空間やなくて、実在する異世界を舞台にしとるねん。要するに、ピノやんたちが生きとるこのフィルエストラ全体が、キュアリーガーデンの舞台っちゅーわけや！」

（ぼくたちの住んでる世界が、悪魔たちのゲームの舞台だと!?）

　湧き上がった驚きは、やがて苛立ちに変わった。自分たちが必死に生きている場所が悪魔たちの遊びに利用されていると聞かされて、いい気分はしなかった。

「聞き捨てならないな。悪魔たちはこの世界でなにをやっているんだ？」

「心配せんでも悪さなんてしてへんよ。仮にゲームのプレイヤーがフィルエストラに不利益な行動を取った場合、ＧＭがそのキャラをちゃんと規制してくれるしなぁ。あ、ＧＭっちゅーのは〝ゲームマスター〟の略で、キュアリーガーデンの運営会社が操作しとる特権的なアバターのことや。とはいえ、まあ百聞は一見にしかずやな。悪魔のアバターがこの世界でなにをしとるのか、自分の目と耳で確かめてみぃや。ほれ、丁度畑仕事も一段落して休憩に入るみたいやし」

「そうだな……えっと、あいつの名前はオルセンだったよな？」

「それはこの世界で生活しとるアバターの名前な。それよりハンドルネームで呼んだほうが手っ取り早いで。向こうも俺らがゲームのこと知っとるってわかるし」

「ハンドルネームはなんだっけ？　変な名前だったよな」

「うん、フクヤマダマサハル」

　ツァウラは半笑いで答えた。

「悪魔的にも、それは奇妙な名前なのか？」

「フクヤマダマサハルってのはな、悪魔界で大人気の男性俳優の名前やねん。もちろん本人とちゃうで？　勝手に名前使ってるだけや。受うけ狙ねらいやね」

　笑いの種にされるほうはいい迷惑だな、とピノは呆あきれつつ、仕事仲間たちと茶を飲みながら談笑しているオルセンに近づき、ハンドルネームで呼びかけた。

「おい、フクヤマダマサハル」

　仕事仲間は不思議そうな顔をし、オルセン本人は仰ぎよう天てんして跳とび上あがった。

「ちょ、勘かん弁べんしてくださいよ！」

　オルセンはそそくさとピノの許もとまで走ってくる。彼は仲間にフクヤマダマサハルという名前を知られるのが嫌なようで、場所を変えることになった。

「もしかしてキュアリーガーデンの運営の方ですか？」

　噴ふき出だした汗あせを手て拭ぬぐいで拭い、オルセン改めフクヤマダマサハルは言った。外見は至いたって普通の中年男性だった。悪魔は総じて美貌、というわけではないらしい。

「そうそう、俺らはね、プレイヤーのみなさんのご意見ご要望にお応えすべく派遣されたお客様サポートセンターの者やねんよ。対応に時間かかってもうて、えらいすんませんでしたなぁ」

「じゃあ僕の要望を聞いてもらえるんですね？」

「おう、あんたさんの要望は、このピノ・メルフォートくんがエレノア法王国を代表して叶えてくれるがな」

「ええ！　この子があの有名な闇猫のピノなんですか？　凄いなぁ」

　フクヤマダは興奮気味に団だん子ごっ鼻ぱなを膨ふくらませる。

　天才の名はこんな遠くの土地にまで広まっていたようだ。

「よかったなぁ、フクヤマダくん。ピノやんに任せとけば万事上手くいくで。さて、ほんであんたさんの願いっちゅーのは」

　ツァウラは持っていた書類をめくり、しばし黙もく読どくする。

「えっと……《むかしの優しかった頃のあの人に戻って欲しい》……」

　口に出してからツァウラは白しらけたような表情を浮かべた。なにこれ、と言いたげに。

「ねぇファナミナちゃん、なんかやたらに切ないお願いが来たね」

「まるで旦那の家庭内暴力に耐える健けな気げな奥さんのような願いですね」

　女性陣がうしろのほうで内ない緒しよ話ばなしを始めた。

「フクヤマダくん、これってつまり、なにをすればええねん？　もっと具体的に教えてくれへんかな」

　ツァウラが問いかけると、フクヤマダは消しよう沈ちんした面おも持もちになった。だが少しく沈黙したあと、意を決したように顔を上げた。

「僕について来てもらえますか？」

　随分と逼ひつ迫ぱく感かんのある雰ふん囲い気きだった。










　　　第三章







　甘ったるい酒の匂いの立ち込める酒場に入る。ピノはその場の空気を吸すっているだけでくらくらとしてくる感じがした。

　そして、そこにはフクヤマダが《むかしに戻って欲しい》と望む〝あの人〟がいた。

「まさか、あれは勇者エルロッテか？」

　ピノは驚き、眉まゆをひそめる。

　まだ準備中の酒場で一人がぶがぶと酒を飲んでいる人影があった。それは紛れもなく勇者エルロッテだった。ピノは錬れん魔ま祭さいを毎年欠かさず観かん戦せんしていたので、大会三連覇の末に殿でん堂どう入りを果はたしたエルロッテの姿は、くっきり瞼まぶたに焼きついている。間違えるはずがない。

「え、ピノくん、あの人知ってるんですか？」

「ぼくよりも遙はるかに高名な人物だ。清く正しい精神と圧倒的な魔力を誇ほこり、数々の武ぶ勲くんを上げてきた。中でも有名なのは、魔王討とう伐ばつだ――北方の大地を支配していた恐ろしき魔王に単身挑いどみ、見事勝利を収めた。そして圧政に苦しんでいた北方の民たちを解放したんだ――この魔王討伐を成なし遂とげて以来、エルロッテは勇者と呼ばれるようになったんだよ」

「意外やな、勇者って正義に燃えとる暑苦しい若造のイメージやったのに、あんな美人のお姉ちゃんが勇者やなんて」

　腰まで伸びた煌きらびやかな金色の髪。澄すみ渡わたった海を思わせるような青い瞳ひとみ。勇者エルロッテはとても美しい女性だった。ファナミナやニコが柔らかな愛らしさを有しているのに対し、エルロッテは凜りんとした麗うるわしさを纏まとっている。

　けれども錬魔祭で観たときに比べれば、いまのエルロッテは幾いく分ぶんくすんで見えた。酒で赤らんだ顔はだらしなく、眼まな差ざしも虚うつろだ。かなり酩めい酊ていしていて、酒場に入ってきたピノたちに気づきもしない。

「おいマぁスタ～、もう一杯持ってこぉい！」

「飲みすぎですよ、エルロッテさん。お体に障さわります」

　カウンターの中で開店準備をしていた初老の男性店主がやんわりと注意する。それは悪意など籠こもっていない、むしろ慈いつくしみから出た言葉であったのに、

「うるさい！　私に指さし図ずするなッ」

　突とつ如じよ激げつ昂こうした女勇者は、マスターに向けてグラスを投げつけた。グラスはあらぬ方向に飛び、壁にぶつかって砕くだけた。もし命中していればマスターは怪け我がを負っていただろう。

（酷ひどいな……なんてことをするんだ、エルロッテ）

　怯おびえたマスターは慌てて新しいグラスに酒を注そそぎ、エルロッテの許もとへと持っていった。女勇者はけらけらと笑い、酒を口に運ぶ。その姿にもはや勇者の威い厳げんはない。

　一旦酒場の外に出て、フクヤマダから詳しい話を聞くことにした。

「確かにむかしのエルロッテとは違うようだな。教えてくれ、フクヤマダ。彼女にいったいなにがあったんだ？　どうして彼女がこの村に？」

　フクヤマダは一言一言を慎重に、選び取るようにして語った。

「元々エルロッテさんはうちの村の特産品であるワインがお気に入りで、よくサグリナに遊びに来てくれてたんです。でも、むかしはあんなじゃなかった。気きっ風ぷがよくて、優しくて、暴力なんて絶対に振るう人じゃなかったのに」

　エルロッテは勇者と呼ばれる以前から〝光の申し子〟という二つ名を与えられていたほどの人物だ。彼女に対する悪い噂うわさなど聞いたことがない。

「けど半年くらいまえから、急に人が変わってしまったんです。酒場に入いり浸びたるようになって、昼間から酔っ払って暴れて、このまえなんて村の転移魔法陣を壊してしまったんですよ。そのせいで村人は品物の買い出しに行くのに、いちいち隣村の転移魔法陣を借かりなきゃいけなくなって、とても迷惑しています。しかし相手は勇者様ですし、村から出ていけなんてとても言えません。みんな困こまり果はてているんです」

　フクヤマダは言い終えたあと、心苦しそうに目を泳がせていた。告げ口をしているようなものなので、ばつが悪いのだろう。

　……体てい裁さいを繕つくろうための演技、という感じではない。本気でつらそうな顔をしている。ゲームで遊んでいるだけにしては、フクヤマダの態度は少しおかしくないか？

　顎に手をやって考えていると、ツァウラが肩を叩いてくる。

「はい、ほんじゃ頑がん張ばってや、ピノやん。あの変わり果ててもうた女勇者を元に戻すんがきみの仕事やから」

「ふむ、この要求には魔法が必要なさそうで助かった。要するに、エルロッテに勇者としての公明正大な精神を取り戻させればいいんだろう？」

「あんなにやさぐれちゃうくらいですから、深い悩みがあるんですよ。それを解決してあげれば、きっと元に戻ってくれます」

　ファナミナが励はげますように言う。

「さて、エルロッテが変わってしまった理由だが、なんだろうな」

「なんでしょうねぇ」

　ピノはファナミナと並んで頭を悩ませる。そのときふと、ニコがいないことに気がついた。

　出し抜けに酒場の中から、

「ねえねえエルロッテおばちゃん、更こう年ねん期き？　更年期なの？　更年期障害から来る苛いら々いらが原因なの？」

　という朗ろう々ろうとしたニコの声が響いてくる。

　全まつたく、天真爛漫な奴め。

　次いでエルロッテの唸うなり声が轟とどろいて、様々な物が割れるけたたましい音が連続した。マスターの悲鳴が木こ霊だまする。

　酒場のドアが開いて、ぴゅーっとニコが駆け出してきた。

「あはは、更年期障害じゃなかったみたい。めちゃくちゃ怒られたよ」

　ファナミナはげんなりとした顔で肩を落とした。

「ニコちゃん、絶対わざとですよね？　わざとおちょくりに行きましたよね？　これもう天真爛漫とかいう問題じゃないですよね？　ピノくん、一回叱しかりましょう。一回痛い目に遭あわないと、この子の人生とんでもないことになりますよ。そして多くの人が傷つきます」

「そうだな、ファナミナの言うことも一理ある。いいか、よく聞くんだ、ニコ――」

　ピノは咳せき払ばらいをし、ニコと向き合う。

「更年期障害というのは四十歳を過すぎた頃から見られ始める症状で、いくらなんでもエルロッテには当あて嵌はまらないぞ。彼女はどう見ても二十代だ」

「うん？　ピノくん、なんか違いますね。叱るポイントはたぶんそこじゃないですね」

「それに更年期障害で苦しんでいる人は大勢いるんだ。そういう人たちの気持ちも考えてあげないと」

「惜おしい、惜しいなぁ。ピノくん凄くいいこと言ってるんだけどなぁ。根本的なところがずれてるなぁ」

　わかったか、と言いながら頭を撫なでてやると、ニコは笑顔ではーいと返事をした。うん、素直でいい子だ。

「ニコもわかってくれたことだし、エルロッテの悩みについての相談を続けよう」

「あ、いまのでお説教終わりなんですね……。そうかぁ、ニコちゃんがこうなったのって、ピノくんの責任も大きいんだろうなぁ」

　ファナミナを無視して、相談を再開する。

　ピノは天才的頭脳を駆く使しして様々な予測を立てたが、フクヤマダはその全てを否定した。

「いまピノさんが言った意見は、村の会合ですでに話し合われたものばかりです。一応どんな些さ細さいなことでも改かい善ぜんするように努つとめましたが、効果はなくて」

「そうか。エルロッテと交流のあるおまえたちが話し合ってわからないのだから、いくら天才のぼくをもってしても、原因の特定は難しいのかもしれないな」

　話し合いを退たい屈くつそうに眺ながめているニコの傍そばへ、ツァウラが寄っていった。しゃがんで二言三言なにかを囁いたあと、悪魔の男はぐっと親指を立てる。ニコも得意げな顔で親指を立て返した。よくはわからないが、意思が疎そ通つうしたらしい。

「こうなったら、直接本人に確かめるしかないか」

「それはやめておいたほうがいいですよ。僕らも何度かエルロッテさん本人に事情を聞いてみたんですが、全然教えてくれないし、それに凄く機嫌が悪くなるんです。転移魔法陣を壊したときも、僕らがしつこく食い下がったせいでエルロッテさんが怒って、大暴れして……」

「それは厄やつ介かいだな。とすると、なにをどうしたものだろうな。八はつ方ぽう塞ふさがりだ」

「そうでもないやろ」

　ツァウラが片眉を上げ、大仰に肩を竦すくめた。その周りを、楽しそうにニコがぐるぐる走り回っている。よくはわからないが、なついたらしい。

「ああやって飲んだくれとんのは、構ってくれっちゅーアピールや」

「そんなわけないだろう。助けになろうとする村人に暴力を振るうんだぞ？」

「そこはほら、女心ってやつや。構って欲しいけど、構われたら構われたでつい反発してまうねん。そもそもほんまに詮せん索さくして欲しくないんやったら、村を出ていくやろ？」

　無意識にピノはファナミナを見つめていた。

（そうだ、女って非論理的な生き物だった――ならば）

　ピノは酒場のドアを勢いよく押し開け、エルロッテの許もとに歩み寄る。グラスやジョッキの破は片へんで散らかった店内で、女勇者はテーブルに突つっ伏ぷしていた。

「無ぶ様ざまだな、エルロッテ」

　閉じられていた瞼まぶたが薄く開き、青い瞳が動いた。明らかな敵意。こんな目で睨まれたら、凡人では竦み上がってしまうところだ。

「光の申し子とまで呼ばれたおまえが、酒に溺おぼれ、村人に暴力まで……。見下げ果てたものだ」

　怒らせてやろうと、ピノは思った。怒らせて、そして泣かせてしまおう。女というのはきっと散さん々ざんに涙を流したあとでないと素直になれないのだ。ファナミナがそうであったように。

「貴様……闇猫のピノ、だったか。なんの用だ？」

　エルロッテは体を起こし、椅い子すにもたれながらピノを見上げた。

　酒くさく、金色の髪は乱れ、赤らんだ頰にはテーブルの跡がついている。しかし、それでもエルロッテの美しさは損そこなわれていなかった。平静を取り戻し、身なりを整えればもっと輝きが増すはずだ。

「用というほどのことじゃないが、強しいて言えば、おまえを罵ば倒とうしに来たといったところか。いまのおまえは、勇者の称号を冠かんするに値あたいしない愚物だ」

「ふ、ふふふ。勇者の称号などにいまさら執着はないが、貴様のような子供に愚物呼ばわりされるのは癪しやくだな」

　薄く笑いながら、エルロッテは腰を上げた。足元がふらつき、テーブルに手をついていないと立っていることもおぼつかない。危うく手を貸してしまうところだった。

「表に出ろ、闇猫！　年長者への敬意というものを教えてやるぞッ！」

　けっこう本気で罵ののしったつもりなのだが、思ったほど怒ってくれない。ニコのときは物を投げ散らかすくらい狂乱したくせに。

（ぼくに人を怒らせる才能がないのか。それとも大暴れして鬱うつ憤ぷんが晴れたのか）

　ピノが思案していると、エルロッテはやおら不快そうに眉をひそめた。

「おい、どうした？」

　答えず、エルロッテはピノに背を向け、不安定な足取りで店の中を進んでいく。

　そのまま窓を開けて身を乗り出し、

「うｇｏｂｅｕｒｅｒｒッ――」

　奇怪な音を立てて、びくんびくんと体を震わせた。

　……あまり怒らなかったのは、単純に気持ちが悪かったからのようだ。

　ピノは一瞬判断に迷ってから、酒場の入り口のほうへと振り返る。ドアのまえに並んで立っていたファナミナとツァウラとニコとフクヤマダマサハルは、行け、頑張れ、と鼓こ舞ぶするように、全員揃って力強く頷いた。

　仕方なく、エルロッテのところに行って背中を撫でる。

「大丈夫か？」

「うう、気持ち、悪い」

「全部吐いてしまえ。楽になる」

「うん……」

　そのまま背中を撫でてやりつつ、容態が治おさまるまで待った。

「あ、あの」

　楽になったのか、エルロッテは恐る恐るピノの顔を見た。涙目だったが、たぶんこの涙では素直になってくれないだろう。

「もういいのか」

「ああ、もう平気だ」

　顔色が悪くてとても平気そうには見えなかった。いまだって、手を貸してやらなければ立っていられないくらいだ。

「手間を取らせてすまん、闇猫。テーブルに戻って……やり直そう」

　やり直す？　なにを？

　わけもわからないまま、エルロッテを支ささえてやりながらテーブルに戻る。

「よし、おまえも元の場所に戻れ。……違う、もう少し右だっただろう。それだと行きすぎだ……そう、そこ。うん、いいだろう。それでは――」

　ピノの立ち位置に細かく指示を出したあと、エルロッテはテーブルに手をつき、血の気の失せた顔で、

「表に出ろ、闇猫！　年長者への敬意というものを教えてやるぞッ！」

「おまえ面白いな!!」

　本当にさっきと同じ場面からやり直した。

　あんなザマを見せておいて、まさか年長者への敬意を説とかれるとは思ってもみなかった。

「このエルロッテを侮ぶ辱じよくしたのだ、それなりの覚悟はできているのだろう？」

　いまにも倒れてしまいそうな様子で、それでもエルロッテは続けようとする。本当に大丈夫なのか心配だったが、こちらも悪魔の要求を叶えなければならないので、続行を決意する。

「無論だ。おまえの腐くさった性しよう根ね、この闇猫のピノが叩き直してやる！」

　泣かせて心を開かせる、という当初の予定と変わってしまったが、まあいい。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いを悔くい改あらためさせることで、フクヤマダの要求も叶うだろう。

　二人して酒場を出て、広い空き地へと向かう。ファナミナたちもすぐあとをついてくる。

「構って欲しがっとるっちゅー俺のアドバイス聞いて、なんで決闘になるねん？」

「お兄ちゃんってね、面白いことがあるとすぐそれに夢中になっちゃうんだよ。猫じゃらしに飛びつく猫なんだよ」

「もしかすると、魔法が使えなくなってることも忘れてるんじゃありません？」

「おまえたち、静かにしろ。戦いに集中できないだろうが」

　外野を黙だまらせ、エルロッテと正対する。

　女勇者は兵士が身につけるような詰つめ襟えりのチュニックを身に纏っていた。それは〝ピクシーチュニック〟と呼ばれる稀少な魔術装備だった。染料には、妖精が生息する森に咲くと言われる幻の花〝ピクシーガーベラ〟が使われている。

　鮮やかな青色が印象的なこのチュニックには、魔法の詠唱速度を飛躍的に高める効果がある。魔法使いの装備としては最高ランクの代しろ物ものだ。製作素材の入手が非常に困難で、また素材を揃そろえたとしても、魔法精製の成功率はかなり低い。そのため現在ピクシーチュニックは、エレノア法王国内にたった三着しか存在していないらしい。

　ピクシーチュニックに比べれば、ピノの宵よい闇やみのローブは一段劣おとる。

「始めるか、闇猫よ」

　口元を押さえつつエルロッテは言う。また吐き気が込み上げてきたのだろう。

「ああ。いつでもかかってくるがいい」

　実際のところ、エルロッテの実力は未知数だった。彼女の主な功こう績せきはモンスター討伐なのだが、いつも単独で行動する。ゆえにどんな系統の魔法を得意とし、どれほどの実力を備えているのか、誰も詳しく知らないのだ。

　錬魔祭を三連覇したときも、エルロッテはごく初歩的な魔法しか使わなかった。手の内を明かすまでもないほどに、彼女の力量が突出していたということなのだろう（だからこそ大会主催者側も、殿堂入りという特別な措そ置ちを取らざるをえなかったわけだが）。

　それらしい情報は《エルロッテがモンスターの巣そう窟くつに乗り込んだ直後、周囲が閃せん光こうに包まれた》という行商人の証言だけだった。その話はあっというまにエレノア中に広まって、やがてエルロッテは光の申し子と呼ばれるようになった。

　なんにせよ、泥でい酔すいしたいまのエルロッテを倒すのは、そう難しくないだろう。この超人的な腕力があれば――。

「闇猫よ、貴様はなかなかに将来を嘱しよく望ぼうされた魔法使いらしいな。ならば私も相応の魔法でもって相手をせねばなるまい」

　エルロッテが瞼を閉じ、意識を集中し始めた。さて、どんな魔法を使うのか。閃光を放ったというくらいだから、雷を操るのかもしれない。ピノはエルロッテの魔法への対抗手段を瞬時に頭の中で練ねり上げていった。どの属性の魔法が来ても、慌てず対応できるように。

　しかし女勇者の用いた魔法は、完全に予想外のものだった。

　眩まぶしい光が煌きらめき、その輝きがエルロッテの右手に集しゆう束そくされる。

「光の術式【光こう輪りん剣けんの舞】――」













　光は一本の剣となり、女勇者の手に握られた。

　ピノは目を見張り、その煌こう々こうとした魔力の凝ぎよう縮しゆくに見入る。光の術式だって？　そんな魔法、これまで読んだどの魔法真術解典にも載のっていなかった。それにいま、いったいいつ詠唱したんだ？　元素回路エレメントサーキツトはいつのまに形成していた？　ピクシーチュニックの恩おん恵けいがあるとはいえ、いくらなんでも魔法の発動が早すぎる。

　それだけエルロッテの魔法の技術が優すぐれているということなのか。

「随ずい分ぶん驚いているではないか、闇猫。まあ無理もない。初めて目にする魔法だろうからな」

「まさか……オリジナル魔法か？」

「そのとおり、光の術式は私が編あみ出だした独自の魔法だ。そういえば貴様もオリジナル魔法を持っていたな。猫のアストラル体を自在に使し役えきする召喚魔法だったか？」

「ぼくの魔法も確かにオリジナルだが、ぼくの場合は召喚魔法という枠わく組ぐみの中での新たな発展形にすぎない。おまえのように術式ごと開発したわけじゃない。全く恐れ入るな、勇者の名は伊だ達てじゃないということか」

「なんだ、天才天才と自画自賛ばかりの貴様が、他人を認めるとは珍しい」

「天才であるぼくの思考は常に論理的で客観的だ。だから認めるよ、おまえも紛まぎれもなく天才だ」

「そんな大層なものではないさ。私は光の術式を扱あつかえても、貴様の編み出した猫の召喚術式は使えない。火や水の基本的術式の腕前も、私よりも貴様が上だろう。私は天才と呼ばれるような人間ではないのだ」

　大きく息を吐き、ピノは拳を握った。

「ふん、ならばこの天才のまえにおとなしく屈くつ服ぷくするがいい」

「おや、それとこれとは話が別だ」

　エルロッテは薄く笑い、おもむろに光の剣を振り払った。

（この距離でなにをやっている――？）

　ピノとエルロッテの位置は遠く、剣の届く間合いではない。

　だが次の瞬間、斬ざん撃げきが目前に迫せまっていた。

「斬撃がそのまま遠隔攻撃になるのか!?」

　光の刃やいばの強襲に、ピノは慌てて跳び上がった。そして自分の体が想像以上に宙高く浮かび上がっていることに慄おののく。驚異的なジャンプ力だった。どうやら魔法喪そう失しつによって備わったのは腕力だけではないらしい。

「ほう、咄とつ嗟さに風の術式で空中へ逃げたか。いい判断だ」

　頭上を跳び越えようとするピノを見上げ、エルロッテは再び剣を構えた。けれどもすぐに足がもつれ、その場で尻しり餅もちをつく。きゃ、と幼子のような声を漏らした。

　酔っ払っていてくれて助かった。本来なら空中で狙ねらい撃うちにされていたところだ。

　ピノが着地するとともに、先ほど放たれた光の刃が遠くの木に着弾した。物凄い音がして、木の太い幹みきが中ほどまで抉れる。

「あれ？　もっと手加減して放ったつもりだったんだが……。すまぬ闇猫、どうも魔力の調節が上手くいかないようだ」

　気持ちの悪そうな顔でエルロッテは立ち上がった。苦しそうに眉をひそめ、千鳥足でこちらへと歩いてくる。

「遠隔攻撃は加減が難しいのだ。よし、接近してからの直接攻撃に切り替えよう」

「そんなにふらついた状態で接近戦だと？　笑わせるな！」

　思い切り地面を蹴けって駆け出した。やはり身体能力が高まっているらしく、狼おおかみのように走ることができた。風の術式による飛翔とは感覚がまるで違う。自みずからの足で駆けているという疾走感に胸が躍おどった。

　右に左に体を揺らしているエルロッテに向かって、一気に加速した。剣を握る腕を摑み取り、地面に押し倒す――そのつもりだったのだが、いざ摑みかかろうとしたところで、ふっとエルロッテの体が消えた。

「ほう、貴様がこれほどの体術を身につけているとは知らなかったぞ、闇猫よ」

　エルロッテは円を描くようにピノの背後へと回り込んでいた。流れるような動作で剣を振り下ろしてくる。

　振り返って防御するのは危険だと感じ、ピノはそのまま前方に走り抜けた。光輪剣はピノの背後の空気を裂きながら地面を叩く。大地が揺れ、地割れができた。

　……地割れ!?

「遠隔攻撃のときよりむしろ破壊力が上がってるってどういうことやねんッ!?　全然調節できてないやないか！　おまえの調節ノブ、ガバガバか！」

　見み兼かねたツァウラが声を張り上げる。思っていたとおりの指し摘てきで、助かる。

「おかしいな、次こそはもっと威い力りよくを弱めて……」

　困ったような表情で、エルロッテはゆっくり近づいてくる。いまにもひっくり返ってしまいそうな足取りで。

　というか、どうしてこんな酩酊した状態で戦えるんだろう。さっきこちらの攻撃を躱かわしたなめらかな動きは偶然だったのだろうか。

　結論から言えば、偶然ではなかった。

　そのあとピノは超人的身体能力を駆く使ししてエルロッテに挑いどんだが、触ふれることすらできなかった。きっと彼女は魔法だけでなく、剣術や体術においても一流なのだ。

「もう降参か、闇猫よ」

　三分も経たった頃には、エルロッテの光輪剣によって空き地の地形は様変わりしていた。何度も大地の炸さく裂れつに至近距離で巻き込まれたピノは、体中が泥どろだらけだった。

「誰が降参などするか。ぼくはまだまだやれるぞ」

　元気なのは本当だった。散々走り回り、光輪剣で吹き飛んだ土や石を体のあちこちに喰らっていたが、疲れも痛みもほとんど感じなかった。これも身体能力向上のおかげなのだろう。

　ただ、地形が変わるほどの甚じん大だいな破壊は広範囲に及んでいて、観戦者たちもその被害に呑み込まれていた。

「ピノくーん、助けてぇ～」

　ファナミナは地割れに落ちて、動けなくなっている。胸とお尻がつっかえて抜けなくなっているらしい。

「わぁ～高いよお。お兄ちゃんがゴミのように見える。きゃっきゃ」

　空中に飛ばされたニコは木の上のほうの枝に引っかかっていた。なんか楽しそうだ。

「……」

　フクヤマダマサハルに関しては、その姿すら見えない。土の中の埋うまっているんだと思う。

　唯一被害を免まぬがれたツァウラは頰をひくつかせつつ、岩いわ陰かげに隠れていた。

「ピノやん……これなんとかなりそうなん？　高慢ちきな鼻はなっ柱ぱしらへし折って、悔くい改あらためさせようって魂こん胆たんなんやろうけどさぁ」

「善ぜん処しよはしてみるつもりだ」

「善処もなにも、ピノやん触ることもできてへんやんけ。……しっかし酒に酔ってふらふらのくせに、なんちゅー強さやねん。綺麗な顔して、おっかない姉ちゃんやで」

　ピノとツァウラが話をしていると、不意にエルロッテの表情が険けわしくなった。鋭い眼差しでツァウラを睨む。

「おい、貴様！」

「へ？　え、俺ですか？」

「いま、私のことを〝綺麗〟と言ったな？」

　銀髪の男は状況が理解できず、呆気に取られている。

「ええ、はい、言いました、けど？」

「それは本気か？　本当に私のことを綺麗だと思うかッ？」

　妙みような声色だった。怒っているようでいて、なにかを期待しているような。

「思います思います！　なぁ、ピノやん？　めちゃめちゃ美人さんやんなぁ？」

　くそ、面倒くさそうだと見るや、すぐ他ひ人と任まかせか。

　さて、エルロッテはどんな答えを求めて質問しているのだろう。ピノは腕を組み、顎に手を当てた。綺麗だと言われて嬉しくない女性はいないと思うけれど。

「おい闇猫、貴様はどう思うのだ？　私は美人か？」

　褒ほめられて嬉しいというのは人間の心理として間違っていないはず。

　うむ、ここは褒めるべきだ！

「もちろんだとも、エルロッテ！　おまえは美しい。太陽の光を切り取ったかのような金色の髪、蒼そう穹きゆうを掬すくい取ったかのような青い瞳、そして春風を思わせるような涼すずやかな顔立ち、それら全てが極上の輝きを放っているぞ。ぼく個人の美的感覚、そして客観的視点から判断して、おまえは途と方ほうもない美人だ」

　胸に手を当て、美術作品を批ひ評ひようするかのような優美な口調で言葉を紡いだ。我ながら見事な称しよう賛さんだと思った。

　次いで、エルロッテの本質にも触れてゆく。

「さらにおまえの体の感触たるや、これまた極ごく上じようだ。先ほど酒場でおまえに肩を貸したときに気づいたのだが、その男物のチュニックの下に隠れたボディラインは見事の一言。すらりとしたスレンダーな体つきながら胸回りと腰回りにはふっくらとした膨ふくらみがあり、柔やわらかさも申し分ない。特にぼくが感動したのはお尻しりの弾力だ。鍛え上げられた筋肉の表面に理想的な配分で脂し肪ぼうが備そなわり、素晴らしき弾力を生み出している。《この触り心地、まさに勇者！》と認めずにはいられない、最高水準のお尻だったぞ！」

　淀よどみなく語り切ったピノは、充足感の中で瞼を閉じる。

　ふっ、完璧だ。ここまで完璧な賛美があるだろうか。これならエルロッテも確実に喜んでくれるだろう。

「あああ、アホぉ～っ!!　とんでもないセクハラ発言撒まき散ちらして、なに考えてんですかこの変態はぁ!?　触り心地が勇者って全然意味がわからないんですけどぉ!!」

「アホはおまえだよ、ファナミナ。ぼくの天才的称賛の素晴らしさが理解できないなんてどうかしてるぞ？　これだから常識のない奴は困るんだ」

「わたしが困ったちゃん認定ですかッ？　その狂った常識をいますぐぶち壊していただけませんか！」

　ファナミナに付き合っていると疲れるので、無視しよう。

　ピノは視線をファナミナからエルロッテへと戻した。女勇者はいつのまにかピノの間近に立っていて、肩をわななかせていた。

　まさか怒らせてしまっただろうか。いや、手を口に当てているので、気分が悪いだけかもしれない。そんなことを考えていたら、

「う、嬉しい――」

　ぶわっと、エルロッテが大粒の涙を流し始めた。

　予期せぬ反応だった。まさかここで泣くとは。

「こんなに熱烈に私のことを褒めてくれたのは貴様が初めてだ……」

　勇者の称号を与えられたほどの強者が、どうして褒められたくらいで涙を流すのか理解できなかった。

　けれども、まあ、ここはとりあえず、

「どうだファナミナ!?　エルロッテはぼくの言葉でこんなにも喜んでくれてるじゃないかッ？　やーいやーい、やっぱりアホはおまえのほうだったなぁ！」

「ち、違いますぅ！　そんなセクハラ発言で喜んじゃうエルロッテさんがおかしいんです～ッ！」

　愚おろかな凡ぼん人じんの負まけ惜おしみを聞き流す。エルロッテは勇者だぞ？　エルロッテがおかしいなんてこと、あるわけないじゃないか。そんな確信を胸に、ピノは再びエルロッテを見た。

　女勇者は祈るように胸のまえで手を組み合わせていた。

「ありがとう、闇猫。私は心底嬉しいぞ」

「礼には及およばないさ。ぼくはただ真実を口にしたまでだ」

「私はそんなに美しいか？　私の体はそんなにも柔らかかったか？」

「ああ、おまえは美しく柔らかい女性だ、エルロッテ。ぼくがこれまで出会った中で、一、二を争うほどに」

「そうか……そうか」

　涙を零こぼしながらも、エルロッテはにこやかに笑っていた。誕生日プレゼントに感動する子供みたいに無邪気だった。

　だがその笑顔に、突如として、むわりと不気味な熱量が籠もった。

「これで私もよくやくケッコンできるのだな」

「え」

　発言の意味がわからず、ピノは一瞬固まる。

（ケッコンってなんだ？）

　血けつ痕こん？　欠魂？　違うな、どちらも文脈に合わない。

「貴様のような子供との〝ケッコン〟は世間的に問題があるような気もするが、まあ構わないだろう。なにせ私は勇者なのだから」

　とろけるような笑顔を湛えて、エルロッテは照れくさそうに上目遣いを向けてくる。

「よく見たら貴様、とても可愛い顔をしているな。私は好きだぞ、貴様のような美少年。きゃっ、好きって言っちゃった」

　エルロッテはさらに耳まで真まっ赤かにして、もじもじと身を揉もんだ。

　なるほど、そうか。

（ケッコンって、結婚のことか）

　全てを理解したあと、ピノは自分の肉体の異変に気づく。思考が散さん漫まんで、体がちゃんと動かない。どうやらエルロッテの放つ不気味な熱量をまえにして、すっかり萎い縮しゆくしてしまっているらしかった。《ドラゴンに睨にらまれたサラマンダー》って、たぶんこんな感じなんだろうなと思った。

　えーっと……。

　助けて、ファナミナ。




　　　◇　◇　◇




　腕の力だけで地割れを粉ふん砕さいしたファナミナは、ふしゃーと奇声を上げながらエルロッテのまえに立ちはだかり、ピノを守ってくれた。このときばかりは本気でファナミナに感謝した。

「で、おまえはどうしてやさぐれていたんだ？」

　ピノたちは酒場に戻り、テーブルを囲む。

　ちなみに、めちゃくちゃになった空き地はエルロッテが魔法で修しゆう繕ぜんした。

「あの……それは」

　女という生き物はやはり涙を流すことで素直になるらしく、エルロッテは対話の姿勢を見せた。だいぶ酒も抜けたようで顔つきもはっきりしてきた。

　エルロッテがなにかを言おうとしたとき、酒場のドアが開き、ニコが外から戻ってきた。栗色猫っ毛を弾ませながら、楽しげなステップで。

「お兄ちゃーん、フクヤマダマサハルいたー。土に埋まってたあ」

「ご苦労様、ニコ。それでフクヤマダは？」

「白目剝むいて、ぶくぶく泡吹いてたよーッ。超面白いのお」

「ふ、ふぅん、それで？」

「なんか気持ち悪かったから、もう一回埋めたー」

「えっ？　埋めたの？」

「それから木の枝で十字架作って立てといたあ」

　ニコの顔に、木こ漏もれ日のような爽さわやかな微笑みが浮かんだ。自分はとても善よい行いをしたのだと言わんばかりに。

　これを聞いて、ツァウラとファナミナが表情を失う。

「えぐいわぁ、この子、容よう赦しやってもんを知らんわぁ」

「ピノくん、叱りましょう。お兄ちゃんとしてこれはちゃんと叱りましょう」

　確かにこれは叱らなければならないだろう。ピノはニコの肩に手を置き、真っすぐ目を合わせた。

「よくお聴き、ニコ。木の枝で十字架なんて作っちゃいけないんだよ。だってフクヤマダマサハルはああ見えて悪魔なんだ。ほら、書物や伝承によると悪魔って十字架が苦手だろう？　きっと今頃フクヤマダは苦しんでいるぞ？」

「あ～ピノくん相変わらず惜おしいなぁ。ほんとあとちょっとなんですよねぇ。ピノくんのお説教はいつもボール一個分外なんですよ」

「このアホアホ兄妹に任まかせとったらフクヤマダ永眠してまいそうやから、俺らで助けに行くぞ……」

「……そうですね」

　悪魔の上司と部下は、疲れたような顔つきでフクヤマダの救出に向かった。十字架が目印になったらしく、二人はフクヤマダを連れてすぐに戻ってきた。間もなくフクヤマダの意識も戻った。

　全員揃ったところで、改めてエルロッテから話を聞く。

「もう一度問うぞ？　おまえが酒に溺れ、やさぐれていたのはなぜなんだ？」

　考える時間ができて覚悟も決まったのだろう、今度は迷うことなく女勇者は胸の内を晒け出した。

「だって……だって私はもう二十五歳なのだッ」

「ん？　まあ、それくらいだろうなとは思ってたけど、それがどうかしたのか？　大した問題には思えないんだが」

「大問題だ！　二十五歳と言えば、もう二十代の後半だぞ？　四捨五入すればもう三十になる……。それなのに、私はいまだに結婚はおろか、殿との方がたとお付き合いしたこともないのだ！」

　すー、っと酒場内に生温かい静せい寂じやくが下りた。

　マスターが手に持っていたグラスを落とした音で、ようやく時間が動き出す。

「なんや、エルロッテが荒れとったんは、男にモテへんからなんか？」

　恐る恐るツァウラが探りを入れる。

「そのとおりだ！　悪いか!?」

「いや、悪くはないけどなぁ」

「私は男にモテない！　これっぽっちも男にモテない！　いったいなぜなのだッ？　自分で言うのもなんだが、私はけっこう美しい顔立ちをしているほうだと思う。さっき闇猫もそう言っていたし、多くの民も称賛してくれるのだ。それなのに交際を求めてくるような男は全く現れない！　なぜだ、なにが原因なのだ!?」

　ピノは眉をひそめつつ、ファナミナのほうを見る。

　ファナミナにも理由はわからないらしく、首を傾かしげるばかりだった。

　しかしツァウラはなんとなく原因に思い至いたっているようで、うんうんと頷いている。

「それはなんちゅーか、しゃーないと思うで？　だっておまえ、そんな男物の服着て、男っぽい喋しやべり方して、いっつも険けわしい顔してるやん？　そのうえ天下の勇者様と来たもんや。そりゃあそこら辺のお嬢じようちゃん口説くみたいにはいかんやろ。男を代表して言わせてもらうなら、エルロッテは高たか嶺ねの花やねん」

「でも美しいと褒めてくれる男もいるのだッ。その者たちは下心があってそう言っているのだろう？」

「社交辞令の場合もあるやろうけど、おまえくらいの美人さんやったら大抵の男は下心あるやろうな。駄目元くらいのつもりで声かける奴もおるやろう。でもなぁエルロッテ、俺のときもそうやったけど、おまえ褒められると、めっちゃ怖い顔するやん？　ギラーンって相手を睨みつけるやん？　あんなんされたら、みんなビビるっちゅーねん。美人や綺麗や言われるのが嫌なんかなぁって、勘違いするわ」

　ここでフクヤマダが声を上げた。

「そ、そうですっ。エルロッテさんは外見のことを褒めると凄く怖い顔をするんです。だからエルロッテさんは女扱いされることが不快なんだろうなって思ってました」

「ほらみぃ、原因はおまえにもあるねん」

「そんなこと言われたって、勇者である私が人前で情けないにやけ面づらを晒すわけにもいかないだろう！　だから私は綺麗だと褒められて嬉しくても、口元がゆるまないように気をつけていたのだ」

「そのせいであんな怖い顔になって、男どもは逃げていったっちゅーことや」

　エルロッテはがっくりとテーブルに突っ伏す。

「そんな～」

「落ち込まんでもええわ。よかったやんけ、これでモテへんかった理由がわかってんから。あとは努力でなんとでもなる」

　女勇者は素早く顔を上げ、勝ち誇ったような目でツァウラを睨んだ。

「ふん、努力など必要ないぞ。モテなかったのはさっきまでの話だ。ついに私にも運命の殿方が現れたのだから。なぁ、闇猫」

「え」

「あんなにも熱意ある求婚をされては、もはや貴様に嫁とつぐしかあるまい。ああ、もちろん貴族としての世間体が気になるというのであれば、貴様が成人するまで結婚は待つぞ。それまではラブラブの恋人だ。や～ん、ラブラブだなんてぇ～」

　真っ赤な頰に手を添えて、うにうにと身をくねらせる。

「ぼく、求婚なんかしてないぞ？」

「恋人としてしばらく過ごしたあと、同どう棲せいするのもいいな」

「あ、完全に妄想の世界に入ってるな」

　妄想世界に旅立ったエルロッテに呆れていると、不意にニコが纏わりついてきた。退屈したのか、椅子に腰かけたピノの膝の上によじ登って座った。

「あ、ニコちゃん、ピノくんの邪魔しちゃ駄目ですよ。抱っこして欲しいならわたしの膝に」

　ファナミナが囁きかけると、ニコはぷいっと顔を背そむけた。

「やーだ～、ファナミナちゃんはおっぱい邪魔で座りづらいもーん」

　ニコはいつもどおり、心に浮かんだままに発言する。そしてその天真爛漫さはなんの前触れもなく、エルロッテにも向けられた。

「で、結局エルロッテさんって、全然男の子にモテない欲求不満おばちゃんだったんだねえ」

　大きな音を立ててツァウラとファナミナとフクヤマダが椅子から転げ落ちた。カウンターの中でガシャンガシャンガシャンとなにかが連続で割れる。

「あかん、あかんぞ！　この子、死体に鞭むち打うつどころか、死体にガソリンかけて火ぃつけるタイプやッ」

「ニコちゃん、すぐに謝ってッ。たとえ悪気はなかったんだとしても、お願いだからいますぐ謝って！」

「え～、だってエルロッテさんって男にモテたくてモテたくて仕方ないけど全然モテないっていう寂さびしい人なんでしょう？　だったら切なさ爆発欲求不満おばちゃんだよお」

　謝るどころか、あだ名はさらに進化していた。

「失礼な！」

　エルロッテはテーブルを両手で叩きながら立ち上がり、怒鳴り声を上げた。身を乗り出して、ぎらりとニコを睨みつける。

「訂正しろ！　私は切なさ爆発欲求不満おばちゃんなどではないッ、切なさ爆発欲求不満お姉さんだ!!」

「そこ!?」

　ファナミナが珍めずらしく率そつ直ちよくな指し摘てきをした。

「気になるところはそこだけなんですかエルロッテさん？　どうせ訂正するなら全部訂正したほうがいいと思うんですけど……」

「なにを言うのだ、緑の髪の少女よ。私は切なさ爆発で欲求不満だ。そこについてはなんら間違ってはいない」

「この人、ちょっとピノくんと同じ匂いがしますね。天才って、みんなこういう人ばっかりなんですか？」

　信じられないというような目でファナミナがこっちを見つめてくる。ふん、やはり凡人には天才の思考が理解できないらしい。客観的に事象を認識し、認めるところは認める、それが天才なのだ。

「緑の髪の少女よ、そう言う貴様も、相当に欲求不満のようではないか？　そんな淫いん靡びな衣服に身を包み、そのむっちりエロエロボディを堂々と衆目に晒すとは、よほど男に飢うえていると見える」

「ぎゃああああ違います！　これは無理やり着させられてるだけですぅ！」

　両腕で胸を隠しつつ、ファナミナはへっぴり腰になる。

（ファナミナ、おまえ欲求不満だったんだな――）

　そういえば、ここに来るまでの道中で、みんなやたらにじろじろファナミナのことを見ていたっけ。

「はーい、ちょっとみんな一回口閉じて落ち着こか。しっちゃかめっちゃかでわけわからんことになっとるわ」

　ツァウラが手を叩きながら場をまとめようとする。

「ほんで、結局のところどないやねん。エルロッテの悩みは解決したんかいな？」

「無論だ。なにせ私は闇猫という生涯の伴はん侶りよを得たのだからな」

　誇らしげに宣言し、女勇者はにやけ面づらでピノを見やった。勇者だからにやけ面は晒せない、という理念は、ピノに対しては当て嵌まらないようだった。

「ピノやんはそれでええんか？　エルロッテとマジで結婚すんの？」

「結婚って、あれだろう、同じ家で一緒に暮らすんだろう。まあいいんじゃないか。エルロッテはこのぼくが認めるほどの天才だ、魔法談義や新術開発など、かなり有意義な時間を過ごせると思う」

　多少妄もう想そう癖へきがあるようだが、それ以外はけっこう気が合うように思う。この天才勇者とともに切せつ磋さ琢たく磨まできれば、魔法使いとしてより高みに立てるはずだ。論理的に、そして合理的に判断して、エルロッテとの結婚を拒絶する理由は見当たらない。

　と、ピノ本人が認めているのに、

「ダメですううぅ～ッ!!」

　ファナミナが憤ふん慨がいしながら邪魔してくる。

「なにが駄目なんだ、ファナミナ」

「だ、だって結婚ですよ？　夫婦になるんですよ？　そういう一生の問題を、気軽に決めちゃダメです！」

　出た――ファナミナは両手を腰に当ててすっかり母性本能全開のお母さんモードだ。

　それを見て、エルロッテが苛立たしげに視線を尖とがらせる。

「さっきから、貴様はなんなのだ？　私と闇猫の恋こい路じをいちいち邪魔しおって」

　立ち上がったエルロッテはファナミナを真正面から睨みつけ、ぐいっと胸を張る。おそらく、Ｃカップに近いＢカップ。ファナミナも負けじとＦカップの胸をずいっと突き出した。ああ、女の戦いって感じだな。大迫力。

「わたしはピノくんの保護者代わりです！　ピノくんがあなたのような人にたぶらかされないよう監視しているんです！　ご家族からそう頼まれているんですぅ！」

　初耳だった。絶対うちの家族はそんなこと頼んでいないと思う。

「貴様、そんなに闇猫と近しい関係なのかっ？」

「ええ、そうですよ。ついこのまえまで、ピノくんのおむつを替えてあげていたくらいですから」

　ファナミナ、ふふん、と余裕の笑み。

　また十年以上前のことをこのまえと……。

「おむつだと!?　まるでお母さんじゃないかッ！」

「おむつだけじゃありませんよ。こっそりおっぱいを吸わせてあげたこともあります。お乳ちちは出ないのに、それでも一生懸命ちゅうちゅうとわたしのおっぱいを吸うピノくんの可愛さときたら、まさに天使でしたとも、ええ」

　さりげなく、恐ろしい情報が明るみに出る。空腹で母乳を求めている赤子に、こいつはなにをやっているんだろう。

（ぼくは赤ちゃんの頃からそんな嫌がらせを受けていたのか）

　ファナミナに抱く潜せん在ざい的てきな苦手意識の原因がわかり、ピノは改めてファナミナが苦手になった。

「はいストーップ」

　出し抜けにツァウラはファナミナの後頭部を平手ではたく。

「ほぎゃッ、なにするんですか!?」

「それはこっちの台詞じゃボケェ。せっかくええ感じに話がまとまりかけとったのに、なに水差してくれとんねんオマエは」

「だってぇ、いきなり結婚とか言い出すからぁ。そういうのはわたしの許可なしに話を進められると困ると言うかぁ」

「なんでおまえの許可がいるねん、家族でもないくせに。だいたい恋愛も結婚も、二人の自由やないか。それにいますぐにとは言うてへんやんけ。……ま、どうしても邪魔するっちゅーなら、契約失敗でピノやんの魔法の才能が元に戻らへんようになるだけやけどなぁ」

「ぐぬぬ……」

　奥歯を嚙み締め、悪魔の少女は悔くやしそうにエルロッテを見やる。

「し、仕方ないですね。ピノくんとお友達になるくらいなら、許してあげます、よ」

「おお、なるほど。友達、恋人、夫婦と、段階を踏めということだな。確かにそれが正しい順序だ。まずは友として瑞みず々みずしい青春を謳おう歌かするとしよう」

「ど～せお友達止まりでしょうけどね～。エルロッテさんはピノくん好みのタイプとちょっと違うと思うしぃ」

「む、闇猫の好みだと？　それはどういうタイプだ？」

「男の子はやっぱり自分のお母さんのイメージを恋人に求めるんですよねぇ。で、ピノくんのお母さんとエルロッテさんは正反対っていうかぁ、どっちかっていうとわたしのほうが理想に近いというかぁ」

　物凄く嫌いやみったらしい言い方だった。ファナミナはもしかしてエルロッテのことが嫌いなのだろうか。

　勇者と悪魔。光と闇。生まれ持った属性的に、お互い相あい容いれないのかもしれない。

「貴様が闇猫の理想だとぉ？　おのれ、どこが私と違うというのだ……いったいどこが……。む！　そうかわかったぞッ、無理やり着させられているというその服、それが闇猫の趣味なのだな！　ふふふ、待っていろ闇猫。彼氏の趣味に合わせるくらい、造ぞう作さもないことだ」

　魔王討伐に赴おもむくかのような勇ましい表情を湛え、エルロッテは颯さつ爽そうと酒場を出てゆく。その足取りを見るに、すっかり酔いは覚めたようだった。

「あーあ、ファナミナのドアホ。またいらん挑発しよるさかいに、ややこしいことなったやんけ」

「だぁってだってだってぇ！　わたし、ピノくんを生まれたときからずっとお世話してきたんですよっ？　おむつ替えて、お風呂に入れてあげて、お絵描きや字の書き方を教えてあげたりして。ピノくんはわたしが育てたと言っても過言じゃないんですぅ。それなのにそれなのに～。想像してみてください、大事に育てたペットをどこの誰とも知れない人に取られちゃう気持ちを！　腹立つじゃないですかぁ」

　間違いなく過言だ。そして誰がペットだ。腹が立つのはこっちだぞ。




　　　◇　◇　◇




　畑仕事に精せいを出すフクヤマダマサハルの背中を眺めながら、ピノはぼんやり考え事をする。どうしてこの男はこんなにも真面目に働いているのか。どうしてエルロッテに元に戻って欲しいなどという要求をしてきたのか。

「おまえたち悪魔はゲームをするためにこのフィルエストラにいるんだよな？　それなのになぜ畑仕事なんてやっている？　そんなことをして楽しいのか？」

　冴さえない顔つきのアバターは、自じ嘲ちようするみたいな笑みを作った。

「楽しいですよ、凄く楽しい。僕はキュアリーガーデンを始めて本当によかったと思ってます」

「わからないな。ゲームとは遊びだろう？　それなのにおまえは遊ばずに、せっせと働いている」

　フクヤマダは体を伸ばし、腰に手を当てた。

「う～ん、フィルエストラで僕たち悪魔が感じている楽しさや幸せをわかってもらうのは、難しいかもしれませんね。まず僕たちの世界のことを理解してもらわないといけないから」

「悪魔の世界か。面白そうだ、話してくれよ。エルロッテはいつ戻ってくるかわからないし」

「たぶん、わけがわかりませんよ？」

「安心しろ、ぼくは天才だ、未知の世界の情報といえども容易く理解できるぞ」

　空を仰ぎ、フクヤマダは手拭いで汗を拭った。なにをどう伝えればいいのか、頭の中で道筋を立てているのだろう。そうですねと呟き、ゆっくりピノを見た。

「ＭＭＯＲＰＧってわかります？」

「どういうものか、ということくらいはわかっているつもりだ」

「ピノさんが言うとおり、ゲームの目的は遊ぶことです。だからＭＭＯＲＰＧというジャンルでも、より刺激的で興奮できるものが求められてきました。空の向こうに飛び出して、大きな機械の人形に乗り込んで戦ったり、太古のむかしに戻って、馬鹿でかい恐竜を退治したり、そういうゲームがたくさんたくさん……。でもやがて悪魔たちは、刺激と興奮に満みち溢あふれたゲームにもだんだんと慣れて、飽きてきてしまったんですよ。悪魔界のゲームプレイヤーたちは、もう刺激と興奮では満足できなくなっていった」

　必然だろうと思った。どんなに鮮烈な刺激も、目の覚めるような興奮も、それが何度も繰り返されれば、日常と化してしまう。

「そんな中、このキュアリーガーデンはとても話題になりました。舞台は仮想の空間ではなく、実際に存在する異世界。プレイヤーのアバターは必殺技も超能力も使えない、ただのモブキャラ。これといった目的もなく、ただフィルエストラの住人として生活する――まさに悪魔界の常識を覆くつがえすゲームでした」

　モブキャラと言うとき、フクヤマダは自分の顔を指差して笑った。しかしその表情に皮肉の色はなく、どこか晴れやかだった。

「キュアリーガーデンが与えてくれたのは〝癒いやし〟でした。刺激と興奮を散々味わった悪魔たちが次に求めたのは、心の安らぎだったんです。……きっと悪魔界の社会情勢の影響もあったんでしょうね。募りに募った不満や不安が、僕らにそういう選択をさせたのかもしれません」

　悪魔界の情勢はかなり深しん刻こくであるようだった。アバターを操作しているフクヤマダの性別や年齢はわからないが、その口振りから、すでに多くの人生経験を積んだ人物であるように思われた。

「だからみんな〝癒し〟を求めたわけです。プログラムされたキャラクターじゃない、実在する人々との温かい心の触れ合いを……。そして悪魔界ではもう見ることのできない、この美しい自然溢れる世界を……」

「悪魔界ではもう見ることができないとは、どういう意味だ？」

「悪魔界には、このフィルエストラよりも進んだ魔法が存在し、さらに魔法と同じくらい発達した〝科学〟という技術があります。しかし悪魔たちは魔法と科学の利便性を追求するあまり、美しい空や海や木々などの自然を、修復不可能なくらいに破壊してしまったんです」

　フクヤマダはおもむろに足元の土を掬すくった。

「悪魔界にはもうこんな豊かな土は残っていません。山や木々はなくなり、空は曇くもり、海を泳ぐこともできない。それが悪魔界の実情なんですよ」

　自分の言葉の逼迫感に気づいたフクヤマダは、おどけた表情を浮かべて鼻を掻いた。

「すみません、ちょっと熱が入りすぎました。まあ、とにかくキュアリーガーデンは悪魔にとって大事な癒しの空間なんですよ。キュアリーガーデンをプレイして、このフィルエストラで生活することが、僕らの不満解消になるんです」

「……そして、失われたかつての悪魔界に想いを馳はせる場所、というわけだな」

「はい――そうです」

「キュアリーガーデンの魅力はわかった。だがそれが、おまえがこの村で働いていることと、どう繋がるんだ？」

「ああ、それはですね……実は僕、悪魔界のギスギスした空気に嫌気が差しちゃったんですよ。いま言ったとおり悪魔界は不安と不満が溢れていて、すっごくギスギスしてるんです。職場の同僚も、友達も、家族でさえも、みんなどこか冷たい感じがして……」

「そんなに悪魔界は酷いところなのか？」

「きっと相性の問題だと思うんですよ。少なくとも僕にとって、悪魔界は居い心地ごこちの悪い場所です。……それに比べて、この世界はいい。特に、ここで暮らしている人たちが素晴らしい。優しくて、おだやかで、とても温かい。働いて眠るだけの刺激のない生活だけれど、その中で見つけた小さな幸せを、みんなで共用しようとするんです。僕はフィルエストラに住む人々と触れ合って、初めて〝生きてる〟って実感を覚えたんですよ。僕はね、ピノさん、この世界に生まれたかったなって、本気で思ってるんです」

　思わぬ発言に、ピノは目を見張った。

「ぼくはあまり他人の気持ちがよくわからないんだけど、おまえがエルロッテに元に戻って欲しいと願った気持ちは、なんとなく理解できたよ。エルロッテが荒れることで村全体がギスギスして、そういうのが嫌だったんだろ？　悪魔界みたいで」

「ええ、そうです。そのとおり。……あと、単に僕がエルロッテさんの大ファンだからっていうのもありますね。彼女は僕にとってアイドルなので。えへへ」

　面おも映はゆそうに笑うフクヤマダに、ピノも釣つられて笑った。

（たかがゲームと思っていたが、馬鹿にできないものだな）

　フクヤマダと別れ、酒場に戻る。

　店の奥にあるソファ席にファナミナとニコがいた。ニコははしゃぎ疲れたらしく、ファナミナの太ふと腿ももを枕まくらにして眠っている。ファナミナは優しい表情でニコの髪を撫でていた。

「エルロッテは見つかったか？」

　ピノは小声で言いながら、そっとファナミナの隣に腰かけた。

「いえ、まだです。いまツァウラさんが捜しに行ってるんで、間もなく見つかると思うんですけど」

「……なんか意外だな。ファナミナはわかるとして、ツァウラの奴もけっこう協力的だ。ぼくに契約を結ばせた時点で仕事はほとんど終わったと言っていたくせに」

　ファナミナはオレンジ色の瞳を細くして、んー、と小さく唸った。

「その辺のことはちょっとややこしいんですよ。わたしたち漆黒ファイナンスはピノくんの家族に魔力融資を行いましたが、実はその魔力融資にはキュアリーガーデンの運営会社から委い託たくされた〝とある業務〟が関係しているので、放っておくわけにもいかないんです」

「とある業務？　もしやそれはおまえが言っていた〝悪魔たちの心の安寧〟と関係があるのか？」

　興味を引かれたので、つい声が大きくなってしまった。ニコが瞼を擦こすりながら体を起こす。ピノを見つけるなり、なにも言わずに抱きついてきた。普段から幼い妹だが、寝起きは特に幼児返りする。

　背中に手を回して抱き寄せてやると、ニコはピノの肩に頰を乗せ、また微睡まどろみ始めた。

「長くなるので、この話はまた今度にしましょう」

　唇に人差し指を当て、ファナミナは苦笑する。

　いますぐに聞きたかったが、仕方ない。ピノは湧き上がった知識欲を胸にしまい込み、ニコの栗色の髪を撫でた。健すこやかな寝息が耳元で響いている。
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　ツァウラがエルロッテを見つけたのは、サグリナ村にある服屋だった。用事を済ませた彼女を連れてツァウラが酒場に戻ってきたとき、ピノは愕がく然ぜんとした。エルロッテの姿が変貌していたのだ。

「どうだ闇猫、貴様好みの服装にしてみたぞ。に、似合っているか？」

　女勇者は全身がよく見えるように、その場でくるりとターンしてみせた。

　……。

　たぶん、似合ってはいるのだろうと思う。しかしこれまでのイメージからあまりにかけ離れていたので、なんと答えていいのかわからなかった。

　雪のように真白い肌が露出していた。これまで荘厳な意い匠しようのピクシーチュニックによって覆われていた肩や、へそや、太腿が、ありのまま披露されている。

　エルロッテは不思議な服装をしていた。胸と下腹部を薄い布で覆い、さらに髪飾りやグローブやブーツを身につけている。二の腕や首には装飾品。

　なんというか、戦士と踊り子を足したような格好だ。

「むぅ……」

　ふと、あることに気づく。思わずじろじろと見入ってしまった。

「ど、どうした、そんなに凝ぎよう視しして。気に入ってくれたのか？」

「あぁ、気に入ったぞ。肌を晒け出したことで、すらりとした肉体のラインがあらわになった。本当におまえは均きん整せいの取れた体つきをしている。美しさと力強さの両立に黄金比があるとすれば、まさにこれだという印象だな。特に素晴らしいのが腰のくびれだ。スレンダーでありながら腰が非常に細いので、美麗な曲線が作り出されている」

　称賛の言葉を並べつつ、近づいて腹部を見つめた。

　実に細くて美しい。

　ピノに続いてツァウラも間近でエルロッテのお腹なか回りを確認する。

「凄いやろ、俺もびっくりしたわ。ほんまもんのウェスト五十センチ台っちゅーのはこういうのを言うんやろうなぁ」

　エルロッテは慌てて両手でお腹を隠した。

「わわっ、そんなにお腹ばっかり見るな！　最近訓練をさぼって酒ばかり飲んでいたから、ちょっとプヨっとしてるんだ」

　これでプヨっとしているのか。ここからさらに完成度が上がるのであれば、是ぜ非ひとも拝はい見けんしてみたい。

　と思っていたら、背後でファナミナとニコのやり取りが始まった。

「ハアアアッ!?　それでプヨっとしてるぅ？　ふざけてるんですかッ！」

「あれでプヨっなら、ファナミナちゃんのお腹はブヨリエンド・イズジエンドだね!!」

「誰がブヨリエンド・イズジエンドですか！　そもそもブヨリエンド・イズジエンドってなんですか!!　とにかく終わってるって言いたいんですか!?　わたしのお腹はあれですよ、女性的柔らかさを追求した結果の、ある種の究極系なんです！」

「ねえねえファナミナちゃんってウェスト何センチ？　ちなみにあたしは五十六センチなんだけど、ファナミナちゃんはウェスト何センチなの？」

「ごっふ……」

　ファナミナ、酒場の隅っこでいじける。どうやらなにかに敗北したらしい。よくはわからないが（頑張れ、ファナミナ）とりあえず応援しておこう。

「ううう、意気込んで服装を変えてみたが、思いのほか恥ずかしいな。本当に似合っているか、闇猫」

　顔を真っ赤にしてエルロッテが問いかけてくる。

「ぼく個人の感覚ではとても似合っていると思うぞ。だからそんなに照れる必要はない。自信を持て」

「そうか、それなら私も嬉しいのだが……いかんせん殿方のまえでこんな露出の多い格好をしたことなどないものだから」

　不意に、カシャっという音が響く。ツァウラが携帯電話を構えて写真を撮っていた。

「なにをしている、貴様ッ」

「ひはは、エロエロエルロッテちゃんのセクシーショットを写真に収めてるんやんか」

「しゃしゃ、写真!?　やめろバカッ、恥ずかしいだろ！　だいたい私は闇猫に喜んでもらうためにこの格好をしているのだッ、貴様などに見せるためでは断じてないぞ、この痴しれ者ものめ！」

「そんな恥じらいに頰を染めた顔で罵倒されたらご褒ほう美びでしかないわ。ええよええよ、エロエロエルロッテちゃん最高～」

「さっきからエロエロエルロッテなどと……許せ、ん……ふぅ、ぐ」













　悔くやし涙を浮かべてふるふると身を震わせていたエルロッテだったが、カシャカシャと連続する写真の音に耐たえ切きれなくなったのか、

「うわーん、もうヤだぁ～」

　情けない声を上げて逃げ出し、酒場の隅っこでしゃがみ込んで膝を抱える。

　おお。ファナミナとエルロッテ、対角線上で同じポーズ。そういう魔術儀式のようだ。

「おいピノやん、気づいたか？」

　携帯電話を懐ふところにしまいつつ、ツァウラが肩に手を回してくる。なにがだ、と問い返すと、にやりと口端が持ち上がった。

「俺を睨みつけたエルロッテの視線や。ギラーンとはしとったけど、恥ずかしくてたまらんって感じがありありと出とったやろう」

「ふむ、そうだな。そのせいか、以前のような威圧感はなくなったな」

「これで、褒められたら睨みつけてまうっちゅー癖くせも、ええ方向に効果発揮するんとちゃうかな。ツンデレがばればれで、めっちゃ萌もえるやん。これからは周りの男連中もエルロッテに声かけやすくなるやろ。モテまくるでぇ、あれは」

「つんで、れ？　……よくはわからないが、確かにあの服装じゃあ勇者の威い厳げんなんてないものなぁ。おまえの言うとおり声はかけやすくなるかもしれない」

　勇者の威厳、という自分の発言が妙みように引っかかった。

　なんだろう？

「よかったやんけ、そのうちピノやん以外にええ男見つけて、結婚の話もどうせうやむやになるわ」

「ぼくはエルロッテと結婚してもまるで構わないんだがな。別の奴と結婚したいと言うならそれでもいいし」

　勇者の威厳……勇者の威厳。

　以前のエルロッテに備わっていた勇者の威厳。

　あ！　ピクシーチュニックだ。

「おいエルロッテ、ピクシーチュニックはどこにやった？　あれは非常に稀少な装備だから、ちゃんと管理しておかないと盗難に遭う恐れがあるぞ」

　鼻をすすりながら首だけ振り向かせたエルロッテは、不可思議そうに眉をひそめる。

「ピクシーチュニックなら、いまも着ているぞ？」

「え？」

「このビキニ、ピクシーチュニックを裁さい断だんして作ってもらったんだ」

「それが、ピクシーチュニック……？」

　ピノは込み上がってくる震えに、顔をしかめた。

「そうだ。とはいえ、こうなってしまってはもうチュニックではないから、さしずめピクシービキニといったところか」

「法王様から直じき々じきに拝領した、エレノア法王国にたった三着しかないピクシーチュニックを、魔法使い最高峰の装備を……裁断？　ビキニ？」

　危うく、卒そつ倒とうするところだった。

（とんでもないことをしたな、こいつ！）

　貴族の家に生まれたピノは、国の仕組みや政治や権力がどういったものか、骨身に染しみてわかっていた。自分よりも高い地位にいる相手からの頂き物を粗そ末まつに扱あつかうなんてありえないことだ。

「大丈夫なのか、そんなことをして。法王様の怒りを買えば、処罰されるかもしれないぞ？」

　法王様は寛かん大だいなお方なのでさすがに死罪はないと思う。けれど、なにかしらの罰ばつ則そくを受ける可能性は充分に考えられる。

「よいのだ、どんな罰を受けようとも。私はこれからただの女として幸せを摑む。もう勇者や光の申し子という肩書きに縛られるのは我慢ならん。法王の威光や常識など、貴様との結婚のためならいくらでも打うち破やぶってやろう」

　エルロッテは立ち上がり、清すが々すがしい表情で言った。酒場で初めて会ったときに比べて、遙かに生気に満ち溢れている。

　ピノは腕を組み、溜め息をついた。

「覚悟ができているならそれでいい。おまえの人生だ、おまえの好きなように生きればいいさ」

「ありがとう、闇猫。心から感謝している。これより私は花嫁修業を開始し、必ずや貴様に相応しい女になってみせるぞ。だから貴様が成人を迎えた暁あかつきには、私をお嫁さんにしてくれ」

「あぁ。そのときは結婚の約束を果たそう」

　約束という意味も込めて、手を差し出す。エルロッテは小さく頷き、ピノの手を強く握り返した。しかし――。

「ふああっ、殿方の手を握ったのなんて初めてだぁッ、恥ずかしいぃ！」

　……大丈夫か、こいつ。
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　その後、エルロッテは広場にサグリナ村の人たちを集めて、これまでの非礼を詫わびた。どうして酒に溺れていたのかを正直に話し、そしてこれからは一人の女として生きてゆくのだと告げた。

　最初は女勇者の変へん貌ぼうに戸惑った村人たちも、やがてエルロッテの決意を受うけ容いれた。「どれだけ迷惑をかけられても、みんなやっぱりエルロッテさんのことが大好きなんですよ」

　フクヤマダマサハルはしみじみと囁いた。その目にはうっすら涙が滲んでいる。

「むかしのエルロッテに戻って欲しいというおまえの要求とは、少し変わってしまったな」

　ピノは俯うつむきつつ言った。ちょっと申し訳ない気分だった。

「確かに、予想外の結果でしたね。でも、いいんです。エルロッテさんが元気になってくれれば。僕はエルロッテさんが笑っていてくれるなら、それでいいんです」

　広場ではそのまま宴会が始まった。エルロッテは村人たちと親しげに笑い合い、楽しそうに酒を飲んでいる。ときどき怖い顔で、しかし気恥ずかしそうな顔で、男たちを睨んだりもする。きっと容姿やあの服装のことを褒められているんだろう。睨まれている男たちもなんだか嬉しそうだ。

「ほな、フクヤマダマサハルくん、要望は無事解決っちゅーことでええかな」

　ツァウラが書類とペンを差し出した。フクヤマダは書類に目を通し、大きく頷く。

「ええ、満足です。これで僕のフィルエストラでの生活はよりよいものになりました。みなさんのおかげです。ありがとうございます」

　書類にフクヤマダの署名が書き込まれる。ツァウラは大おお袈げ裟さに微笑み、ピノの肩を叩いた。

「おめでとうピノやん。悪魔の要求、見事に一つ叶えたがな」

「その代だい償しようとして、エレノアの宝とも言えるピクシーチュニックを一着失ってしまったがな……」

　かくして、ピノは一体目の悪魔の願いを叶えることに成功した。

　まだまだ負債完済にはほど遠いが、妙みような充実感があった。悪魔たちがキュアリーガーデンに癒しを求め、フィルエストラの生活に愛着を覚えていることを知り、それが少し誇らしかったからかもしれない。

（さあ、これで負債返済に一歩近づいたぞ）

　急げば日が暮れるまえに首都ビサディアに戻れそうだったので、ピノ一行はサグリナ村をあとにし、近くの転移魔法陣へ向けて出発した。エルロッテはもう少し時間をかけて村人たちに謝罪がしたいと言って村に残ったが、ピノと離れ離れになることをとても悲しんでいた。

《困ったことがあればいつでも私を呼べ。貴様のためとあらば、なんでもするぞ》

　勇者エルロッテの協力が得られるとなれば、心強い限りだ。それでもピノはなるべくこの負債返済の旅に、他者を巻き込みたくないと考えていた。メルフォート家で起こった問題は、メルフォート家の人間が解決するのが筋すじだ。

　夕刻ビサディアに到着すると、旅人向けの安価な宿に泊まることにした。路銀は充分用意してあったが、無駄な出費は控ひかえるに越したことはない。質素倹約はジ・トゥルアの民の美徳だった。

「ピノくんが負債返済を思い立ってくれて、安心しました」

　夕食のあと、悪魔界で〝ユカタ〟と呼ばれている薄手の布を体に巻きつけたファナミナが話しかけてくる。お風呂上がりなので、肌がほんのり桃色に染まっている。

「まだ百八分の一だがな。……なぁファナミナ、ぼくがこの契約を全うすれば、おまえは会社を解かい雇こされずに済むんだよな？」

「ええ、さっき社長から直々に連絡がありまして、この契約はわたしの業績として処理してくれるそうです。本当はツァウラさんの手柄なのに、あの人、自分は少しアドバイスしただけで、契約を締結させたのはあくまでもわたしだって報告してくれたみたいで」

「あいつ、けっこう善い奴なんだな」

「そうですね、普段はエロエロセクハラ上司ですけど、いざというときは頼りになります。……もちろん、ピノくんのことも頼りにしてますよ」

　ファナミナは屈かがみ込こみ、上目遣いで見上げてくる。意味ありげな笑い。やたらに嬉しそうだ。

「ああ、大船に乗ったつもりでいていいぞ。メルフォート家の名誉のため、そして魔法の才能を取り戻すため、天才であるぼくが全力を尽くそうとしているんだ、間違いなく〝債務一括引受〟契約は完了されるだろう。そして、ついでにおまえは助かる。ついでにな」

「はいはい、そんなに強調しなくてもわかってますよぅ。わたしのことはついでなんですよね。でも、ついででも嬉しいんです」

「ふぅん。まあ、嬉しいなら勝手に喜べばいいさ」

「ねぇ、ピノくん？」

「ん、なに？」

「ギューってしていいですか？」

　首を傾けながら、甘えた声で問うてくる。また母性本能が昂たかぶっているらしい。

「ダメ」

「けち～」

　言って、ファナミナはクスクス笑う。

　相変わらず、幸せそうに笑う奴だと思った。こいつの笑顔は嫌いじゃないけれど。










　　　第四章







　翌日、ピノは朝早くに宿を出て、次なる悪魔アバターの許もとへと向かった。昨日エルロッテとあれだけ激しくやり合ったというのに、ぐっすり眠れたおかげか、ちっとも疲ひ労ろうを感じなかった。

　ニコはいつもどおり元気一杯だった。ツァウラも眠たげにあくびをしているが、足取りはちゃんとしている。ただ、ファナミナは目に見えてダラダラしていた。

　やっぱりか、とピノは思う。

「うう～、なんでこんな朝早くから出かけるんですかぁ？　お昼くらいまでゆっくりしましょうよ～」

　ファナミナはいまにも倒れてしまいそうな声を漏もらし、ピノの手を握にぎってくる。そのまましゃがんで動かなくなってしまった。

　朝が苦手なファナミナは、メルフォート家の屋敷に泊まったときも、いつも昼過ぎまで起きてこない。

「一ヵ月で負ふ債さいを返へん済さいしようと思ったら、一日最低三体から四体の悪魔アバターと接触し、願いを叶かなえなければならないんだ。のんびりしている余裕はない」

「そうですけどぉ」

　ミントグリーンの髪はぼさぼさだし、ノーメイク。元々ファナミナはほとんど化け粧しようなんてしないタイプだけれど、それでも涎よだれの跡あとがついているのはさすがにどうかと思う。

　いつまでも構ってはいられない。悪魔の少女を引きずるようにして、次の目的地へ移動を開始する。

「次の悪魔アバターは、露ろ天てん商しようやっとる若い男らしいわ。ハンドルネームが〝ポンちゃん〟やて。えらい可か愛わいらしいのん来たな」

　ツァウラは書類をめくりながら小さく笑う。

　あの書類にはキュアリーガーデンのプレイヤーから寄せられた要望が記載されていて、受けつけた順番に並べられているらしい。願いを叶えるのも、基本的には書類の順番どおりでなければいけないのだそうだ。

　ただし、複数のプレイヤーから重ちよう複ふくして不満の声が上がっているような問題に対しては、即そく時じ対たい応おうする場合もあるのだという。

「ふむ、ポンちゃんか。きっとひょうきんな姿をしているに違いないな」

　ピノはポンちゃんという名前を聞いて、明るくて人なつっこい人物をイメージしていた。

　だが――実際のポンちゃんは予想とまるで違った。世界の不幸を全て背せ負おい込こんでしまったのではないかと思えるほどの、深い深い絶望に包まれた、岩のような大男だった。

　ビサディアからほど近い街の大通りに、ポンちゃんはいた。

　沈ちん痛つうな面おも持もちでうな垂だれ、膝ひざを抱えて座っている。清すが々すがしい朝日が街を満たす中、ポンちゃんの周囲の空気だけが泥どろ沼ぬまのように淀よどんでいた。

「……うん、わかった。ポンちゃんは呪のろわれてるんだな。きっといわくつきのアイテムに手を出して、呪いを受けてしまったんだろう。叶えて欲しい願いというのも、その呪いのことに違いない。ほら、ポンちゃんが売ってるアクセサリー、あの中に呪いのアイテムが交まじっているのさ」

　ポンちゃんの様子があまりにも痛々しかったので、ピノはあらかじめ納得の行く予測を立てた。けれどもツァウラが書類を確認して言った答えは、

「ちゃうよ、ポンちゃんの悩みは《全然女の子にモテません。どうしたらいいですか》やで」

「モテるわけねぇだろ！」

　朝から機嫌の悪かったファナミナが、いきなり地を出して激げつ昂こうした。

「あんなんでモテる気あるんですかッ？　むしろ誰だれも近寄ってくるなオーラ全開じゃないですか！」

「とりあえず要望が本当か、ぼくが本人に確認してこよう」

　意を決したピノは、道みち端ばたでアクセサリーを広げているポンちゃんへと近づいていく。傍そばに行ってわかったことだが、ポンちゃんは物もの凄すごく小さな声で、ぶつぶつとなにかを呟つぶやいていた。

「……らっしゃい、いらっしゃい……安いよ、いい品だよ……それなのに、なんでみんな買ってくれないんだよ……どうして俺はモテないんだよ……いらっしゃい、いらっしゃい……」

　それはまるで呪いの言葉のようだった。

　ピノは眉まゆをひそめつつ、ポンちゃんに声をかける。

「ちょっといいか？　ぼくはピノ・メルフォート。キュアリーガーデンをプレイしている悪魔たちの願いを叶えるためにやって来た。おまえがポンちゃんで間違いないか？」

「え？　おまえ、キュアリーガーデンの運営の奴か？」

「まあそんなところだ」

　ごつごつした顔を強こわ張ばらせたポンちゃんはしばらく押し黙ったあと、急に大粒の涙を流し始める。

「なぁ……俺ってそんなにブサイクかなぁ？　そんなにも嫌われる外見かなぁ？」

　その言葉は、とても苦しげに吐き出された。女の子にモテたいというポンちゃんの願いは、ピノたちが思っているよりも深しん刻こくなものらしかった。

　しばらく泣いて気持ちが落ち着いたあと、ポンちゃんは要望の詳くわしい内容を語ってくれた。

「俺さ、こんな見た目だから、悪魔界で全然女の子にモテなくてさ……。一回彼女ができたことがあったんだけど、それも実は女子グループの悪戯いたずらで、俺と付き合うのが罰ばつゲームだったらしくて……ははっ、酷ひどいだろ？　そのことがあってから俺、悪魔の女の子が信じられなくなって、それでキュアリーガーデンを始めたんだよ。異世界にだったら、もしかしたら俺のことを本気で好きになってくれる子がいるかもしれないと思って……。でも、やっぱり全然モテなくて……」

　話を聞いて、ツァウラは立ったまま気を失っているみたいに愕がく然ぜんとしていた。

「お、重おも……。これはなんともヘヴィなお願いが来たでぇ」

　ちなみにファナミナは日ひ陰かげでへたり込んでいる。本日の悪魔の少女はやる気ゼロである。

（ん……これってつまり、ポンちゃんに彼女を作ってあげればいいわけか？）

　ピノが要望に対する解決案を模も索さくしていると、ふとニコがポンちゃんに話しかけた。

「あのねポンちゃん、南方の密みつ林りんにね、マッチョリエンゴリラっていうモンスターがいるんだけど、そのゴリラのとこに行けばね、きっとモテると思うんだあ。だってポンちゃんって、どっからどう見てもゴリ――」

　慌ててツァウラがニコの口を塞ふさぐ。

「ストーップ！　あかんあかんあかん！　この状況でそれはさすがにあかんからッ、下手したらポンちゃんの生きる希望が粉こな々ごなに砕くだけ散ちるからぁ!!」

「ふがう、うふーん」

「あ～ポンちゃん、俺ら、きみの要望をどう解決するか相談してくるんで、ちょーっと待っててくれるかな？」

　ツァウラはニコを抱かかえ上あげ、ポンちゃんから距離を取った。そのままファナミナが休んでいる日陰まで退たい避ひする。ピノもそのあとに続いた。

「いやぁ、びびった。勘かん弁べんしてやニコちゃん。しっかし、女の子にモテたいって言うときながらなんでわざわざあんなきつい見た目のアバターにしとるんかと思ったら、あのアバター、現実の自分を忠実に再現しとるんやろな」

　ピノは改めてポンちゃんの外見を確認した。筋肉がむきむきで、目は糸のように細く、頰ほお骨ぼねが出っ張っていて、顎あごが割れている。おまけに髭ひげが濃こくて、頰の辺りまで青々としていた。髪の毛は清せい潔けつなショートカットなのだけれど、他の部分のインパクトが強すぎて、ほとんど目に入らない。

「アバターって、そんなに細かく見た目を作り込めるものなのか？」

「ああ、できるで。目、鼻、口、耳、体型はもちろんのこと、様さま々ざまな箇か所しよまで作り込めるねん。しかもパーツがめちゃくちゃ豊富で、ある程度パーツの数値もマニュアルで微び調ちよう整せいできるわ」

「じゃあ簡単じゃないか。女性にモテる外見のアバターを作ればいい。エレノア法王国で人気の舞台俳優や歌手を参考にすればいいだけだ」

　ツァウラは肩を竦すくめ、小さくかぶりを振る。

「いや、ポンちゃんがただ女にモテたいってだけやったらそれでええねんけどな、今回はちょっと複雑やわ。そもそもな、アバター作るために用意されとる初期パーツって、どう上手く組み合わせても、あんまり格好いい外見にはならんようになってるねん。格好いいパーツや可愛いアイテムは、ゲームのプレイ料金とは別に課金せな手に入らへん仕組みになっとるんよ。アイテム課金っちゅーねんけどな」

「なんでポンちゃんはそのアイテム課金というのをしないんだ？　お金がないのか？」

「ピノやんって賢いのに、人の気持ちのことになると、てんであかんなぁ。あのな、ポンちゃんは現実の自分のまま、女の子にモテたいって考えてるねん」

「あー。なるほど、そういうことか」

　腕を組み、思考を巡めぐらせる。ポンちゃんは偽いつわりのアバターとしてではなく、ありのままの自分の姿で女性と付き合いたいらしい。だがキュアリーガーデンを始めてからも、ポンちゃんは一向にモテてはいないようだ。

（どうすれば、ポンちゃんは女の子にモテるだろう？）

　ニコが出し抜けに持論を展開する。

「あのイモゴリラさんは、とりあえず彼女が欲しいんでしょう？　だったら手当たり次第に告白していくしかないよお」

「いきなり告白なん？　そんなん絶対上手くいくわけないやん。出会い頭がしらの告白でＯＫするってどんだけ痛い女やねん……。とは言っても、まあ現状は数撃ちゃ当たる作戦で、ポンちゃんのこと気に入ってくれる子を探すしかないんかもしれんなぁ」

　次に案を出したのはファナミナだった。

　いかにも苛いら々いらしているといった口振りで、

「もうそんなの、仕込んじゃえばいいんですよ。貧びん乏ぼうそうな女の子にお金渡して、一週間だけあの男と付き合ってって頼めばいいんです。女の子はお金もらえるし、ポンちゃんさんは短いあいだとはいえ彼女できるし、わたしたちは要望解決の署名をもらえます。みんなが得をする、素晴らしい作戦です」

「うわぁ～、なんちゅーえぐいことを言い出すねん。悪魔か、おまえは……って悪魔やけども」

「どれだけえぐくても、それしかなくないですか？　あのポンちゃんさんって人を好きになってくれるような変わり者の女の子を探してたら、返済期日が過ぎちゃいますよ」

「いくら朝早くて機嫌悪いからって、さすがにやさぐれすぎやろファナミナ。とにかく、仕込みはあかん。ポンちゃんは一回それやられて女性不信なってもうたんやからな」

　ファナミナはきつく視線を尖らせ、舌打ちをした。はっきり言って怖い。

「はぁ？　女性不信？　じゃあ絶対無理じゃないですか。仮に、本当にポンちゃんさんを好きになってくれる子が現れても、ポンちゃんさんはその子のことを信じられないはずです。また騙だまされるんじゃないかと疑ぎ心しん暗あん鬼きになって、上手くいかないに決まってますよ」

「あ、そか。それは盲もう点てんやったな。どないしよ」

　恋愛の機き微びなんてまるでわからないピノは、すっかり話に置いてけぼりだった。ファナミナとツァウラのあいだで、おどおどと右う往おう左さ往おうするばかりだ。

（願いを叶えるのはぼくのはずなのに、役に立ててない！）

　銀髪の男はふと素すっ頓とん狂きような声を上げ、目を大きくした。

「ええこと思いついた！　あるやん、ナイスなアイテムが」

　見とけよ～、と言いながらツァウラは手を握り、数秒間瞼を閉じた。そしておもむろに握っていた手を開く。そこには、いくつかの小さな輪が乗っていた。

「じゃじゃーん。これは相手の心の声が聞こえるという便利なイヤリングでーす。これをつけとけば、女の子たちの本音が聞けるでぇ」

　胡う散さんくさすぎて、覚えず眉根を寄せてしまった。

「心の声を聞くなんて、どんな高等魔法でも不可能だぞ？」

「悪魔界には魔法だけやなく科学もあるねん、ピノやんの想像もつかんような便利グッズがたくさん揃そろっとるがな」

「仮におまえの言うとおりだとして、これで心の声を聞けば、ポンちゃんは相手のことを信じられるというわけか」

「そういうこっちゃ。んで、このアイテム使うのにピノやんの了承がいるねんけど、これ、使ってもええか？」

「本当に心の声が聞こえるというなら、そりゃあ使ってもいいけど……」

「はいはいはーいっ、ほんなら〝魔ま具ぐ一いち時じ貸かし付つけ〟契約成立っちゅーことで。早さつ速そくこれつけて、ポンちゃんを気に入ってくれる女の子探すでぇ！」




　　　◇　◇　◇




　エレノア法王国の住人は基本的に優しい。面と向かって悪口を言うような人はあんまりいない。だからどの女性に声をかけても、ポンちゃんに対して好意的な感想をくれた。しかし心の声が聞こえるというイヤリングは、彼女たちの本音をまざまざと暴あばいていった。




《え～、この方を見てどう思うかですかぁ？　そうですねぇ、とっても逞たくましくて素敵だと思いますぅ（うわぁ、筋肉ムキムキ怖いよぉ）》

《ワイルドでカッコいいお顔立ちですよね～（わたし、もっと可愛い顔がタイプ～）》

《頼れる感じが魅力的です（髭の濃い人ムリ！）》




　――五十人ほど聞いて回っただろうか。誰もが表面上はポンちゃんを褒ほめてくれる。けれども内心では、ポンちゃんが自分のタイプではないことを告つげていた。

「やっぱり俺のことを好きになってくれる子なんていないんだ……」

　がっくりと肩を落とし、ポンちゃんは悔し涙を流す。

　さっきファナミナに聞いた話だが、悪魔界では細身で知的な外見がモテるのだそうだ。ポンちゃんのような見た目の悪魔はさぞかしつらい思いをしてきたのだろうと、ファナミナは教えてくれた。

「なぁポンちゃん、こんなこと言うのもなんやけど、もうほんまの自分に拘こだわらんでもええんとちゃうか？　これはゲームやん？　せっかくなんやし楽しもうや。アイテム課金して、格好いいアバター作って、モテモテになったらええやん。な？」

　ツァウラはポンちゃんの肩に手を置き、諭さとすように語りかける。ピノもツァウラの意見が正しいと思った。論理的に考えて、そうするのが効率的で確実だ。ピノの頭脳は、そういう見解を示しめした。

　しかし心は納得していなかった。

　胸の奥が硬く凝こり固かたまったようで、ざわざわする。

「でもツァウラさん、俺……俺……」

「現実がつらいんやったら、逃げたらええやん？　キュアリーガーデンはそういう場所やろ？　傷ついた心を癒いやすために、違う自分になったらええねん」

　やはりツァウラの言葉は正しい。そう考えながらも、

「違うぞ、ツァウラ」

　ほとんど反射的に、ピノはツァウラの意見を否定していた。

「本当に、キュアリーガーデンは逃げ込むための場所なのか？　本当にそれでポンちゃんの心が癒えるのか？　ぼくにはそうは思えない」

　ツァウラは困ったように苦笑して、頭を掻いた。

「なに言うてるねんピノやん。もうこうするしか……」

　ピノはツァウラの話を無視し、ポンちゃんの手を引いて強引に歩き出す。

「まだ諦あきらめるのは早いぞ、ポンちゃん！　おまえのことを気に入ってくれる人は必ずいるッ」

「でもピノくん、俺、こんなブサイクだし」

「それがどうしたッ!?」

　自分でも驚くくらい、強く怒ど鳴なっていた。

　ポンちゃんはびくりと肩をすぼめてピノに見入る。

「ちょっとブサイクだからなんだって言うんだ？　そんなの努力で跳はね返かえせッ」

「努力なんて、したって無駄だよ。どれだけ努力したって、俺がブサイクなことには変わりないじゃねぇか」

「無駄じゃない！　努力が無駄だなんてこと、あってたまるかッ。生まれながらに劣おとっているから諦めろなんて、そんなの納得できるわけないだろ！　そう思ったからこそ、ポンちゃんだって自分の姿のアバターを作ったんだろ!?」

「ピノくん……」

「諦めるな――泣いてる暇ひまがあるなら努力しろ。俯うつむきながらでもいいからまえに進むんだ！」

　泣き言を漏らすポンちゃんを叱しつ咤た激げき励れいしながら、ピノはひたすら女性に声をかけ続けた。

「もうやめとけってピノやん。どないしたんや？　なに熱くなってるねん？　きみらしくないで」

　呆あきれ気味にツァウラが話しかけてくるが、ピノは足を止めない。

「ぼくらしいってなんだ？」

「論理的で客観的で効率的――それが天才魔法使いピノ・メルフォートと違うんか？」

「ぼくは天才的に判断して、諦めるべきじゃないという結論に至いたった。……努力は絶対に報むくわれる。努力し続けていれば、どんな夢も必ず叶うんだ」

　ツァウラは苦々しげに眉をひそめ、溜め息をついた。

「いくら賢いゆーても、所しよ詮せんはガキか……。まあええわ、そいつの要望に拘って返済が遅れたら、ピノやんが困るんやからな。好きにせえや」

　ついに匙さじを投げられてしまった。

（構わないさ、呆れられようと、見放されようと……。それでもぼくは――）

　お腹をぎゅっと引き絞しぼられるような感覚に囚とらわれながら、次の女性に声をかけようとしたとき、

「落ち着いて、ピノくん。そんな怖い顔してちゃ、女の子がびっくりしちゃいますよ」

　ファナミナの温かい手が、そっと肩に触れた。

「ファナミナ……おまえ気分が悪かったんじゃ？」

「お兄ちゃーん、あたしも手伝うー」

　ニコが元気一杯に背中に跳び乗ってきた。

「……ニコ」

「お兄ちゃんみたいな唐とう変へん木ぼくに恋愛のことなんかわかりっこないんだから、ちゃんと女性陣からアドバイス聞いたほうがいいと思うよお。まああたしも恋愛なんてわかんないけどー」

「ごめんなさい、ピノくん。さっきは適てき当とうなこと言っちゃって。もう体調はよくなったので、わたしもちゃんとお手伝いします」

　ファナミナはピノにふわりと笑いかけてから、ポンちゃんを見み上あげた。

「ねぇポンちゃんさん、あなたはどんな女性が好みなんですか？　手当たり次第に声をかけるんじゃなく、ポンちゃんさんの好きなタイプの子を選えらんで話しかけたほうがいいと思うんです。そうじゃないと、相手にも失礼でしょう？　誰でもいいみたいで」

　目から鱗うろこだった。仮にポンちゃんを心しん底そこ気に入ってくれる女性が現れたとしても、ポンちゃんがその相手を気に入るとは限らないのだ。

　ポンちゃんは薄く瞼を閉じた。しばらく考え込んだあと、怖こわ々ごわといった声色で質問に答える。

「えっと、おおらかな性格の子がいいかな。あんまり化粧とか服装を気にしない、素そ朴ぼくな感じの……」

「うーん。じゃあこの街の女の子たちは、少しイメージと違いますねぇ」

　ファナミナの言うとおり、この街は首都ビサディアに近いため、最新のファッションとメイクで飾り立てた派は手でな女の子が多かった。しかも商あきないの盛さかんな土地柄なので、みんなきびきびせかせかしている。

「ねぇピノくん、ジ・トゥルアの人なら、質しつ素そでおおらかですよね？　ジ・トゥルアの女の子を紹介してあげたらいいんじゃないですか？」

　確かにジ・トゥルアの民は質素でおおらかだ。しかし、ジ・トゥルア地方の男性は中性的な顔立ちが多く、そういう男性が女性からモテる傾けい向こうにある。ポンちゃんのようながっしりしたタイプは、敬けい遠えんされてしまうかもしれない。

「いや、ジ・トゥルアよりも、もっとポンちゃんに合う土地があるぞ。深い森に覆われたエジュッカ地方の男性は、大半が木こりとして働いていて、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうだ。自然の中で育った女性はみんな心おだやかで、素朴な生活を営いとなんでいると聞く」

「丁度いいじゃないですか！　行ってみましょう、そのエジュッカ地方に」

　ピノたちは休む間もなく転移魔法陣でエジュッカ地方に飛び、森の中の集落へ向かった。ツァウラも渋しぶ々しぶながらついてくる。結果がどうなるか興味があるのだろう。

　集落へ続く道を歩いている途中、薪たきぎ拾ひろいをしていた一人の少女に出会う。歳は十八か十九くらい。いかにものんびりとしていそうな、優しい顔立ちだった。

「どうだ、ポンちゃん。あの子はおまえの好みのタイプか？」

「あ……うん、可愛いと思う」

「よし、じゃあ話しかけてみよう。心の声が聞こえるイヤリングを忘れるな」

　ピノとポンちゃんは魔具のイヤリングをつけ、少女に声をかけた。服装で余よ所そ者ものだとわかったらしく、少女は少し緊張した面持ちになった。

「突然すまない。ぼくは魔法使いのピノ・メルフォート、ちょっと魔法の研究で、いろんな人にアンケートを取ってるんだけど、協力してもらってもいいかな？」

「魔法の研究の、アンケート？　別にええけんどもぉ」

　エジュッカ地方特有の、語尾の上がるまろやかな言葉遣いだった。

「きみはこの男性を見て、どういう印象を受ける？」

　手のひらでポンちゃんを示しつつ、問いかけた。

　胸がどきどきして、足が痺しびれるようだった。自分のことでも、こんなに緊張することはほとんどない。

　少女は、ぱっと花の咲くような笑顔を浮かべ、ポンちゃんを見上げた。

「ふわぁ、おっきな人だなやぁ。きっと働き者に違いねぇろ～」

　思わず、ピノとポンちゃんは顔を見合わせた。

「聞いたか、ポンちゃん」

「おう、聞いた」

「心の声は聞こえたか、ポンちゃん」

「いや、聞こえなかった」

「ということは、いまこの子が言ったことは、裏表のない本音ということだ！」

「この子は、本気で俺のこと褒めてくれたってことか!?」

「そうだポンちゃん！　この子はありのままのおまえを見て、褒めてくれたんだッ」

　うおーっ、と大声を上げて喜んだポンちゃんは、泣き崩れるようにしてピノに抱きついてくる。全く予想していなかったので、支え切れずに、思いっ切りひっくり返ってしまった。

「だ、大丈夫かえ～？」

　少女はびっくりしながらも、躊ちゆう躇ちよなくポンちゃんの腕を取り、起きるのを手伝ってくれる。ポンちゃんを怖がる様子はない。

　それを見て、ピノは確信する。

（このエジュッカ地方でなら、きっとポンちゃんは彼女を作ることができる）

　立ち上がり、ローブについた土つち埃ぼこりを払ったあと、ピノはおもむろに背後を振り返った。そして遠巻きに見ていたツァウラを指差して、

「どうだツァウラ、この世に無駄な努力なんてないんだ。諦めなければ、願いは必ず叶う」

　たっぷりの威い厳げんを込めて、びしりと言い放つ。

　銀髪の男は面白くなさそうに頭を掻き散らし、舌打ちを漏もらした。

「あ～はいはい。今回は確かにピノやんが正しかったわ。俺はぐだぐだ負まけ惜おしみ言うの嫌いやから、素直に認めたる。きみの勝ちや。……でもこんな青くさい理り屈くつ、悪魔界じゃあ通用せぇへんからなぁ」

　たちまちニコとファナミナが吹き出す。

「ぷぷぷ～、ツァウラさん負け惜しみ嫌いとか言って、しっかり最後に負け惜しみ言ってるじゃーん」

「あはは、ツァウラさんって勝負事に負けるのが大嫌いな人ですから。まあ勝負っていうか、ただの意い地じの張り合いでしたけど」

「うっさいボケェ！　一応負けは認めといたるけど、これは限りなく勝利に近い負けなんやからなッ？　ピノやんにホームアドバンテージがなかったら、絶対俺が勝っとったわ！　言っとくけど、ここが悪魔界やったらピノやん今頃ボッコボコやからッ！　ズダボロのこてんぱんで泣き入ってるから!!」

　負けず嫌いな子供のような物言いに、ピノもつい笑ってしまう。




　　　◇　◇　◇




　そのあと、エジュッカ地方の他の女性にもポンちゃんの印象を聞いて回ったが、八割方の人が本気で好印象を持ってくれた。これなら間違いなく、ポンちゃんも女性からモテることだろう。もちろん、彼女を作れるかどうかはポンちゃんの性格が大きく関わってくるので、まだまだ先のことはわからないが――それも結局は、本人の努力でなんとでもなるはずだ。

「ポンちゃんさん、エジュッカ地方に引ひっ越こすって言ってましたよ。彫ちよう金きん師しとしてアクセサリーを作りながら、木こりもやるって」

「どうせ後先考えんで、その場の勢いだけで決めたんやろうに。ほんま恋は盲もう目もくやねぇ。ま、要望解決の署名ももらったし、どうでもええけど」

「ツァウラさん、まだふてくされてんの？　とんだネチネチノッポ野郎だね」

「ほら、べらべら喋しやべってないで先を急ぐぞ。ポンちゃんの件で思いのほか時間を食ってしまったからな」

　昼食を済ませてから次の悪魔アバターの許もとへ向かう。エレノア法王国内の街や村には大抵転移魔法陣が設置されているので、移動にはあまり時間がかからない。サグリナ村のように転移魔法陣が破壊されていれば別だけれど。

　悪魔アバターのいる街に転移してから十五分ほど歩くと、目的の場所が見えてくる。

「ここや、次の悪魔アバターはここにおる」

「ここに、悪魔が……？」

　ツァウラが指差した建物を見て、ピノは眉まゆをひそめた。

　色とりどりのステンドグラス。三角屋根の上に掲かかげられた大きな十字架。そこは紛まぎれもなく教会だった。

「ハンドルネームは〝メシアオブメシアス〟や。〝救メ世シ主アの中の救メ世シ主ア〟って、またふざけた名前つけよってからに。自分は救世主の中でも特別やって表現したかったんやろうけど、これやったら救世主がいっぱいおるみたいで、救世主のありがたみが薄うすれるっちゅーねん。んで、メシアオブメシアス、なんとこの教会で神しん父ぷ様やってるらしいわ」

「悪魔が神父だと？　そんなこと可能なのか？」

「おう、悪魔アバターは特別な能力は持ってへんけど、勉強して神父になったり、技術を磨みがいて職人になったりするのは可能や。もちろんフィルエストラの住人に迷惑をかけへんっちゅーのが大だい前ぜん提ていやけどな」

「じゃあ、かなりの努力をして神父の役職についたわけだな、そのメシアオボ……メシアオベメ……ああ、言いづらいな。とにかくその、救世主は頑張って神父になったわけだな」

「別に嚙かむほどの名前やないやろ。ピノやん、早口言葉苦手かいな？」

「ぼくはまず魔術言語で思考を行って、それから人の言葉に翻ほん訳やくして喋っているからな、変なところで嚙んでしまったりするんだ」

　天才ゆえの欠点なのだというところを強調しておく。幼い頃から四六時中魔術言語に触れてきたピノだからこそ起こりうる現象だった。

　他のどんな高名な魔法使いに訊きいてみても、魔術言語で思考している者など一人もいなかった。多くの魔法使いは、魔法の詠唱に必要な部分の魔術言語しか記憶していないのだ。

「そうか、フィルエストラでは魔法を制御するために特殊な言語を用もちいとるんやったな。俺おれら悪魔は意識を集中して念じるだけで魔法発動できるから、魔術言語やら魔法詠唱やら、そういう文化はないわ」

「詠唱なしだと？　それは凄すごいな」

「悪魔の使う魔法は、フィルエストラで使われとるもんとは根本的にレベルが違うんよ。だからこそ、魔力融資なんてことができるわけやし」

「だったらおまえやファナミナって、実は物凄く強いのか？」

「いやいや、そんなことあらへん。フィルエストラでは、俺らはほとんど魔力を発はつ揮きできへんからな。悪魔界に戻れば話は別やけど」

「なぜフィルエストラでは魔力を発揮できない？」

「それはあれや、悪魔界には〝異世界保護法〟っちゅー法律があってやな……まあ、詳くわしいことはファナミナが教えてくれるわ」

　いきなり話を振られ、ファナミナは呆あきれたように唇を曲げる。

「まーたややこしい説明はわたしですか？　ほんとツァウラさんって、仕事以外の面倒事はやりたがりませんよね」

「あたりまえやん、金にもならんのに誰だれが好き好このんでメンドくさいことやりたがるかいな。ほらほら、チャッチャと異世界保護法についてピノやんにレクチャーしてあげんかい。そのあいだ、俺はニコちゃんと遊んどるから」

　そう言って、ツァウラはニコを連れて街の散さん策さくを始める。どうやら二人は相当気が合うらしく、昨日から二人だけでよくああやって遊んでいるのだった。ツァウラは意外と子供好きなのかもしれない。

　こほん、とファナミナは小さく咳せき払ばらいをし、改あらたまった様子で説明を始めた――。




　ええっとですね、〝異世界保護法〟というのはその名のとおり、異世界を保護しようという法律のことです。過去、悪魔たちは様々な異世界に侵しん入にゆうし、多くの悪事を働いてきました。ピノくんが結んだ契約より遙はるかに悪質で陰いん惨さんな契約を持ちかけ、ときには無理やりに、ときには言葉巧たくみに相手を騙だまして、契約書にサインさせてきたんです。

　当然ながら、被害に遭った異世界からの抗議と批判が悪魔界に殺さつ到とうしました。けれども当時の悪魔たちはそんなの一切無視して、好き放題に暴れ回っていたんです。その頃の悪魔界は非常に豊かでしたし、強大な魔力を持つ悪魔の戦闘能力は群を抜いていましたから、余よ所その世界と戦争になることを恐れていなかったんです。

　でも、ここで悪魔たちも予期していなかったことが起こりました。なんと悪魔から被害を受けた異世界が一致団結して連合を組み、悪魔界に戦争を仕掛けてきたんです。これが、かの有名な〝異次元世界連合〟です。

　さすがの悪魔たちもこれには降こう参さんし、悪魔界は異次元世界連合の監視下に置かれることになりました。その後、無法地帯だった悪魔界に法律が整備され、異次元世界連合の指導の下もと、悪魔界は徐じよ々じよに秩序ある社会へと変化していったんです。

　と、まあ前置きが長くなりましたが、このとき施し行こうされた法律の一つが〝異世界保護法〟なんですよ。簡単に言うと、異世界に迷惑かけちゃいけませんよっていう法律です。この法律によって悪魔は勝手に異世界に行けなくなっちゃいましたし、許可を取って異世界に行くときも、魔力を千分の一にまで抑よく制せいしなければいけなくなりました。

　このような事情がありまして、我々悪魔は異世界フィルエストラにおいて、魔力をほとんど発はつ揮きできないわけです。




　そういうことかとピノは納得する。

　フィルエストラの古い伝承や神話に登場する〝悪魔〟は、そのどれもが凶悪で残忍な怪物として描かれてあった。きっとそれは、まだ〝異世界保護法〟が成立していなかった頃にこの世界へとやって来た悪魔たちの記録が、後世に伝えられたからなのだろう。

「フィルエストラで悪魔が忌いみ嫌きらわれているのは、おまえたちのご先祖様のせいというわけだな」

「そういうことですねぇ。まあ現在の悪魔たちも、あんまり評判がいいとは言えませんが」

　ファナミナは自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえみ、頰ほおに手を当てた。また顔が赤い。すんなり説明を理解してもらえることがよほど嬉うれしいようだ。いまにも母性本能全開で抱きついてきそうで怖い。

　ピノは軽く身構えつつ、ふと脳のう裏りによぎった疑問を口にする。

「その法律ってさ、キュアリーガーデンは引っかからないのか？」

「ふえ？」

　悪魔の少女の顔が明らかに強こわ張ばる。

「だから、勝手に異世界をゲームの舞台にしてるキュアリーガーデンは、異世界保護法に抵てい触しよくしないのかと訊いているんだ」

　ピノが指摘すると、ファナミナはしばしの沈黙のあと、冷や汗を掻かきながら目を逸そらした。ああ、アウトなんだな。

「やっぱりそうか。矛む盾じゆんしてると思ったんだ」

「いや、なんというか、そこら辺はグレーゾーンというか……」

「法律で禁止されてるんだからグレーゾーンじゃないだろ」

「そ、そんなことないですよ？　異世界保護法は、悪魔が異世界に侵入することに関して様々な制約を設もうけようという法律です。キュアリーガーデンの場合はアバターという形でフィルエストラの住人になっているので、なにも問題ありません。仮にアバターについて文句を言ってくる連中がいたとしても、悪魔アバターはフィルエストラになにも迷惑をかけてないから大丈夫なんです」

「ほとんど屁へ理り屈くつじゃないか。確かに直接悪魔が侵入してきてるわけじゃないんだろうけどさ。……そういえば、おまえとツァウラはちゃんと法律に則のつとってフィルエストラへ来たんだろう？　よく許可されたよな」

「まあ、普通なら絶対許可なんて下りませんけどね。そこはほら、審査する側も悪魔ですし、悪徳金融として培つちかったノウハウが活いきてくるわけですよ」

「おまえ、さらっととんでもないことを言ったな……。結局なにか問題が起こっても、最終的に金と権力で揉もみ消けすつもりということじゃないか。全くなんて酷ひどい社会だ。そんな腐ふ敗はいした構造の世界なんて、初めて聞いたぞ」

　言いながら、不意にピノは口くち籠ごもる。このなんとも曖あい昧まいな話を耳にするうち、ピノの思考に、かすかな閃ひらめきのようなものが走った。

（ん、なんだこれ？）

　とても重要ななにかに繋つながるという感覚がある。それなのに、なかなかその閃きの正体に辿たどり着けない。いまの会話でなにが気になったのだろう。

　キュアリーガーデン、魔力融資、異世界保護法……。

　やがて、答えが導き出された。

「そうか、やっとわかったぞ――漆しつ黒こくファイナンスがメルフォート家に魔力融資を行った、その真の理由が」

「えええっ、噓うそ？」

「サグリナ村で言っていた、キュアリーガーデンの運営会社から委託されたという〝とある業務〟――あれは、この負債返済の旅そのもののことだったんだな？」

　かすかに体を竦すくませ、ファナミナはぽかんと口を開ける。

「そ……そのとおりです。よくわかりましたね？」

「これまで集積された情報から判断すれば、おのずと真相は見えてくるさ」

「すみません、騙してたみたいで……。メルフォート家とは別の取引先が関わっていることなので、迂う闊かつには口にできなかったんです。ピノくんにはいつかはちゃんと話そうと思ってたんですけど」

　肩を落としてしょげ込むファナミナを見やり、ピノは溜め息をついた。

「確かに、ややこしい話ではあるな。キュアリーガーデンや異世界保護法といった複雑な要素が絡み合っているから、いくら天才のぼくでも、一気に全てを理解するのは不可能だったろう。ファナミナが説明を躊ちゆう躇ちよした気持ちはわかるよ」

「そう言ってもらえると、助かります」

「なんにせよ、メルフォート家に魔力融資が行われた理由が判明してすっきりした。ちゃんと悪魔らしいギブ＆テイクが根こん底ていにあって、安心もしたしな。メルフォート家はおまえたちに選ばれて運がよかった、といったところか？」

「いえいえ、丁度こっちに都合のいいように困っていてくれてありがとうございます、という感じですよ」

　お互い皮肉げに言い合い、小さく笑った。

（無む償しようの施ほどこしより、損そん得とく勘かん定じようが絡んでるほうがよっぽど信頼できる――）

　そこに、ニコを肩車したツァウラが戻ってくる。

「異世界保護法は理解できたか、ピノやん」

「無論だ。それどころか、漆黒ファイナンスがメルフォート家に魔力融資を行った理由の真相にも思い至ったぞ」

「マジかいな？　ほな聞かせてみぃや。俺が答え合わせしたるさかい」

　眉を持ち上げ、悪魔の男は苦笑した。

　ピノは頭の中で組み上がった〝真相〟に道筋を立て、満を持して披ひ露ろうする。

「……魔力融資もなにもかも、全てはキュアリーガーデンが始まりだったんだな？」

「ほう、それで？」

「フィルエストラを舞台にしたＭＭＯＲＰＧキュアリーガーデンは悪魔界で大流行した。ただし、このゲームには大きな欠けつ陥かんがあったんだ――〝異世界保護法〟のせいで、プレイヤーがゲーム中に……つまりフィルエストラでの生活中に感じた不満や要望に、運営スタッフが対応できないという致命的な欠陥が」

　ツァウラは顎あごを撫なでながら、片目をすがめた。

「で、それがなんで漆黒ファイナンスと魔力融資に繋がるねん？」

「悪魔は異世界に迷惑をかけてはいけないという法律に縛られている。ゆえにゲーム中にフィルエストラで起こるトラブルにも手出しができず、対処もできない。そこでおまえたちは考えたんだ、フィルエストラの住人にトラブルを解決してもらえばなにも問題ないじゃないか、とな」

「ふぅん」

「あとはもう簡単だ。魔法の使えない貴族として困こん窮きゆうの立場にあったメルフォート家に目をつけ、魔力融資の話を持ちかけたわけだ。ここでうちの一族を選ぶ辺り、おまえたちは本当に巧こう妙みようだったよ。魔力融資を迫るのはメルフォート家でなければならなかった。他の者では絶対に駄目だったんだ」

「その理由は？」

「フィルエストラにおいて悪魔とは禁きん忌きだ――かつてフィルエストラの大地を作りし神は、人々を欺あざむき弄もてあそんでいた悪魔たちを地の底に封印し、悪魔たちから奪うばった不思議な力を人々に分け与えたとされている。それこそが魔力であり、魔法だ。そして、もし悪魔が復活すれば、人間に宿っていた魔力が全て悪魔の許に戻り、世界に再び混沌が訪れると伝えられている。ゆえに、悪魔とはこの世界で最も忌み嫌われる存在なんだ」

「そうらしいなぁ。酷い話やで」

「ただ、メルフォート家は違った。ジ・トゥルアの民は、エレノア法王国でもとりわけ温厚だ。総じて魔力の低い民族だから、魔法に対する拘こだわりも強くない。そのせいか悪魔への忌き避ひ感かんもほとんどないと言っていい。いや、もしかしたら民の大半は、悪魔そのものを知らないかもしれない。そんなジ・トゥルア地方で生まれ育ったメルフォート家の面々だ、おまえたち悪魔の誘いでも、快こころよく受け容いれたことだろう」

「ファナミナが言うとったわ、罵ば詈り雑ぞう言ごん浴あびる覚悟で行ったのに、めちゃくちゃ歓迎されてビビったってなぁ」

「エレノア法王国で唯一悪魔と契約を交わしてくれるであろうメルフォート家と交渉し、魔力融資という形で貸しを作り、その見返りとしてキュアリーガーデン内で起こるトラブルの解決役をやらせる――というのがおまえたちの書いた筋書きだ。どうだ、どこか間違っているか？　……まあ残念なことに、うちの家族はのんびり屋すぎて、契約なんて守らなかったみたいだが」

　口端を奇妙に吊つり上げた悪魔の男は、掠かすれた笑いを漏らした。

「くはははは、いいねいいね。大正解や。さすがはピノやん」

　ピノは腕組みをし、大きく息を吐く。

「しかし法律のグレーゾーンとはいえ、おまえたちもよくやるよ」

「グレーゾーンもなにも、異世界保護法には《異世界の不利益となる行為を禁ず》としか明記されてへんもーん。よぅ考えてみぃや、漆黒ファイナンスの魔力融資で誰か不利益をこうむったか？　ピノやんが今度のことでむちゃくちゃ大変な思いをしたとしても、たとえそれが原因でピノやんが死んでもうたとしても、ピノやんの家族にしてみたら、すでに魔力融資で充分に得してる分だけハッピーやん？　ピノやんにとっても、自分一人の犠牲で家族が幸せになってくれるんやったら本望やろ？　ほら、どこにも不利益なんてない。みんながハッピーハッピーや」

　ツァウラの赤い瞳ひとみに、じわりと仄ほの暗ぐらい光が宿った。

　これだ、とピノは思った。一見協力的なようでも、腹の底に常になにかしらの謀ぼう略りやくを抱かかえ、状況を楽しんでいる。やはりこの男は侮あなどれない。

「あはは、怖い顔やなぁ、ピノやん。さすがに怒ったぁ？」

「いや、怒ってなんかいないさ。総合的な見地に立てば、おまえの言い分は正しいよ。魔力融資によってメルフォート家は貴族としての地位を確立し、ジ・トゥルアの民たちも救われた。その恩恵を鑑かんがみれば、ぼく一人の命が失われたところで、不利益には到底なりえない」

　悪魔の男は肩からニコを降ろし、ネクタイをゆるめた。

「ピノやんが無事に負債を完済できれば、それこそ最高のハッピーエンドや。頑張ってやり遂とげようや、俺も応援するし」

　屈託のない笑顔が浮かぶ。先ほど垣かい間ま見せた不気味な気配は完全に消え失せていた。

「ああ、最高のハッピーエンドのためにも、さっさと悪魔アバターの願いを叶えよう。そこの教会で神父をしているという、メシアオブメシャンス……」

　一番嚙んじゃいけないタイミングで、嚙んでしまった。

　ニコにぽんと肩を叩たたかれる。

「気にしないで、お兄ちゃん。元々お兄ちゃんは格好つけようたって絶対無理な人なんだから。お兄ちゃんはね、超絶ヒョロヒョロおチビちゃんの時点で、お笑い担当なんだよ」

「……待てニコ。確かにぼくは痩やせっぽちで背も低いが、これはぼくが天才であるがゆえなんだ。ぼくの場合、手足に行くはずだった栄養が全て脳に集中してしまったんだよ。だからこそ天才的魔法使いになれたわけだし。要するにぼくの低身長は誇るべき低身長ということさ」

「うん、そうだね。でも忘れてない？　いまお兄ちゃんは魔法が使えないんだよ？　魔法が使えないうえに超絶ヒョロヒョロおチビちゃんだなんて、もうお笑い芸人として生きていくしかないじゃない？」

　鈍どん器きで殴なぐられたような衝撃を受けて、ピノは呻うめく。天てん真しん爛らん漫まんすぎる発言に、泣きそうだった。妹に泣かされるなんて恥ずかしかったので、なんとか耐えたけれど。

「そ、そんなことないぞ！　ぼくはおまえよりも背が高いんだッ、だからぼくは超絶チビではない！」

「そっかぁ、そうだね。あたしより背が高いんなら、お兄ちゃんは超絶ヒョロヒョロおチビちゃんじゃないね！　やっぱりお兄ちゃんは凄いねっ！」

　興奮した様子でニコが抱きついてくる。可か愛わいい妹である。

（……まあ、本当は同じくらいか、下手したら負けてるけど……）

　不意にファナミナが傍そばに来て、ピノとニコの頭に手を置いた。

「んん？　ピノくんのほうが大きい？　んんん？」

　すかさずピノはファナミナのお腹なかの肉をつねる。

「痛い痛い痛い！」

「栄養が脳に行かず、体のあちこちがムニンムニンの奴やつがここにいるな」

「わーい、あたしもファナミナちゃんのお腹つねるー」

「みぎゃあああああああ！」

　離れて様子を窺うかがっていたツァウラが、呆れ果てた表情をする。

「なあ、ぼちぼち悪魔アバターのところ行かへん？」




　　　◇　◇　◇




　ハンドルネーム〝メシアオブメシアス〟は、見事なくらいに神父だった。白髪の老人で、黒いローブを身に纏まとっている。温和な表情と柔らかい物腰。それでいて佇たたずまいには確かつ固こたる威厳が漂ただよっていた。多くの者が抱いだく神父のイメージそのままだ。

「なんと、わたくしの願いを聞き届けるために、わざわざ訪ねて来てくださったのですか？」

　感謝の気持ちに溢あふれた声色で、メシアスはピノたちを迎えた。

　教会内部はひっそりとした空気に満ち、ステンドグラスから差し込む明かりが美しかった。そんな場所だからこそ、なおさらピノは神父然とした神父の、メシアオブメシアスという大おお仰ぎようすぎる名前が気になった。

「ちょっと質問があるんだが、どうしておまえはメシアオブメシアスという大おお袈げ裟さな名前をつけようと思ったんだ？」

　どうでもいいようなときに限って、嚙まずに言えたりする。

「ええ、仰おつしやるとおり大袈裟ですね。しかしこの名には、神への深い愛が込められているのです。この世に生きる者たちは皆みなが神の子であり、救世主です。そして、わたくしはその救世主を代表するような存在でありたいと願い、メシアオブメシアスというハンドルネームを自らに課しました。神はそんなわたくしの行いをちゃんと見ていてくださったのですね――神はわたくしに、神父という崇すう高こうな役目をお与えになりました」

　メシアスは十字を切り、短い祈りを捧ささげた。

「悪魔のくせに信心深いとは、変わった奴だな」

「わたくしがおだやかな人生を送ってゆけるのは、神の存在があればこそですから」

「しかし魔法が使えない身の上で神父になるのは、さぞ苦労しただろうに」

「そうですね、苦労はありました。フィルエストラでは魔力の高さが徳とくの高さとされ、人々に尊敬されますから。ただ苦しくとも、つらいと感じたことはありません。わたくしにとって、神の愛に報むくいることこそが、なによりの幸福なのですよ」

　話を聞く限り、メシアスはかなりの人格者のようだった。過去にこの世界を侵略してきた悪魔とは違い、現在の悪魔界には立派な志こころざしを持つ者が多いのかもしれない。

　教会の中を見物していたファナミナとツァウラ（二人は教会に来るのが初めてらしかった）が戻ってきたところで、ピノはメシアスに、キュアリーガーデン運営への要望を訊たずねてみた。

「わたくしの望みは……、おっと、申し訳ありません。ほんの少しだけ〝離席〟させていただいても構いませんか？　人前での離席は御ご法はつ度とだと重じゆう々じゆう理解しているのですが」

　少し席を外すくらいなにが問題なのだろうと不思議がっているピノに代わり、ツァウラが返答した。

「俺ら相手やし、全然構わんよ」

　神父アバターは苦笑して頷うなずくと、参さん拝ぱい者しやが腰かけるための長なが椅い子すに座り、瞼まぶたを閉じた。

「離席するんじゃないのか？」

　ピノが声をかけても、メシアスは目を閉じたまま答えない。

「悪魔アバターが言う離席っちゅーのは、ゲームの操そう作さを一いつ旦たんやめるってことやねんよ。本当は人目がある場所での離席は禁則行為やねんけどな」

「操作をやめることが、なにかいけないのか？」

「だって、フィルエストラの住人たちは神父様が悪魔アバターやねんて知らんから、ああやって急に動かんくなったら、発ほつ作さかなにかで気き絶ぜつしたって勘違いするやろ」

　眠り込んでしまったように動かない神父アバターを見やり、ピノは納得する。

「なるほど、そのとおりだな」

「プレイヤーがトイレに行きたくなったらアバターにもトイレ行かせて、誰にも見られへんようにして離席。腹減ったらアバターに飯食わせて、もぐもぐさせてるあいだに自分も食事。実在する世界でプレイするゲームやから、プレイヤーの生活とアバターの生活が完璧にリンクしとるんよ。とはいえ、プレイヤーの中には短時間しかログインできへん奴もおるし、ある程度のオートプレイは可能やねんけどな」

「一つ疑問なんだが、離席したままプレイヤーが戻らなかったら、アバターはどうなるんだ？　離席中にプレイヤーが事故に遭ったり、ゲームをやめてしまうことだってあるだろう？」

「離席して三日経たつと、自動的にアバターの心臓が停止する仕組みになってるねん。あとは普通の遺体と一緒で、冷たくなって、体が腐くさって土に還かえる。医者も心臓麻ま痺ひで亡くなったとしか思わへんわ。そこら辺はよぅできとるよ、このゲーム」

　ツァウラとの会話に交じって、別の話し声が聞こえてくることに気づく。ニコとファナミナかと思ったが、聞こえてくるのは男性の声だ。

　耳を澄すましてみると、

　――ちょ、うっせえよババア、いまゲームしてんだよ……ッ！

　苛いら立だった口調で、そんな声が聞こえてくる。

　一同は顔を見合わせ、さらにその声に耳を傾かたむけた。

　――アアぁ!?　飯くらいでいちいち呼びにくんじゃねぇよ！　オレはオレのタイミングで食うんだよッ、指図してんじゃねぇぞクソが!!

　それは明らかにメシアオブメシアスのアバターのほうから響いていた。

「メシアオブメシアスの奴、マイクをミュートするの忘れとるみたいやな……。リアルの声がだだ漏れやんけ」

　ツァウラは白けた表情で目を細めた。発言の意味がわからず、ピノは首を傾かしげる。

「どういうことだ？　これは確かに奴の声のようだが、口調がまるで違うじゃないか」

「ゲームでは優しい神父様を演じとっても、アバターを操作しとる〝中の人〟の素すはこんなもんってことや」

　メシアオブメシアスの中の人と、その母親らしき人物との口論はしばらく続いた。

　――はぁ？　仕事なんて無理に決まってんじゃんッ、外に出るのが怖いんだからさぁ。てめぇだってそれくらいわかってんだろ！　オレの頭は壊れちゃってんのぉ。精神やられちゃってんのぉ。っつか、いつになったらオレの部屋に鍵かぎつけてくれんだよッ？　ババアに勝手に入ってこられるストレス半はん端ぱねぇんだけど!!

　ファナミナが困こん惑わくの面持ちで囁ささやく。

「彼がおだやかな人生を送っていけるのは、神様じゃなくてお母さんのおかげだったんですね……」

「おかん相手やからって調子乗りすぎやろ。おかんにしてみりゃ、おまえが一番のストレスやっちゅー話やで、ほんま」

　ツァウラたちの会話の意味はよくわからなかったけれど、蔑さげすみのニュアンスだけは感じ取ることができた。

　間もなく、メシアスの声はぷつりと途と切ぎれる。ツァウラいわく、一分間キャラを放置すると回線が一時的に切断されるのだそうだ。ピノにはやはりその発言の意味がわからなかった。

　しばらく待つと、神父アバターが出し抜けに立ち上がった。

「いやぁ、お待たせしてしまって申し訳ありません」

　温和な声と笑顔でメシアオブメシアスは囁く。実生活の音がこちらに漏れていたことには気づいていないようだ。さっきまでとの落差が凄い。

「ほ、ほな、あんたの要望を叶えよか」

　頰を引ひき攣つらせつつツァウラは書類のページをめくっていく。

「えっと……《手紙を届けて欲しい》ってなってるけど？」

　神父アバターは小さく頷き、懐ふところから一通の手紙を取り出した。

「はい、この手紙を、キュアリーガーデンのプロデューサー様に渡していただきたいのです。こんなにも素晴らしいゲームを作ってくれたことに対する感謝の気持ちを綴つづってあります。メールではわたくしの本当の気持ちは伝わらないでしょうし、普通に郵送したのでは悪戯いたずらと思われてプロデューサー様の許に届かないやもしれません。ですから、是ぜ非ひこの手紙を、直接プロデューサー様に手渡していただきたいのです」

　感情を込めて言いながら、メシアスはツァウラの手を強く握った。神父アバターの瞳には薄く涙すら浮かんでいる。

「え、そんなことでええのん？　もっと他にないんかいな、ゲーム内での困り事とか」

「いいえ、わたくしは現在のゲーム環境に満足しております。本当にキュアリーガーデンは素晴らしいゲームです」

　熱意に押されるように、ツァウラは手紙を丁てい重ちように受け取った。

　その背後で、ファナミナは必死にニコの口を塞ふさいでいた。この状況で天真爛漫発言が飛び出さないわけがないので、まえもって封ふう殺さつしていたのだ。

　ふごふご言っているニコを引きずりながらファナミナは教会を出てゆく。ツァウラとピノも書類に署名をもらったあと、そそくさとその場を辞じした。

（なんだろうこの気持ち。なんかやり切れない）

　ニコは外に出るなり、

「救世主の中の救世主ーっ、神様どうこう言うまえに、まずはお母さんを安心させてやれ～ッ！」

　遠くの山に叫ぶように、両手を筒状にして口に当て、至し極ごく正しい指摘をした。

　ツァウラは慌ててニコを脇わきに抱え、いきなり走り出した。ファナミナも大急ぎで駆け出す。

　どうして逃げるんだ？

　わけもわからないまま、ピノは遠ざかるツァウラたちを見送った。

（うーん、駄目だ。やっぱりモヤモヤする）

　どうしてもこのまま立ち去る気になれず、ピノは再び教会に戻ることにした。教会から転移魔法陣まで一本道なので、ツァウラたちとはあとで合流できるだろう。

　教会のドアを開けると、神父アバターは優しい表情でステンドグラスを見上げていた。

「おや、なにか忘れ物ですかな？」

「忘れ物というか、ちょっと話があるんだけど」

　かすかに頷いた神父アバターは、長椅子に座るようピノに促うながした。二人は並んで腰を下ろす。

「お話とは？」

「いや、さっきおまえが言ったキュアリーガーデンへの要望、本当にあれでよかったのか？」

「どういう意味です？」

　目を大きくし、不思議そうに訊ねてくる。ピノは少し迷ってから、思い切って胸のモヤモヤを打ち明けた。

「実は、聞こえてたんだ、おまえと母親の口論が……。マイクがミュートできてなかったとかで」

　神父アバターは頰を引き攣らせて驚き、両手で顔を覆った。

「そ、そうです、か。いやぁ、お恥ずかしい」

「なぁ、メシアス。おまえ、外に出るのが怖いんだろう？　ぼくも読書が好きで、家に籠もっていることが多いんだけど、それでもたまには外の空気が吸いたくなって、散歩したりするからな。もしもなにか強迫観念のようなもので外に出られないのだとしたら、それはさぞかしつらいだろうと思って」

「……まさか、それを聞くために、わざわざ戻ってきたのですか？」

「だって、心配になるじゃないか。もし家の外に出られないのだとしたら、それこそがおまえの真の悩みだろう？　ぼくが解決すべきは、おまえのその恐怖心ということになる」

　首を傾かしげたメシアスは、眉をひそめてしげしげと見つめてくる。

「あなたの役目は、プレイヤーがゲーム中に感じた不満や要望を解決することなのでしょう？　プレイヤーのプライベートの悩みなど……」

　メシアスの言い分を遮さえぎり、ピノはさらに言葉を続けた。

「ゲームの悩みとかプライベートの悩みとか、その辺の線引きは、正直ぼくにはよくわからない。だけどぼくはこれまでの経験で、キュアリーガーデンというゲームは、悪魔たちの心を癒いやすためのものなのだと理解しているんだ。実生活の苦しみから解放される場所というか、ありのままの自分でいられる空間というか……。だから、ぼくはちゃんとおまえの悩みを解決してやりたいと思ってる。悪魔アバターの抱える悩みを解決し、心に安あん寧ねいを与えること――それがぼくの役目だからな」

　ショックを受けたようにピノを凝視していた神父アバターは、やがて顔を俯うつむかせた。

「あなたは善よい人なのですね。……ご安心ください。外に出るのが怖いというのは、あれは噓です。外出しようと思えば、いつでもできるのです」

「そうなのか？　だったら、なぜそんな噓を？」

「……楽だったから、ですよ。心に傷を負っているように装よそおえば、家族はみんな、わたくしに優しくしてくれました。学校にも行かなくてよかったし、自分の部屋に閉じ籠もって、一日中好き勝手に過ごすことができたのです」

「楽だった、だと？　ぼくには、おまえの生活のなにが楽なのかわからないが」

　神父アバターは椅子に背をもたれさせ、教会の天井を仰いだ。

「本当はね、わかっているんですよ。このままじゃいけないって。早く仕事を見つけて、母親を安心させてやらなくちゃいけないんだって」

「おまえ、ニコの言ったこと、聞こえていたのか？」

　顔を上向けたまま、メシアスは困ったように微笑んだ。

「このままじゃ駄目だ、仕事を探さなきゃって思うのに……自信がないんですよ。みんながつらいことや面倒くさいことを頑張ってるあいだ、わたくしはずっとそれをさぼってきたんです。自分の部屋に逃げ込んで、自分の殻からに閉じ籠もって、楽をしていた。そんな自分に、いったいなにができるんだろうと、不安になるんです。ただでさえ不況の悪魔界に、自分の居場所なんてないんじゃないかと、そう思えてくるんです」

　大不況の悪魔界で、仕事を見つけるのがどれほど大変なことかは、ファナミナを見ていればおおよそ見当がつく。しかしそれでも、ピノはメシアオブメシアスの言い分に共感できなかった。不安そうに狼狽うろたえる神父の姿に、まるで納得が行かない。

「一つ訊きいていいか？　おまえはさっきから、自分は楽をしていたと言っているが、意味がわからない。おまえのやってきたことの、なにが楽だったというんだ？」

「いや、だって、学校にも行かず、仕事もせず、遊んでいたんですよ？」

　その物言いを聞いて、ピノは思わず立ち上がった。

「ふざけるな！　遊んでいて神父になれるかッ！」

「は、はぁ？」

　当とう惑わくする神父アバターに、さらにぐいっと詰め寄る。

「エレノア法王国で神父になることがどれだけ困難であるか、おまえはわかっていないのか？　エレノア法王国では医師や教師や神父など、他者を教え導く役職に就つくことはとてもとても難しいんだ。貴族の家に生まれ、幼い頃から英才教育を受けて育った者たちが競きそい合あい、ようやく勝ち取るような仕事なんだぞ？　それをおまえは、魔法も使えないアバターという立場で神父になった。これは驚くべきことだ」













　きょとんと呆あつ気けに取られているメシアスの肩を摑つかみ、ピノは語気を和やわらげて続けた。

「論理的で客観的な、天才的判断に基もとづいて言おう――ぼくはおまえを尊敬している。並大抵の努力ではなかっただろう。エレノアで神父になることは、学校に行くより、就職するより、遙かに困難だったはずだ」

「しかし、これはあくまでゲームです……。嫌になったらいつでもやめられるし、失敗したってなんの責任もない」

「ゲームだからなんだって言うんだッ？　ゲームだろうとなんだろうと、おまえが努力したことに変わりはないじゃないか!?　それにおまえは根本的に、大きな考え違いをしているぞ。このフィルエストラは、エレノア法王国は、実在しているんだ。現実に国があって、社会があって、たくさんの人が暮らしている。その中でおまえは生きて、努力して、神父にまで登り詰めた。これって、誇っていいことじゃないのか？　自信を持っていいことなんじゃないのか？」

　ピノがメシアオブメシアスの話を聞いて感じていた釈しやく然ぜんとしない感覚の正体は、これだったのだ。神父になったほどの人物が、なにを怯おびえる必要があるというのか。どうして自分に自信を持つことができないのか。

「大丈夫だ、メシアオブメシアス。学校や社会で身につけるべきことくらい、すでにおまえはキュアリーガーデンを通して学んでいるはずだ。だからなにも恐れる必要はない。エレノア法王国で神父になれたんだ、なんだってやれるさ」

　よかった。

　最後の最後、一番大事なところで、嚙まずに名前を言うことができた。
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　メシアオブメシアスはピノの言葉を聞いて、外の世界に踏み出す勇気が湧わいたようだった。

《そうですね、確かに神父になるのは、とても大変でした。その苦労に比べたら、家の外に出るくらい、仕事を見つけるくらい、どうってことないかもしれません》

　その言葉はどこか軽やかだった。メシアオブメシアスの〝中の人〟が抱えている悩みを完全に解決できたわけではないのだろうけれど、そのきっかけくらいは作れたように思う。

「署名もらったんやから、あとのことは放っといたらええねん。お節せつ介かい焼やきやなぁ、ピノやんは」

「お節介かどうか判断するのはおまえじゃないだろう。それにぼくは署名をもらって終わりだとは思っていない。悪魔アバターの抱える悩みをちゃんと解決するまでがぼくの仕事なんだ。そして、それこそがキュアリーガーデンの存在意義でもある」

　教会から転移魔法陣に向かう道の途中でツァウラたちと合流したピノは、メシアオブメシアスとの経けい緯いを説明した。案あんの定じよう、ツァウラは鬱うつ陶とうしそうな顔で文句を言ってきた。けれどもファナミナとニコは、よくやったと褒めてくれた。

「ピノくん偉いです！　そうですよね、キュアリーガーデンは悪魔の心を癒すためのゲームなんですから、その運営会社から派遣されているわたしたちも、悪魔アバターのお悩み解決に、もっと親身にならないといけませんね！」

「凄いね、お兄ちゃん。さすが自分大好きなだけあるよね。与えられた仕事以上のことをやっちゃう自分カッコいいって感じ？　けっこうお兄ちゃんってナルシストだよね」

「おいおい、二人ともそんなに興奮するなよ。ぼくは天才として、当然のことをしたまでさ」

　称しよう賛さんの声に気分をよくしながら歩いていると、不意にツァウラが肩をつついてくる。

「ご機嫌なとこ悪いけど、ちょっとええかな？」

「ん？　なに？」

「あ、気づいてないみたいやからついでに言うとくと、ニコちゃんには半分バカにされとるからな？　って、そんなんどうでもええねん。それより、この書類を見て欲しいんやけど」

「次の悪魔アバターに関する書類か。どうかしたのか？」

「悪魔アバターが神父になるのってめっちゃ凄いことなんやろ？　じゃあさ、こいつの場合、どうなんのよ？」

　なにが言いたいのだろうと不ふ審しんに思いながら、ツァウラの指が示す項目に目をやる。そこには次なる悪魔アバターの、現在の職業が書かれてあったのだが――。

（えええ……ッ!!）

「ピノくーん、なに固まってんですかぁ？　鼻水出てますよぉ？」

「にゃははははっ、お兄ちゃん、とんでもない間抜けヅラになってるう！」

　鼻水が出ようと、間の抜けた顔になろうと、どうでもよかった。

　それほどに、ピノは衝撃を受けていたのだ。
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　エレノア法王国の貴族の爵しやく位いは、公爵を最上位とし、その下に侯爵、伯爵、子爵、男爵と続く。爵位は国家への貢こう献けん度どによって決定され、法王様によって任命される。

　メルフォート家の爵位はかつて男爵だったが、魔力融資の恩おん恵けいもあり、現在では子爵となっている。最近ではピノの活躍によって、爵位を伯爵に引き上げてもよいのでは、という声も上がっていた。

「つまり魔力融資による魔法技術の向上と、さらにこのぼくの天才ぶりが合わさって、やっと中位の爵位に手が届こうかというところなんだ。上位の爵位を持つ貴族がどれだけ凄いかということが、これでよくわかっただろう」

　首都ビサディアの喫茶店で紅茶を飲みながら、ピノはこの国の貴族社会の仕組みを簡単に説明する。マッシェという花から採とれた蜜みつをたっぷりと塗ぬったトーストを頰張りながら、ファナミナはうんうんと頷いた。

「じゃあこれから会う〝ジョウジ〟さんという悪魔アバターは、とっても偉い方なんですね」

「そうだ、めちゃくちゃ偉い。なにせ、エレノア法王国に七人しかない公爵のうちの一人なんだから。……神父になることがかすむくらい、とんでもないことだぞ、これは」

　次なる悪魔アバターの情報が書かれた書類を見て、ピノは大いに動揺していた。なんと次に向かう場所は、首都ビサディアにあるロンド公爵の屋敷だったからだ。

（まさかエレノア法王国の中ちゆう枢すうにまで悪魔アバターが入り込んでいただなんて）

　異世界に住む悪魔がこの国を動かしているということが、そしてそんな立場にまで到とう達たつできたことが、どうしても信じられなかった。

　半信半疑のままロンド公爵の屋敷のまえまで行き、ピノはツァウラに言われたとおり、

「キュアリーガーデンの運営の者です」

　と門番に伝える。

　普通、よほどの理由がなければ公爵との謁えつ見けんが許されることはない。それなのにあっさりと門は開かれ、屋敷への立ち入りが許可された。

　ピノたちが通されたのは、豪ごう奢しやなインテリアで飾られた応接室だった。ピノの部屋の三倍くらいありそうな広さで、天井も高い。出された紅茶もさっき喫茶店で飲んだものよりもずっと美お味いしかった。

　ピノはちょっと緊張していた。どんな大魔法使いや大商人を相手にしても萎い縮しゆくすることはないけれど、貴族をまえにするとどうしても構えてしまう。なにせ貴族社会は非常に閉へい鎖さ的てきなので、才能や実績だけではどうにも切り抜けられない不ふ条じよう理りさがあるのだ。

　何点取ったから格上げ、というような明確な決まりがなく、一部の人間の気分次第で物事が決定されてしまう――貴族社会とはそういう世界だった。

　応接室に入って五分とせずに、ロンド公爵は現れた。

　痩そう身しんの壮年男性だった。黒々とした髪を頭のうしろで結ゆわえ、臙えん脂じ色いろのローブを身につけている。名前は知っていても、実際に顔を合わせるのは初めてだった。

　ピノはソファから立ち上がり、深く頭を下げた。ニコとファナミナは釣つられてピノの真ま似ねをしたが、ツァウラだけはソファにふんぞり返ったままだった。蹴けり飛ばしてやりたい。

　ロンド公爵はぎゅっと眼鏡めがねのブリッジを押し上げ、足早にピノの傍にやって来る。さぞ不審げに対応をされるのだろうと思っていたら、

「いや～お待たせしちゃってごめんね。どうも初めまして、私がロンドです」

　思いのほか、気さくな調子で話しかけてきた。

「あ、キュアリーガーデンの関係者ならハンドルネームで名乗ったほうがいいのかな。ハンドルネームはね、ジョウジです。ジョウジって、私の本名ね。本当はアバターネームも本名で行きたかったんだけど、フィルエストラの文化に相応ふさわしくないっていう理由で運営に拒否されて、それでロンドにしたんだよ。ロンドってのは、手元にあったゲームソフトのタイトルから適当に選んだの」

　優しく微笑んだロンド公爵は、ピノたちにソファへ座るように言い、自らも椅子に腰かけた。

「お目にかかれて光栄です、ロンド公爵。ぼくはピノ・メルフォートと申します」

「知ってるよぉ、闇猫のピノくんでしょう？　有名人だよね。……でもどうしてきみがキュアリーガーデンのことを知っているんだい？」

　その質問には、ツァウラが上手く答えてくれた。《ピノはキュアリーガーデンの運営会社に頼まれて、プレイヤーの要望の対応に協力しているのだ》と。そして最後に《詳細については守秘義務があるので教えられない》と付け加えた。

　その物言いでなにかを察したというように、ロンド公爵は薄い笑みを湛たたえた。

「うん、そちらにもいろいろ都合があるんだろうね。まあ私は要望に応えてもらえればそれで文句はないよ」

「ほな早速、あんたの願いを叶えよか。ロンド公爵であるジョウジくんの要望は……はあ？　なにこれ、《あの子との想い出が欲しい》って……」

　なんだかフクヤマダマサハルと似たような願いだった。

「あの、ロンド公爵閣かつ下か、失礼なのですが、もう少し詳しく教えていただけますか」

　ピノのこの発言を聞いて、ファナミナとニコは顔を見合わせる。

「うわ～、ピノくんが敬語使ってますよ」

「俺様キャラのお兄ちゃんに他人を敬うやまうという感情があっただなんて驚きよう愕がくだね」

「わたし、てっきりピノくんって自分中心に世界が回ってるって考えてる痛い子かと」

　酷い言い草だった。公爵閣下のまえでなければ徹底的に口論してやっているところだ。

　ロンド公爵はしばらく面おも映はゆそうに口籠もったあと、意を決したように頷き、要望の詳細を語り始めた。

「この屋敷の近くに、美味しいパン屋があってね。実は私、そこで働いてるシュミリアちゃんに、その……こ、恋をしているんだ……」

「はあ、恋、ですか。つまりそのパン屋で働くシュミリアという女性を、妻に迎えたいと？」

　ピノが質問すると、公爵閣下は大きく首を左右に振った。

「いやいやいや！　私は結婚なんてする気はないからっ」

「では、恋人関係になりたいのですか？」

「違う違うッ、そんなの恐れ多い！」

「ならば、そのパン屋の娘とどうなりたいのです？」

「どうなりたいということはないんだ。健けな気げに働く彼女の姿を見ているだけで心が癒されるから。ただ私もいろいろと忙しい身の上だから、毎日パン屋に行けるわけじゃなくて、シュミリアちゃんに何日も会えないときもあって……。そうすると切ない想いが沸ふつ々ふつと湧いてきてね、胸が苦しくなるんだ」

　ロンド公爵の説明はいまいち要領を得なかった。その様子に苛立ったのか、ツァウラが大きな舌打ちを零こぼす。

「だーから、おまえは結局なにが望みやねん？　《あの子との想い出が欲しい》って、具体的にはどういう意味や？　そのシュミリアって子と一夜のアバンチュールでも楽しみたいんかいな？」

「滅めつ相そうもない！　私はシュミリアちゃんをそういういやらしい目で見たことはないよッ。私の彼女に対する恋心はとてもプラトニックなんだ」

　真剣なロンド公爵の表情を見て、ピノは感心する。権力を利用すればパン屋の娘くらい手込めにすることもできたろうに。シュミリアという女性に寄せるロンド公爵の気持ちは、本当に純粋なものらしい。

　傲ごう慢まんな輩やからが多い貴族の中で、珍しい人だ。

　そのあとも公爵閣下は、自分がいかにシュミリアに対して熱い想いを抱いているのか、滔とう々とうと語り続ける。

　やがてツァウラの苛々は限界を超え、爆発した。

「べらべらとくだらん話はもうええわッ！　結局おまえは俺らになにをしてもらいたいねん！　はっきりせぇや!!」

　ぎくっと首を竦め、ロンド公爵はピノたちを一いち瞥べつする。

「えっとね、私、仕事で忙しいときにもね、シュミリアちゃんを感じていたんだよ。それで、シュミリアちゃんはいつも白いブラウスを着て働いているんだけど……」

「ほぅ、ほんでなに？」

「その、彼女が着ているブラウスを、も、もらってきてくれないかな？」

　途と端たん、室内の空気が一変した。

　ツァウラは絶句し、ファナミナはゴミを見るような眼まな差ざしを向け、ニコは面白いオモチャを見つけたように表情を輝かせる。

　ピノは腕を組み、顎に手をやってロンド公爵を見つめた。

「うん？　ジョウジよ、よく聞こえなかったな。悪いがもう一度言ってみてくれないか」

「ピノくんが敬語じゃなくなったぁ！　聞こえてましたよねッ？　絶対はっきりと聞こえてましたよねッ？　そして一瞬で公爵という存在に対する畏い敬けいの念を失ったんですよね!?」

「このおじちゃん凄いね！　純愛気取ってるくせに、実はとんでもないフェッチフェチ野郎だったね！」

「愛人にしたいっちゅーほうがよっぽど健全やろ……だいたいブラウスなんてどないすんねん？　自分で着たりすんの？」

「そんなことしないよ！」

　ロンド公爵は力一杯否定したあと、固く拳こぶしを握り締めて、

「絵画のように額がくに飾って、プラトニックに愛めでるんだよ」

　どこか遠くを見つめながら、恍こう惚こつとした表情で言った。

　ピノ、ファナミナ、ツァウラが言葉を失う中、ニコだけが腕を振り回して喝かつ采さいを上げていた。

「フェーチ～夫お！　フェーチ～夫！」

　ニコのフェチ夫コールに、ロンド公爵は毅き然ぜんと胸を張って応える。

　決して称賛の声ではないのに、どうして誇らしげなのだろう。公爵という立場上、応援されると癖くせでああいう態度を取ってしまうのかもしない。

　どちらにしても、すっかり敬いの気持ちは消え失せてしまった。
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　パンの香ばしい匂いを嗅ぎながら、ピノは眉をひそめる。

「さて、どうしたものだろうな。ブラウスが欲しいとストレートに言っても、たぶん断られてしまうだろうし」

　ジョウジの意中の女性、シュミリアが働いているパン屋のまえで、ピノ一行は頭を悩ませていた。

「似たようなブラウスを買って、これシュミリアさんのですよ～って言って渡せば、ジョウジさんにはわからないんじゃないですか？」

「ファナミナ……おまえなかなか酷いことを考えるな。でもその案は却きやつ下かだ。よく見ろ、あのブラウスには店の名前が刺し繡しゆうされている。さすがにバレるだろう」

「金払ってブラウス譲ゆずってもらえばええんとちゃうんか？　この世にあるもんは大抵金で手に入るんやで」

「だからおまえたち、考え方があくどいって。偽にせ物ものを渡すなんてもってのほかだし、金で解決というのはぼくのプライドが許さない」

「こんな気持ち悪いお願い、真ま面じ目めに相手しなくていいですよぉ」

「ほな、スペアのブラウスもらったらどないや？　いま着てるのくれって言ったら抵抗あるやろうけど、スペアやったら案外すんなり譲ってくれるかもしれへんで」

「ふむ、スペアか」

　スペアでもシュミリアの物には違いないので、これはアリかなと思っていると、素早くニコがその案を否定してくる。

「スペアっていうことは洗濯してあるんでしょ？　だったらダメだよ。あのフェッチフェチ眼鏡なら、洗濯したヤツだって匂いで絶対わかっちゃうよ。あの人言ってたじゃない、シュミリアちゃんが着ているヤツをもらってきてくれって。着るまえのとか、洗濯したあとのヤツじゃダメだって。きっとあのフェッチフェチ眼鏡はブラウスに染み込んだシュミリアちゃんの匂いまで楽しむつもりなんだよ！」

「あいつなら充分ありえそうだから怖いな……。やっぱり要望どおり、シュミリア本人が現在着用しているブラウスを手に入れる方法を考えるべきか」

　ツァウラが《わざと紅茶かなにかを零こぼしてブラウスを汚し、着替えさせているうちにブラウスを盗む》という案を出す。

　しかし汚れがつくのは問題だし、盗むのはよくない。

　ファナミナが《虫を服の中に入れて、どさくさに紛まぎれて脱ぬがしてしまうのはどうか》と言い出す。

　悪くはないが、結局盗むわけだから、これも駄目だ。

　ニコが《ロンド公爵が実はとんでもない変態で、あなたのブラウスを欲しがっているんだと正直に話してみては？》と発案する。

　いや、それだと閣下の権けん威いが失しつ墜ついして国が傾きかねないので論外。

「ふーむ、困ったな。この要望、思ったより難しいぞ」

「ピノくんはなにかアイデアないんですか？」

　ファナミナに問いかけられ、ピノはうーんと唸うなる。

「一つだけあるにはあるんだが……確実とは言い切れなくて」

「やるだけやってみましょうよ」

「そうだな。じゃあ、できるだけシュミリアのブラウスと似たデザインのブラウスを、いますぐ買ってきてくれ」

「いいですけど……なにをするんです？」

「魔術儀式だ」

　一旦ロンド公爵の屋敷に戻り、個室を借りる。

　ファナミナの用意した白いブラウスはシュミリアのものとよく似ていた。さらにそれに刺繡を施し、パン屋の名前を入れる。糸の色も可能な限り近いものを選んだ。

「まさかピノくん、偽ぎ造ぞうする気ですか？」

「そんなわけあるか、魔術の儀式だと言っただろう。……さて、これで刺繡も完成だ。ファナミナ、このブラウスに着替えてくれ」

「へ？　なんで？」

「おまえとあのシュミリアという店員の身長が近いからだ。いいからさっさとしろ」

　悪魔の少女は得心が行かないという表情を浮かべつつ、カーテンに隠れてブラウスに着替え始める。けれども明らかに着替え終わっているはずなのに、一向にカーテンから出てこない。

「なにやってる？　もう着替えたんだろう？」

「着替えました、けど、これはちょっと……」

　もじもじしているファナミナを、ニコが無理やり引っ張り出す。

「なになにファナミナちゃん、どんな面白いことになってんの？」

「キャ～ッ、ダメですってば！　ふにゃ～」

　部屋の中央に引き出されるなり、ファナミナは慌ててブラウスの裾すそを両手で押さえた。

　たちまちニコとツァウラが色めき立つ。

「わぁー、ファナミナちゃん、パンツ見えそうだねっ。エッロいねえっ」

「ええねええねぇ！　男が大好きな格好やで、それ！」

　ファナミナは、ブラウス一枚を身に纏った状態だった。

（ああ、そういうことか）

　チャイナドレスは上衣と下衣が一体になっているので、脱ぐと下着だけになってしまうのだ。

「あうぅ、恥ずかしいですぅ」

　顔を真っ赤に上気させ、悪魔の少女は半泣きになる。

　そこまで照れるようなことだろうか。チャイナドレスと大差ないように思うのだが。

「シュミリアちゃんと同じようなブラウスなはずなのに、ファナミナちゃんが着るとムチンムチンだね！　エッチなお店のコスチュームみたいだね！」

「ち、違うんです！　これはきっとサイズが小さかったんです！」

　身長は近いものの、ファナミナのほうが一回り肉付きが豊満だったらしい。特に胸回りはかなりきついようで、胸元のボタンがはち切れそうだ。

「任せとけやファナミナッ、おまえの一世一代の晴れ姿、この俺がばっちりデータに残しといたるさかいな!!」

「ぎゃああああ写真はイヤああああ撮とらないでぇええええ～ッ!!」

　ツァウラは携帯電話を構え、ファナミナの周囲を素早く回りつつ、あらゆる角度から写真を撮ってゆく。前後から左右から。そして上下からも。

　パニックに陥おちいったファナミナは、低い角度からの写真を撮ろうと寝転がっていたツァウラの顔面を、勢いよく爪先で蹴った。

　……うわぁ、痛そう。

　ついにこの女の暴力は上司にまで及およんだか。

「ちょっとピノく～んッ、こんな格好させてなにをする気なんですかぁ!?」

「んっとね、じゃあ次はそのブラウスを、ぼくの目のまえで脱いで――」

　次の指示を口にした瞬間、顎の辺りで衝撃が弾はじけた。体がうしろに一回転して、後頭部をしたたかに床に打ちつける。

　ぐにゃぐにゃの視界で天井を見上げながら、ピノは遅れて気づく。下段から振り上げられたファナミナの強烈な拳によって、顎を撃ち抜かれたのだと。

「こ、こ……殺す気、か」

「いっそ死んでしまえばいいんです！　こんな格好させた挙げ句に次は目のまえで脱げだなんて、変態にもほどがありますッ！」

「く……愚おろか者め。これはれっきとした〝共感呪術〟という魔術儀式なんだぞ？」

　立ち上がり、ピノはファナミナを睨みつける。暴力を振るわれて腹立たしかったが、ダメージが完全に脚に来ていて、とても反撃はできそうになかった。

「共感呪術？　なんですか、それ」

「姿形や行動を模も倣ほうすることで、対象をコントロールしようとする古い魔術儀式だ。とある部族では、通りすがりの旅人を神に見立て、無理やり池に放り込んでいたそうだ。そうすることで、雨が降ると言い伝えられていたからだ」

「は、はぁ」

「またある蛮ばん族ぞくのあいだには、藁わらで作った人形に敵の民族の衣装を着せて、斧おので首を刎はねるという習慣があったらしい。その儀式を行うと戦いくさに勝利できると言われていたからだ。……わかったか？　共感呪術とは、古い時代から各地で実際に行われてきた、れっきとした魔術儀式なんだよ。いまのように魔法の体系が確立されていなかった頃は、こういう原始的なやり方が取られていたわけだ」

　理路整然と語るピノを見て、ファナミナはいくらか落ち着きを取り戻したようだった。共感呪術がどういったものであるか理解しようと、眉根を寄せて真剣に話を聞いている。

「な、なるほど、なんとなくはわかりました」

「これからやろうとしているのも、その共感呪術だ。おまえをシュミリアに見立てて、ぼくにブラウスを手渡させることで、本当のシュミリアにも同じ行動を取らせようとしているのさ」

「悪魔界にも〝丑うし三みつ時に藁人形を五ご寸すん釘くぎで木に打ちつける〟という呪のろいの儀式があるんですが、同じようなものなんでしょうね。でもそれって、いわゆる迷信でしょう？」

「確かに効果は実証されていない。しかし共感呪術が全くの無意味であるなら、世界各地で似たような儀式が行われ、伝承されてきたことに対する説明がつかない」

「まあ、そうですけど……」

「だろ？　というわけで――」

　ピノは咳せき払ばらいをし、改めてファナミナを見る。

「《わたしはパン屋で働くシュミリアです》と繰り返し唱えながら、ブラウスを脱いでぼくに手渡してくれ」

「ええええ～、本気ですかぁ？」

「やるだけやってみようと言ったのはおまえじゃないか」

「でも、服を脱ぐなんて恥ずかしいしぃ」

　あわあわと視線を右往左往させ、ファナミナは身を揉む。

「なにが恥ずかしいんだ？　おまえの裸なんて、ぼくは子供の頃から何度も見ているじゃないか」

「う、う～。なら、せめてピノくんと二人きりでやらせてくださいよぉ」

「ああ、いいだろう。おいニコ、ツァウラを連れて、しばらく部屋の外に出ていてくれないか？」

　はーいと元気に返事をした妹は、気を失っているツァウラを引きずって、部屋を出ようとする。

「ファナミナちゃん、興奮して発情メス犬モードになっちゃダメだよお？」

　と言い残し、二人は部屋をあとにした。

「はつッ、発情なんてしまひぇんしっ！」

　びっくりするくらいしどろもどろだった。説得力がない。

「そう言えば、おまえの体から発はつ散さんされている甘い匂いが、普段よりも強いな。興奮してるのか？　なんで興奮してるんだ？」

「うっさいこの鈍どん感かん野郎！　少しは魔法以外のことも勉強してくださいよッ！」

「相変わらず残念な脳のう味み噌そだな、ファナミナは。この国では魔法が最も有ゆう益えきな能力なんだ。他のことを勉強する暇があるなら、その時間を全て魔法の習得につぎ込んだほうが効率的に決まってるだろ。というわけで、ぼくはこの負債返済の旅を一日でも早く片づけてしまいたいんだ。さっさと共感呪術の儀式に取りかかろう」

　その後、パン屋の女性店員シュミリアに扮ふんしたファナミナが自らブラウスを脱ぎ、ピノに手渡す――という共感呪術儀式を十回実行した。最初は戸と惑まどっていたファナミナも五回を過ぎたくらいから慣れてきて、こうやってるとむかしを思い出しますねぇ、などと、過去の想い出を語り出す。

《あれはピノくんが三歳くらいの頃ですかねぇ。ピノくんってば、まだ乳離れができなくて、ママさんに内ない緒しよでわたしのおっぱいを吸ってたんですよ。ママには内緒だからねって、恥ずかしそうに何度も言いながら、わたしの服を脱がそうとするんです。ああ～、あの頃のピノくんは可愛かったなぁ》

　そのことに関しては、少し記憶が残っていた。当時、母親という存在がよくわかっていなかったピノは、自分には〝ママ〟と〝ファナミナ〟という二人のお母さんがいるのだと思っていたのだ。ママとファナミナはそれぞれピノへの接し方が違って、甘えさせてくれるポイントも違った。幼い頃のピノはママとファナミナのあいだを行ったり来たりして、都合よく甘えていたのだった。

（ファナミナはあの頃のままで、ぼくだけが大きくなってしまった……）

　不思議な感覚だった。ピノが老おいて死ぬときも、おそらくファナミナはいまの若々しい姿のままなのだ。そんな未来を思い描くと、胸がずきんと痛んだ。

「ん……なんだ、これ……」

　ピノは胸を押さえ、独りごちる。

「どうかしたんですか？」

　チャイナドレスに着替えたファナミナがきょとんとした顔で言った。

「ううん、なんでもない。さあ、パン屋に戻ろう」
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　いらっしゃいませぇ、という朗ほがらかな声に迎えられながら、ピノはパン屋に入った。白いブラウスを着たシュミリアが明るい笑顔を浮かべている。

　シュミリアのまえまで歩いていって、真まっ直すぐに瞳を見み据すえる。儀式が成功していれば、シュミリアはブラウスを脱いで手渡してくれるはずだ。

「いらっしゃい、どんなパンが欲しいの？」

　シュミリアは膝ひざに手をつき、ピノと同じ目線になる。綺麗な女性だった。優しい顔立ちで、笑顔が温かい。ロンド公爵が恋をするのもわからないでもない。

　なにも答えずにじっと見つめていると、シュミリアは上目遣いで首を傾げた。

「どうしたの？　お使いかな？」

　あやすような口調になる。どうもピノを小さな子供だと勘違いしているらしい。むっとしたが、我慢して、共感呪術の効果が出るのを待つ。

「もしかして、きみ、お腹空すいてるの？」

「いや、そういうわけじゃ……」

「ちょっと待ってて」

　シュミリアはさっと立ち上がって、店の奥に走っていった。しばらくすると、大きな紙袋を抱えて戻ってくる。

「これ、きみにあげる」

「え？」

「気にしないで。売れ残りのパンなの。でも、他の人には内緒ね。お姉ちゃん怒られちゃうから」

　唇に指を当てて悪戯げな表情を作りつつ、シュミリアはパンの入った紙袋を差し出す。ピノはそれを反射的に受け取ってしまった。

　シュミリアはくしゃくしゃとピノの頭を撫でる。

「いっぱい食べて大きくならないとね」

　違う、パンが欲しいんじゃなくて……。

　とは言えずに、ピノはパン屋をあとにした。

　通りの向こうの路地で待機していたファナミナたちの許に行くと、みんな期待感に満ちた眼差しでピノの抱える紙袋を見てくる。

「どうでしたかピノくんっ？」

　オレンジの瞳をきらきらさせながらファナミナが問いかけてくる。ピノは紙袋を開けて恐る恐る中身を見せた。

「なんか、黙だまってじっと立ってたら、ぼくのこと、お腹を空かせた可か哀わい想そうな子供だと勘かん違ちがいしたみたいで、売れ残りのパンをもらってしまった。シュミリア、凄く善い人だったよ」

　言い終えたとき、ピノの足は地面についていなかった。ファナミナに胸ぐらを摑まれ、完全に宙に浮いてしまっていた。

「んんん？　あれぇおかしいな～。もらってくるのって、売れ残りのパンでしたっけぇ？」

「あの、共感呪術……効果なかったみたいで……」

「あれだけ恥ずかしいことさせといてッ、効果ないってどういうことですかああぁ!?」

　目め尻じりに悔し涙を滲にじませたファナミナは、むが～と唸りながらピノの体を振り回す。

「だから言っておいただろッ、確実とは言い切れないって！」

「偉そうに講釈垂たれて、いかにも共感呪術は凄い魔術儀式なんですよ～的なアピールしてたくせにぃ!!」

　胸ぐらを締め上げた状態からさらに前後左右の揺さ振りが加わり、いよいよ頸けい動どう脈みやくと気道に致命的な圧あつ迫ぱくがかかり始める。あ、やばい、意識が遠のいてきた。

「ちょ、ファナミナ、静かにせぃや。なんかパン屋の様子がおかしいで」

　ツァウラに制され、ファナミナはピノのローブから手を離す。ピノは地面にへたり込んで咳き込みつつ、パン屋のほうを見た。

　通行人が何人か立ち止まり、怪け訝げんな顔つきでパン屋の中を覗き込んでいた。なにかと思って行ってみると、一人の中年男性がシュミリアの手を摑み、にやけ顔で話しかけている。

「いいだろぉ、仕事終わってから飯でも食いに行こうぜ」

「イヤですっ、離してください！」

　シュミリアに好意を寄せている男が食事を強要している、といったところだろうか。やれやれと肩を竦めてピノが店に入ろうとすると、ツァウラも一緒についてきた。

「やめんかい、おっさん。見苦しいで。お嬢ちゃん嫌がっとるやないか」

「あぁん？　なんだてめぇは!?」

　男はドスの利いた声で言って、眉を歪ゆがめる。服の上からでもわかるくらいに筋肉が盛り上がっていた。かすかに潮しおの香りがするので、男は漁師か船乗りなのだろう。

　並んで立つと、ツァウラの線の細さが際立つ。

「俺は通りすがりの金貸しや。職業柄、俺はなんでも合理的やないと気が済まん性分でな。もしお嬢ちゃんを食事に誘いたいんやったら、相手の納得する条件を提示せんかい。もしそれでお嬢ちゃんが了承したら契約成立や、胸を張って食事に連れていけるやんけ？」

「おい金貸し……世の中には、理屈だけじゃどうにもならねぇことがあるんだぜ？」

　男は握った拳を、ぐいっとツァウラの胸に押し当てた。これ以上口を出せば腕力に訴えるという脅おどしだった。

「おいおい暴力かいなぁ？　怖いわぁ～。そういう不合理はこっちの天才児の担当や。なぁ、ピノやん？」

　ツァウラはピノの肩に手を置き、ウィンクしてくる。

　格好つけるなら最後までやり切れよ。

「このチビがなんだってんだ!?」

「暴力で解決するのは本意じゃないが、どうしてもと言うならぼくが相手になってやる。表へ出ろ」

　ピノが通りへ出ると、男もついて来た。

　相当頭に来ているのか、顔色が紅こう潮ちようしている。

「てめぇみたいな調子乗ったクソチビは、ちょっとばかし痛い目に遭わせてやんねぇとわからないんだろうな」

「おまえみたいな調子乗ったクソ大人は、ちょっとばかし痛い目に遭わせてやらないとわからないだろう？」

　言葉を真ま似ねてからかってやると、男の顔はさらに変色し、赤黒くなってゆく。ついにはわけのわからない怒号を上げて、ピノに突進してきた。

　男は構えた拳を、思い切り振り下ろしてくる。子供相手とは思えない、あまりに大人げないパンチ。しかしピノはその拳を、いとも容易たやすく手のひらで受け止めていた。

（我ながら、呆れた身体能力だ）

　ピノは相手の腕を摑み、放り投げた。男は地面にひっくり返って目を丸くする。

「どうだ、少しはわかったか、クソ大人？」

　男は立ち上がり、再び猛もう然ぜんと殴りかかってきた。

　ピノはまたそれを受け止め、投げで返す。

　その攻防を何度か繰り返すうちに男はすっかり青ざめ、八度目に地面に転がったところで降参した。肩を落としてとぼとぼと路地に消えていった。

「楽勝やったな、ピノやん」

「ああ。並みの人間相手なら、まるで負ける気がしない。……しかし、結局この超人的身体能力の正体はなんなんだろうな。やはりぼくが天才すぎることが要因なのか」

「天才すぎる、で片づけようとするってどんなんやねん。もっと論理的な説明せぇや。っちゅーか、実はピノやんの身体能力の秘密、もうわかってるねんけどな」

「え？　ほんとに？」

　ピノの反応を見て、悪魔の男はにやりと笑う。

「実はキュアリーガーデンの運営スタッフに、ピノやんの体のデータ解析を頼んでたんよ。その結果がついさっき携帯電話にメールで届いたんや」

「なにが原因だったんだ？」

「それがなぁ、魂の性質が原因なんやってよ。なんでも、このフィルエストラに住んでる生命体の魂こん魄ぱく性質と悪魔の魂魄性質は真逆で、お互いに反発し合う関係性っちゅーことらしいわ。で、いまピノやんは、魂の中にある〝魔法の才能〟を担たん保ぽとして奪われてる形やねんな。具体的に言うと、ピノやんの魂には現在、悪魔の呪いがかかっとるわけ。魂の中に、悪魔の呪いがあるねん。……もう、わかるやろ？」

「ふむ、充分だ。つまりぼくの魂の中に、全く逆の性質を持つ悪魔の魂が交じっているということだな。そして、そこに生じる反発力のせいで、ぼくの魂は通常ではありえないほどのエネルギーを発散している、と」

「そのとおり。ピノやんの超人的身体能力は、魂の反発が原因やってん」

　なるほどと納得しかけて、ピノは眉間に浅く皺しわを寄せた。

「あれ、でもそれって、危なくないか？　反発力が生じてるせいで爆発的にエネルギーを放出しているんだとすれば、ぼくの魂はやがてエネルギー切れを起こしてしまうんじゃないのか？」

「平気平気。体力や精神力と一緒で、魂の力も休めば回復するもんやし。それにピノやんが天才的な魔法使いやっちゅーなら、それだけ魂も強きよう靱じんなはずや。その証拠にピノやん、いまもバリバリ元気やんけ」

「それもそうだな」

　不意にパン屋のドアが開き、シュミリアが外に出てきた。さっきの中年男性がいないのを確認すると、ピノとツァウラに深くお辞儀をする。

「助けてくれてありがとうございます！」

「気にするな。天才であるぼくにとって街の治安を守るのも責務の一つだ。パンをもらった礼もあるしな」

「あ、きみはさっきの……」

　そういえばもらったパンはどうしただろう。

　そう思ってファナミナを見ると、ニコと二人で勝手にもしゃもしゃ食べ始めていた。散々文句を言ってたくせに、なんて節せつ操そうのない奴だろうか。表情から判断するに、かなり美味らしい。

「怖かったやろ、お嬢ちゃん。あーあ、えらい強く握られたんやな、手首に跡が残ってもうてるやん。可哀想に」

　ツァウラはシュミリアの手を取り、握られた跡を優しくさすった。

「いえ、平気……です。すみません」

　シュミリアは頰を染め、潤うるんだ瞳でツァウラを見上げた。

　む。濃厚な甘い匂いがする。ニコいわく、発情したメスの匂い。

「あの、私もうすぐ仕事が終わりなんですけど、もしよろしかったら、どこかでお食事でもしませんか？　ちゃんとお礼もしたいし」

「マジで？　嬉しいわぁ。ほな俺、店の外で待ってるから」

　照れくさそうに微笑み、シュミリアは店に戻った。

　ツァウラはにんまりしつつ、ピノの頭を撫でてくる。

「やったでピノやん。これでブラウス手に入るかもしれん」

　うん？　なんで？




　　　◇　◇　◇




　シュミリアと食事に出掛けたツァウラは、夜になっても戻ってこなかった。

「遅いですねぇ、ツァウラさん。なにやってるんでしょう？」

「ブラウスを手に入れる算段があるようなことを言っていたが、いったいどうするつもりなんだろうな」

「お兄ちゃん、眠いー」

　結局その日はロンド公爵の屋敷で一泊させてもらうことになった。

　ツァウラが戻ってきたのは、翌日の朝方だった。予告どおり悪魔の男はシュミリアからブラウスを手に入れたらしく、早速ロンド公爵の許もとへと向かった。

「おお、この香りはまさしくシュミリアちゃんのものだ！」

　ロンド公爵は眼鏡が曇くもるほど興奮しながらブラウスに頰ずりをした。彼が言うのだから、間違いなく本物なのだろう。

「あと、これはそのブラウスがシュミリアの物やって証明するための写真や」

　ツァウラは携帯電話をカチカチと操作し、昨夜撮影したとおぼしき写真をロンド公爵に見せる。

「ブラウス姿のシュミリアちゃんが映っているね。……ところで、なんで彼女はベッドに座っているんだい？」

「まあまあ細かいことは気にせんといて。じゃあ次の写真な」

「ブラウスのボタンを外しているね。どうしてシュミリアちゃんはきみのまえでブラウスを脱ごうとしているのかな？」

「脱いでってお願いしたからやん。ほな次の写真」

「ブラウスを受け取っているね。ただ、シュミリアちゃんが手ブラ状態で顔を赤くしているのが気になるんだけど……」

「そこはビジネス上のトップシークレットってことで。とにかくこれで依頼達成やな」

　ロンド公爵から署名をもらって、今回の要望は解決となる。

　が、ピノは腑ふに落ちなかった。シュミリアがブラウスを譲ゆずってくれた理由がわからない。

　公爵閣下の屋敷を出て通りを歩いている最中、

「ツァウラの奴、またなにか悪魔界のアイテムを使ったのかな？」

　ピノはファナミナに問いかけてみた。

「いやぁ、違うと思いますよ」

　悪魔の少女は鼻をひくひくさせながら答える。ブラウス入手に至った経けい緯いの見当がついているようだった。

「じゃあなにをしたんだ？」

　ツァウラはニコを伴って、露店を見て回っている。あの男がいったいどうやってシュミリアを説得したのか、ピノの天才的頭脳をもってしても、まるで解明できない。

「ピ、ピノくんは知らなくていいんです！　大人の事情ですからっ」

　そのあとツァウラにも直接訊ねてみたが、返ってきた答えは《お子様には理解できへんことや。ピノやんも大人になったらわかるんちゃうか？》というものだった。

　本には載っていない、人生経験を積み重ねることで理解できる類たぐいの知識らしかった。

　そう思っていたのに――。

「あのシュミリアってお姉ちゃん、とんだ尻軽のメス犬だったねえ」

　ニコがいきなり大きな声で言った。ツァウラはニコの口を塞ふさいで苦笑い。

（あれ？　ニコもなにがあったかわかってるのか？）

　自分だけが理解できていないという状況がピノは苛立たしかった。

「今度、なにがあったかシュミリアに訊きに行ってみようかな」

「ピノくん、それはよしたほうがいいですね。まあ、お子ちゃまのピノくんは適当にあしらわれて終わりでしょうけれど」










　　　第五章







　漆しつ黒こくファイナンスとの〝債さい務む一いつ括かつ引ひき受うけ〟契約を締てい結けつしてから十日が経たった。

　願いを叶えた悪魔アバターの数は五十二体。悪くないペースだった。このまま行けば楽に負ふ債さいを完済できるとピノは思っていた。

　しかし障害は、思わぬところからやって来た。

「え？　ピノくん、また公爵様のお屋敷に行くんですか？　ジョウジさん、シュミリアさんのブラウスのことでなにか用なんですかねぇ」

　メルフォート家のリビングでミカンを食べていたファナミナが、目を丸くする。

「いや、今度の呼び出しは、ロンド公爵ではないんだ」

「じゃあどちらの？」

「エレノア法王国で最も歴史の古い貴族である、シャマル公爵閣かつ下かだ」

　宵よい闇やみのローブをいつも以上にきちっと着込んたピノは、重い足取りでメルフォート家の屋敷をあとにした。ファナミナたちを残し、一人首都ビサディアへと出向く。

　ロンド公爵を訪ねたときよりも、一段と緊張していた。エレノア法王国の貴族社会において子爵が公爵に呼び出されるなど、まずありえない。もしなにかしらの用があれば、一つ上の爵位である伯爵から呼び出しを受けるのが通例だ。

　しかもピノが呼び出された場所は、エレノア法王国の法王がいます、エレノア城だった。

　上等な魔法装備で身を固めた門番に用件を伝えると、二人の魔法警護官がピノの許もとへとやって来た。城を守護する魔法警護官は、非常に強力な魔法を駆く使しする上級魔法使いたちによって構成されている。みんなお揃そろいの山やま吹ぶき色いろのローブを着込んでいるのが印象的だった。

　警護官に付き添われ、シャマル公爵の執務室へと入る。たちまち、刃物のような気配がピノの精神を貫つらぬいた。それは殺気だった。三人の男性と一人の女性が、部屋の四隅に立って、ピノを威い嚇かくしているのだ。妙な動きをすればただではおかないという強烈な意志が、ピノへ向けて放たれていた。

（公爵直属の魔法使いか。他の警護官とは格が違うな……）

　浅い耳鳴りがしていた。魔力を奪うばわれている現在のピノには、殺意の籠こもった魔力の波動は心身ともに相当の負ふ担たんとなる。まるで空気に毒が混じり、重力が増したかのようだった。

「よく来たな、メルフォート卿きよう。六歩まえに出ることを許そう」

　シャマル公爵は机の上の書類にペンを走らせながら言った。短く刈り込んだ白髪。底光りする双そう眸ぼう。丁てい寧ねいに整えられた口くち髭ひげ。威い厳げんの塊かたまりのような老人男性が、部屋の奥の椅子に腰かけていた。

　ピノは六歩進んで立ち止まる。

　シャマル公爵はちらりとこちらを見て、眉まゆをわずかに動かした。

「想像していたよりもさらに小柄だな。あと二歩進め」

　言われたとおりにすると、丁度部屋の中央に来た。

「お初にお目にかかります、シャマル公爵閣下。ピノ・メルフォートでございます」

　挨あい拶さつを述のべ、頭を下げるあいだも、四人の直属警護官からの殺意は一切衰おとろえなかった。彼らは終始、ピノのことを敵として接するつもりらしい。主の護衛を任にんとする者にとって、それは正しい心構えだった。

「見てのとおり、私は忙しい。社交辞令は抜きにしよう」

　書類になにかしら書きつけながら公爵は言った。もうピノを見ようともしない。一度見れば十全だというように。

「早速本題に入ろう。メルフォート卿よ、そなたをここに呼んだのは、私の耳によからぬ一いつ報ぽうが届いたからだ」

「よからぬ一報、ですか？」

「うむ。そなた、自分の領地を離れ、各地の民と接せつ触しよくを図はかっているそうだな」

　自分の行動が筒つつ抜ぬけであることに、ピノは特に驚きはしなかった。

　エレノア法王国は領地境を結界で遮しや断だんしているので、入出国、領地越えの際には、必ず転移魔法陣を利用しなければならない。そして転移魔法陣の利用状況は逐ちく一いち記録されている。そのため誰がいつどのように旅をして、いまどこにいるのかということまで正確にわかるのだった。

　この魔法陣利用記録によって国民の数と所在が管理され、国外から訪れた旅人の行動が監視される。犯罪防止の面でも非常に効果が高い。

「はい、妹と一緒に各地の友人を訪ねております」

「あと二人、連れがいるようだが」

「国外から来た旅人です。その者たちの観光も兼かねておりまして」

　キュアリーガーデンのプレイヤーの多くは、数年前にこの国へと移住して来た、という〝設定〟でゲームを開始する。入国許可証、領地越境許可証が偽造され、転移魔法陣の利用記録にも改ざんが加えられるらしかった。ゆえにプレイヤーたちは、あたかも初めからエレノア法王国の立派な国民であったかのように、各地で暮らし始めるのだ。

　ファナミナからその話を聞いたとき、偽造や改ざんって、さすがにそれはフィルエストラに迷惑かけてるだろ、とピノは思った。けれどツァウラいわく《絶対犯罪を起こさへんっていうお墨付きの労働力がタダで手に入るんやで？　エレノア法王国にとって純然たる利益やろ》ということなのだそうだ。

（異世界保護法を都合よく解釈しすぎだろ……）

　ファナミナとツァウラも（キュアリーガーデンの運営スタッフが行った偽造と改ざんによって）旅人として入国している扱いだった。

「妹とともに友人を訪ね、ついでに旅人の観光案内か。なるほど、長い人生の中で、ときにはそういうこともあるのだろう。そなたが旅行会社の社員というなら、なにも問題はなかろうな。しかしメルフォート卿、そなたは貴族だ。ジ・トゥルアを治める領主である。にも拘かかわらず、明確な用命もなくおのが領地を離れ、ごく短い期間に各地を転々としている。これは他の貴族から怪あやしまれて当然の行為だ。メルフォート一族はなにをやっているのだ、なにか不ふ穏おんな算段でも企くわだてているのではあるまいか、とな」

「そんな、滅めつ相そうもございません」

　シャマル公爵は走らせていたペンを止め、溜め息混じりにピノを見み据すえた。

「なんにせよ、そなたの行動に対して他の貴族から非難の声が上がっているのは事実。これ以上不ふ明めい瞭りような旅を続けるというのであれば、領りよう地ち侵しん犯ぱんを行ったとして、そなたを捕らえなければならなくなるぞ」

　ピノは歯嚙みし、固かた唾ずを呑のんだ。

　領地侵犯とは、他者の領地に不当に侵入して権利を侵害する犯罪行為だった。下手をすれば死罪もありうる。貴族がそんな罪を犯したとなれば、一族まとめて処分が下るだろう。

「領地侵犯など、ぼくはそんなつもりでは……」

「いまここで弁べん解かいせずともよい。そなたにも言い分はあるだろうし、考える時間も必要だろう。今回の件に関しては、明日改めて報告せよ。もし私を納得させるだけの理由がないのであれば、友人訪問も観光案内も中止してもらうことになる。まあ心配せずとも、二、三ヵ月ほど自分の領地で謹きん慎しんしていれば、周囲の貴族からの不満も収まるはずだ」

　言い終えると、シャマル公爵は再びペンを動かし始めた。話は終わりだという意味だった。

　ピノは退室の挨あい拶さつをし、執務室を出た。山吹色のローブを来た魔法警護官に城外まで案内されたところで、ようやくピノは公爵閣下から言い渡された指示の意味を理解した。

　まずいことになったと思った。




　　　◇　◇　◇




　ジ・トゥルアの屋敷に着くと、ニコが花壇の花に水をやっていた。ツァウラは木こ陰かげのベンチに腰かけ、ぼんやりニコを眺ながめている。

「ピノやん、おかえり。このあと負債返済の旅はどないすんねん？」

「うーん。とりあえず今日と明日はこのまま待たい機きだな」

　そう言って自室に戻ると、ファナミナがピノのベッドで昼寝をしていた。うつぶせで。

（む……ポジションが絶ぜつ妙みようだな）

　悪魔の少女はベッドの上のほうで寝そべり、脚あしを開いた格好だった。ピノはそっとファナミナの両脚のあいだに腰を下ろし、仰あお向むけに寝転がる。頭のところに丁度ファナミナのお尻が来る。

「相変わらず素晴らしい感触だ。極上の寝心地」

　幼い頃、よくこうして眠ったものだ。

　ファナミナのお尻で頭をぽいんぽいんさせながら、ピノは腕を組んで思考に耽ふける。さて明日のシャマル公爵への釈しやく明めいはどうしたものだろう。

　各地を旅することに公的な理由はない。このまま悪魔アバターの願いを叶えようと動き続ければ、領地侵犯の罪に問われてしまう。かといって自領地での謹慎を受うけ容いれれば、そのあいだに返済の期日が過ぎる。

「現状、完全に手て詰づまりか」

　後頭部をファナミナのお尻に押しつけつつ熟考してみるものの、一向に妙みよう案あんは浮かばなかった。




　　　◇　◇　◇




　翌日、指定された時間にピノは再びエレノア城を訪れた。前回と同じ手順でシャマル公爵の執務室に通され、四人の直属警護官から昨日よりもさらに鋭えい利りな魔力を叩きつけられる。

「一分の遅刻だな、メルフォート卿。六歩まえに……いや、そなたの歩幅では八歩だったな。八歩まえに出たまえ」

　公爵閣下は厳きびしい顔つきで書類に目を通し、静かに判はん子こを押した。

　ピノは言われたとおり八歩進み、部屋の中央に立った。もしかしてこの位置に、罠わなでも仕掛けられているのだろうか。床がパカッと開く落とし穴になっているとか。

「さて、では弁べん解かいを聞かせてもらおうか。各地を巡めぐっていたのは、やはり私的な理由なのかね？」

　唇くちびるを嚙かみ、ピノは拳こぶしを握り締めた。

「いえ、それは、その……」

　シャマル公爵は書面から視線を上げ、こちらを見つめた。

「歯切れが悪いな。友人を訪問し、旅人を観光案内していたのではなかったのか？　それとも昨日私にした話は全て噓うそで、別の目的があって各地を回っていたというのか？」

　答えられなかった。異世界からやって来た悪魔との契約を果たすために旅をしているだなんて、言えるわけがない。

　ピノが押し黙っていると、部屋の四よ隅すみに立つ警護官から放たれている殺気が、徐じよ々じよに膨ふくれ上がっていった。

「どうしたメルフォート卿？　これ以上の沈黙は立場を悪くするだけだぞ？」

　閣下の問いかけによって圧迫感は殊こと更さら強さを増した。

　いまにも室内に満ちた緊張が弾はじけようかという、そのとき――。

　けたたましい音を立てて、突とつ如じよ執務室のドアが引き開けられた。

　ドア側に立っていた公爵直属魔法警護官の男性二人が、瞬時に動き出していた。魔法の詠唱とともに手のひらに膨ぼう大だいな魔力を集中させ、局所破壊型の魔法を放とうとする。

　だが警護官たちの動きは、いとも容易たやすく封ふうじられてしまう。

「貴様ら、とんだ愚おろか者だな」

　涼すずやかな声が響いた。眩まぶしい輝きを放つ二本の光の剣が、警護官たちの首元にあてがわれていた。

「この勇者エルロッテに襲いかかるなど、命知らずにもほどがある」

　なめらかにたゆたう金色の髪を見て、ピノはほっと息をつく。

「来てくれたか、エルロッテ」

「もちろんだとも、闇猫よ。少し遅れてしまったかな？」













　両手から光の剣を消失させたエルロッテは、ピノの傍そばまで来て微笑した。頰ほおが赤らんでいる。

「急に呼び出して悪かったな」

「いいや、貴様のためとあらばどこへでも駆かけつけるぞ。なにせ結婚を前ぜん提ていとした友人なのだからな！」

　四人の警護官とシャマル公爵は、突然の来訪者をまえに、呆あつ気けに取られていた。どうして勇者がここにいるのかということへの驚きが第一だろうが、エルロッテの服装についても、衝撃を受けているのは明白だった。

　ピクシーチュニック改め、ピクシービキニの露出度の高さに、みんな面食らっている。

「エルロッテ、そなた何用があってここに？　それにその服はいったい……」

　怪け訝げんそうな顔つきでシャマル公爵は訊たずねる。

「そっ、そんなにじっくり見るんじゃない！　これは闇猫に気に入ってもらうためであって、貴様らに見せるためにやってるんじゃないんだからな!!」

　剣の切きっ先さきのような鋭するどい眼光でエルロッテは言い放つ。でも体をくねくねさせているし、顔も真っ赤なので、全く怖くない。むしろ可愛らしい。

（ツァウラの言ったとおり、ピクシービキニが功こうを奏そうしているようだ）

　警護官のうちで最も若い（二十代と思われる）男性に至いたっては、目のやり場に困って、エルロッテを直視できないでいるくらいだ。

「まあ、衣服のことはよい。いや、城内でそんな不ふ謹きん慎しんな格好をしているのは極きわめて不ふ穏おん当とうだが、それについては後回しだ」

　錯さく乱らんが広がる中、公爵閣下だけは一切動揺を見せなかった。心中ではいくらか混乱していたのかもしれないが、少なくとも態度や声色に変化はない。

「エルロッテよ。この場に、このような礼を失しつした形で現れたことには、明確な理由があるのだろうな？　まずはそれについて申し開きをせよ」

　エルロッテは青い瞳ひとみを細め、右手を腰に置いた。口を真ま一いち文もん字じに結び、凜りんとした表情を作る。この女はたとえ公爵相手でも普段の態度を崩くずすことはない。それはどの組織にも属ぞくさない者だからこその不ふ遜そんさだった。

　仮にエレノア法王国の法王や公爵から敵視されたとしても、彼女は痛くも痒かゆくもないのだ。エルロッテほどの魔法使いであれば、各国から引く手あまたであり、エレノア法王国に拘こだわる理由もない。

　ピノはその〝自由〟が羨うらやましかった。

（ぼくもなんのしがらみのない一個の存在として魔法を探求できれば――）

　詮せんないことを考えながら、ピノはエルロッテの返答を待った。

「シャマル公爵よ、このたびのことで貴様に、そして各地の領主に不ふ審しんな思いを抱かせてしまったこと、まずは謝っておかねばならない。申し訳なかったな」

「それはどういう意味かな、勇者殿よ」

　少しも屈くつ服ぷくする様子を見せないエルロッテを当あてこするように公爵は言った。

「私がエレノア法王から承った役割については、貴様も知っているな？」

「無論だ。……国や民間ギルドからの依頼を引き受ける傍かたわら、定期的に各地の都市や村を訪問すること――それが法王様がそなたに与えた使命だ」

　半はん端ぱな魔法使いでは到とう底てい務まらない高難度の依頼を解決することがエルロッテの主な役目だった。そしてもう一つの重要な仕事が、エレノア法王国内を巡り、民を激げき励れいすることだ。勇者エルロッテの人気は絶大であり、彼女が訪れるだけで街や村は活かつ気きづく。エレノアの民たちの心に勇気と希望を宿すこともまた、光の申し子としての大きな使命なのだった。

「ああ、そのとおり。しかしながら、最近私は体調を崩くずしていて、訪問ができない状態にあったのだ。そこで私は闇猫に頼み、私の代わりに各地を巡ってもらっていたというわけだ。これがこのたびの一件の真相だよ、シャマル公爵」

　シャマル公爵は眉間に深々と皺しわを作り、わずかに首を竦すくめた。

「解げせないな、勇者殿。各都市や村々を訪問し、激励するのは、勇者であるそなただからこそ大きな意味を持つ。メルフォート卿も誉ほまれ高き魔法使いではあるが、世間の認知度で言えば、そなたとは比べるべくもない。一般の民たちの中には、メルフォート卿を知らぬ者も多いはずだ。……とてもそなたの代わりが務まるとは思えないが」

　女勇者はもっともだというように頷き、髪を耳に撫なでかけた。

「なにも私は、闇猫に私と同じ役割をやらせようとしたのではないよ。そもそも貴様は勘かん違ちがいをしている。私が都市や村を巡るのは激励だけが目的ではない。国民一人ひとりと同じ目線で触れ合い、その声に耳を傾ける――それこそが勇者である私の使命なのだ。国立警護団が動いてくれないような事案の相談に乗ったり、資金不足で民間ギルドに依頼ができない貧困者の悩みを解決したりな」

　今度はシャマル公爵が頷き返す。

「なるほど、そのような慈じ善ぜん事じ業ぎよう紛まがいのことを、メルフォート卿に頼んでいたというのだな。ふむ、事態は把握した。だがどうしてそのことを黙っていた？　どんな理由があろうとも、国の正式な許可がなければ、貴族であるメルフォート卿の各地巡回は領地侵犯に問われても致いたし方ない行こう為いだ。もしそなたの代行をやらせたいのなら、事前に申請し、許可を得なければならない」

「申請はした」

「……なに？」

「申請はしたし、許可も得た」

　シャマル公爵はエルロッテを睨にらんだまま、しばらく黙り込んだ。それから机の上で手を組み合わせ、溜ため息いきをつく。

「くだらん噓はやめたまえ。そんな書類は私の許に届いていないし、他の貴族からの報告もない」

「う、噓など言っていないぞっ。おやぁ、みょ、妙みようだな～。ちゃーんと許可はもらったんだがなぁ」

　エルロッテの口調が、急に白々しくなる。

（こいつ、噓がめっちゃ下手だな！）

　ピノは思わず額ひたいに手をやった。

「いったい誰から許可をもらったというのだ、エルロッテよ」

「そそ、そりぇはだな～」

　公爵の声に厳しい響きが籠もる。エルロッテはもうしどろもどろだ。

　エルロッテに代わってピノが答えようとしたとき、不意に新たな人影が現れた。

「許可は私が出したんだよ、シャマル卿」

　開かれたままになっていた執務室のドアから、臙えん脂じ色いろのローブを身に纏まとった痩そう身しんの男性が入ってくる。温もりのある笑顔を湛たたえたロンド公爵閣下だった。

「これはこれはロンド卿」

　シャマル公爵は椅子から立ち上がって会え釈しやくをした。しかしその表情は険けわしいままだ。

「そなたがわざわざ私の執務室に出向くなど初めてのことだな。それで、いまの言葉は事実かね？」

「うん、出したよ、許可」

「なんの書面も配布されていないようだが？」

「それがねぇ、それ、私のミスなんだよねぇ。エルロッテから申請を受けて、許可したまではよかったんだけど、そのあと書類にまとめてみんなに配くばるのをすっかり忘れてしまっていたんだ。ごめんねぇ。ははは」

　頭を掻きつつ、ロンド公爵は気き恥はずかしそうに笑った。

　対して、シャマル公爵の顔つきはますます鋭くなる。

「忘れていた？　公式な文書の作成を？」

「そうなんだ、本当に申し訳ない。だいぶ遅くなったが、今週中には文面をまとめて各方面に配布するよ。……ということを伝えるためにここに来たんだが、ピノくんも来ていると聞いて、これを持ってきた」

　ロンド公爵は手に持っていた鞄かばんから丸まった羊皮紙を取り出し、広げてみせた。

　――そこには大きな文字で【勇者代行許可証書】と書かれてある。

「受け取ってくれ、ピノくん。これはきみが勇者エルロッテの代行者であるということを、エレノア法王国が正式に承認した証だ。もうどこへ出掛けても領地侵犯に問われることはないぞ」

　手渡された証書をピノが確認していると、シャマル公爵が足早に近づいてくる。かなり高齢のはずだが、その足取りはしっかりしたものだった。

「すまんが、私にも見せてくれないか。……ふむ、発行日時はメルフォート卿が旅を始めた時期と合がつ致ちするな。しかし、なぜ証書のことを黙っていたのかね、メルフォート卿」

「エルロッテから他言無用と申しつけられていたのです。勇者である彼女が健康に問題を抱えていると知れ渡るのは、不利益でしかありませんから。シャマル公爵閣下であれば話しても構わないかとも思ったのですが、一応エルロッテ本人に確認を取ってからにしようと」

　シャマル公爵は証書をピノに返し、エルロッテのほうに体を向けた。

「それでエルロッテ自らが説明に来たというわけか。体調が優すぐれぬ中、ご足労をかけたな。その誠意は充分に理解できた。此こ度たびのことは我々公務側の手抜かりであった、国を代表して謝罪させていただく。申し訳なかったな、勇者よ」

　深く頭を下げるシャマル公爵を見て、ロンド公爵が慌てる。

「ちょっとちょっと！　私のミスなんだから、シャマル卿が頭を下げる必要なんてないよっ」

「そなたの失敗であろうとも、結果として私の質疑に応えるため、エルロッテは無理をして来訪してくれたのだ。この謝罪は正当である」

「もう～相変わらず真ま面じ目めだねぇ、あなたは」

「そなたが適当すぎるのだ。ほら、そなたもエルロッテに詫わびんか」

　促されて、ロンド公爵も女勇者に頭を下げた。貴族の頂点である公爵が二人並んで頭を下げているところなど、二度と見ることのできない光景だろう。

　けれどもシャマル公爵もロンド公爵も、ピノに向かって頭を下げたりはしなかった。それは決してピノの身分の低さを軽んじているわけではなく、貴族であるピノを困らせないための配はい慮りよだった。上司に平身低頭されても、逆に萎い縮しゆくしてしまうだけだということがわかっているのだ。

　シャマル公爵は体を起こし、こちらを見る。

「これでそなたに対する疑いは晴れた。勇者エルロッテの代行として各地を視察する任務に精せいを出すがよい」

　おだやかな声で囁きながら、ピノの肩に手を置いた。

　だがピノは目のまえに立つ老人の真意を見逃さなかった。ピノを見つめるその双そう眸ぼうには、確かつ固ことした疑念の光が潜ひそんでいる。

　エルロッテ本人の証言とロンド公爵が用意した証書によって一応の道理が通り、今回は身を引いてくれたようだが、シャマル公爵は感覚的に看かん破ぱしているのかもしれない、ピノが抱える大きな秘密について。

「ところで、勇者殿。体調が悪いということだが、そのわりに随ずい分ぶんと薄着だな？」

　一段落しかけたところで、シャマル公爵が何気なく鎌かまをかけてくる。

　エルロッテはぎくりと肩を竦め、目を泳がせた。

「これは、あれだ、治ち療りようの一環だ！　私の病は精神的なものでな、こうやって肌を露出することで、症しよう状じようを和やわらげているのだッ！」

　あまりにも酷い噓だった。

（肌を露出することが治療って、どんな病気だよ……）

　病状説明が突とつ拍ぴよう子しもなさすぎたせいか、シャマル公爵はやや怯ひるみつつ頷いた。

「そ、そうか、心に重い病を抱えているのだな……ゆっくりと療養するがよい」

　とても優しい声色だった。その顔には、可哀想なものを見るような色が浮かんでいた。
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　そのあと、エルロッテの着ているピクシービキニが元は法王様から頂ちよう戴だいしたピクシーチュニックであることがばれて、執務室はちょっとした騒ぎになる。

　いくら勇者といえど、一国の王から賜たまわった品を粗そ末まつに扱あつかったことは問題である。法王様に直接会って状況を説明せよ――という運びになった。

《安心するがいい。そなたがそのような奇き行こうに至いたったのは心の病のせいなのだと、私から法王様に申し上げてみよう》

　シャマル公爵は苦にが々にがしい表情でそう言っていた。どうやらエルロッテは心に病を抱える奇行持ちの勇者として法王様に紹介されるらしい。適当についた噓から、とんでもない事態になってしまった。

「エルロッテがあんなにも噓が下手とは予想外だった。いまも法王様のまえでしどろもどろになってるんだろうな。まあ、エルロッテが心の病だと思われてるほうが、ぼくの勇者代行に真実味が出ていいけど」

　馬車の中でロンド公爵と向かい合って座り、ピノはエルロッテが戻るのを待っていた。彼女はいま、法王様との謁えつ見けんの最中だった。

（しかし、さすがは公爵閣下の馬車、とても座り心地がいい）

　ピノが背もたれの感触に感動していると、ロンド公爵はおもむろにうな垂だれた。

「はぁ～、やっちゃったよぉ。公文書偽ぎ造ぞうやっちゃったよぉ。大丈夫なの、私？　キュアリーガーデンの運営から怒られない？」

「案ずるな、ジョウジ。ツァウラの持じ論ろんを借りれば、総合的に判断して不利益とならなければ問題ないらしい。今回の公文書偽造でフィルエストラに与えた不利益よりも、巡り巡って得られる利益のほうが大きいはずだ。たぶん。きっと」

「全然大丈夫に聞こえないよ……。シュミリアちゃんのブラウスを手に入れてくれたきみたちの頼みだから聞いたけど、こういうのはこれっきりにしてくれよ？」

「もちろんだ。助かったよ、ジョウジ。感謝してる」

　今回の一連の筋書きを考えたのはツァウラだった。

　ファナミナの《エルロッテさんに助けてもらうことってできないんですか？　あと、このまえのフェッチフェチの公爵さんとか、偉い人に力を借りましょうよ》という一言をきっかけに、ツァウラはあっというまに悪わる巧だくみを形にしてしまった。

　本当に狡ずる賢がしこい奴だとピノは感服した。さすがは悪魔といったところだろうか。ピノの頭脳は天才的だが、悪事を犯す、法を破る、といった概念が根本的に抜け落ちている。そのためツァウラのような発想は絶対に出てこない。

「本音を明かすと、おまえのような悪魔がエレノア法王国を動かす地位にいることには不快感があったんだが、しかし今回はそのおかげで救われた。複雑な気分だよ」

「いや、その点については私も、さすがにやりすぎたなって思ってるんだ。実は私、悪魔界で会社をリストラされちゃってね……自分よりも若い奴から会社を辞めろって言われたときのあの屈くつ辱じよく感かんは、もう酷いもんだったよ。胃に穴が空あいたからねぇ……。で、その鬱うつ憤ぷんを晴らすためにキュアリーガーデンでめちゃくちゃ偉くなってやろうって思って、がむしゃらにプレイしてたんだけど、気づいたら公爵になっちゃってたんだ」

「公爵になれるくらい有能なおまえが会社を辞めさせられるって、想像がつかないんだが。公金横おう領りようでもやったのか？」

「あ、え～、その、自分で言うのもなんだけど、私ってけっこうなエリート悪魔だったんだよね。社長からもかなり信頼されてたし。でもある日、幹部社員が社長の家に招まねかれたことがあってね、そのとき私、社長の娘さんが履はいてた靴くつをこっそり盗んじゃって、それがあとからばれて、エリート人生が終わったわけ。そこから一気に窓際族で、挙げ句の果はてにリストラだよ。とほほほ～」

「……恐ろしくくだらない理由だったな……」

「しょうがないだろっ、私は女性本人より、その周囲のアイテムにそそられてしまうんだから！」

「どうしようもないフェチだな、おまえは」

　ロンド公爵はへへへと笑いながら頭を掻いた。なぜ少し嬉しそうなのか。自分がフェチであることに誇りを持っているのかもしれない。やっぱり嫌だ、こんなのが公爵だなんて。

「それで、プレイヤーの要望に応える旅はあれから順調かい？」

「ああ。シャマル公爵から呼び出しを受けて二日間足止めされたが、それでも予定よりも順調なペースで進んでいる」

「そうか、ならいいんだが」

　眉をひそめ、ロンド公爵は急に真剣な顔をした。

「なんだ？　なにか気になることがあるのか？」

「うん、ちょっと最近、奇妙な情報が入ってきてね……」

　その後、注意深い声色で語られたロンド公爵の話は、確かに奇妙だった。しかし、このときピノは魔力融資の返済を最優先に考えていたので、どこか他ひ人と事ごとのように聞いていたのだった――。

　十分ほど経たって、エルロッテが戻ってくる。ピノは馬車のドアを開けて女勇者を迎えた。エルロッテは馬車に乗り込むなりピノの隣に腰を下ろし、くたびれた顔で溜め息をついた。

「法王様との謁見はどうだったんだ、エルロッテ」

「各地の訪問は貴様に任まかせてじっくり療養しろと言われた。すっかり病人扱いだ。貴様が勇者代行として各地を巡るに当たって、私はじっとしていたほうが都合がよいのだろうがな」

「まだしばらくはサグリナ村にいるつもりなんだろう？」

　現在もエルロッテはサグリナ村に滞在し、破壊してしまった転移魔法陣の修復を行っているらしかった。地脈の操作が必要である転移魔法陣の作成には、高位の魔法使いが数人がかりで一ヵ月以上かかる。それをエルロッテはたった一人で行っているのだ。

「うむ、転移魔法陣の修復にはもう少しかかりそうだ。サグリナ村の人々には、表向きは病気の療養ということで口裏を合わせてもらおう」

「悪かったな、いろいろと協力してもらって」

「貴様がどんな秘密任務を帯おびているのか気にならないと言えば噓になるが、話せないというのなら深くは訊くまい。理由など関係なく困っていれば力を貸す、それが友というものだからな！」

　エルロッテには魔力融資や悪魔アバターのことを明かしてはいない。それでも彼女はピノの無茶なお願いを快こころよく引き受けてくれた。

「ありがとうエルロッテ。恩に着るよ」

「貴様が喜んでくれるなら、それでいいのだ。ときに闇猫よ、私もそれなりに頑張ったので、なんというか、ご、ご、ご褒ほう美びが欲しいというか……」

　頰を赤らめ、体をうねうねさせながら女勇者は密ひそめく。

「ご褒美？　例えばどんな？」

「ご褒美といえば、ご褒美のチューだ！」

　青い瞳を大きくして、勢いよくエルロッテは顔を近づけてくる。おびただしい熱気が伝わってきて、ピノはちょっぴり怯んだ。

「チューって、口づけのことか？　友人って、口づけするのか？」

　疑問に思って、ピノは自らの口づけ体験を振り返ってみる。小さい頃、母親とは口づけをしていた。おやすみのチューとか、誕生日のときとか。

　ニコともしていた。ニコは母親の真似をしていただけだったが。

　あと、ファナミナともしていた。というか、されていた。あの女は、タイミングとかお構いなしにチュッチュチュッチュしてきたように思う。子供心にそれが鬱うつ陶とうしくて《ファナミナ、チューしちゃ、めっ！》と怒ったら、凄く悲しい顔をされたのを覚えている。

　母とニコはもちろん、ファナミナも家族みたいなものだ。きっと口づけとは、家族間で行われるコミュニケーションに違いない。

「友人で口づけって、やっぱり変じゃないかな」

「ん～、そうか。……じゃあヨシヨシはどうだろうっ？　偉えらい偉い、よくやったぞと、優しく頭を撫でるのだッ」

「それなら妥だ当とうかもな。うむ、では頭を出せ、エルロッテ。最大限の労いたわりの気持ちを込めて、おまえの頭をヨシヨシしてやろう」

「きゃ、やったー」

　可愛らしい声で言って、女勇者はおずおずと頭をこちらに向けた。ピノが柔らかい手つきで髪を撫でてやると、

「ふに～」

　と愛くるしい鳴き声が漏もれる。喜んでいるっぽい。

　その様子を間近で見ていたロンド公爵はぽかんと口を開けて首を傾げた。

「きみたちって、どういう関係なの？」

　質問に対し、ピノとエルロッテは声を揃そろえて答えた。

　友人だ、と。
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　勇者代行許可証書を手に入れたピノは、もう他の貴族からのしがらみに縛しばられはしなかった。堂々と各地を巡り歩き、ハイペースで悪魔アバターの願いを叶えていくことができた。

　やがて〝債務一括引受〟の契約から十八日が経過し、その時点で願いを叶えた悪魔アバターの数は九十七体、負ふ債さい完済まであと十一体というところまで来た。

　契約の完了が近づき、ピノの胸にも浅からぬ興奮が満ちていた。もう少し、あと少しで魔法の力を取り戻すことができる。そしてファナミナも職場を解かい雇こされずに済むようになるはずだった。

　だが、ピノが次に受けた悪魔アバターからの要望は、これまでで最も困難なものとなった。それはかつてロンド公爵が口にした奇妙な話に関連することだった。

　勇者代行許可証書を手渡されたあの日、ロンド公爵は馬車の中で言った――《エレノア法王国の北西にゲットオ森林ってあるだろう？　きみなら知ってると思うけど、あそこにはオーク族の巣そう窟くつになっている古い廃はい城じようがあるんだ。で、実はこのまえその廃城の付近を捜索していた旅の魔法使いから、気になる情報が入った。いつもなら森の中や城の周囲を徘はい徊かいしているはずのオークたちが、一匹も見当たらなかったそうなんだよ》

　ゲットオ森林の廃城ならピノも知っていた。あそこにはオーク族の王がいて、配下のオークたちも最強クラスの精せい鋭えいが集められている。モンスターから手に入る素材を集めて回るような練れん達たつの魔法使いでも、まず足を踏み入れない危険地帯だ。

　その廃城からオークの姿が消えているというのは、なんとも不可思議だった。オークは土地に愛着を持つ種族で、住すみ処かを変えることは滅めつ多たにないと言われている。事実、エレノア法王国が建国される以前から、オーク族はずっとゲットオ森林の廃城を根ね城じろにしてきたのだ。

　他のモンスターに住み処を追われたというのも考えにくい。オークは人型のモンスターで、岩のような強きよう靭じんな体たい軀くを誇り、鋭い牙と爪を持つ。獰どう猛もうな見た目とは裏腹に知能が高く、集団で行動する習性もある。さらに自作した武器や鎧を身につけているため、戦闘能力は極きわめて高い。ゲットオ森林周辺に生息するモンスターの中に、オーク族を脅おびやかすような存在はいないはずだった。

　どんな理由があれば、廃城からオークたちがいなくなるというのか。

　答えをもたらしてくれたのは、意外にも悪魔アバターだった。九十八体目の悪魔アバターが語った要望の中に、オーク消失事件解明の鍵は隠されていた。

「や～、しかしようやくゴールが見えてきたっちゅーところで、えらい展開になってもうたなぁ」

「話が通じる相手でもなさそうですしね……」

「下手したら、あたしたち皆殺しだよねえ。ミナゴロシミナゴロシ～、あははは、超こわぁい」

「そのときはぼくがおまえたちを命懸がけで守るさ。もしくは天才的閃きを発揮して逃走する」

　ツァウラは呆れたように、ファナミナは不安そうに、ニコは楽しそうに、ピノは至し極ごく真面目に言った。

　薄く白んだ空気の中を、ピノたちは慎重な足取りで進んでいた。背の高い木々に陽光を遮さえぎられているせいで周囲は薄暗く、昼過ぎだというのに肌寒い。倒木が道を塞ふさぎ、剝むき出しの岩肌がいまにも崩ほう落らくしそうだった。

　ゲットオ森林は、まるで人の侵入を拒こばんでいるかのように、不ぶ気き味みな雰囲気に包まれていた。

「ってかピノやん、逃げるんかいな」

「そりゃあエルロッテでやっと倒せたような相手だぞ？　魔法の使えないいまのぼくじゃあ敵かなわないかもしれないからな。撤てつ退たいも視野に入れておくのは当然の配はい慮りよだ」

「あの切なさ爆発欲求不満おばちゃんに一緒に来てもらえたらよかったのにね」

「このタイミングでエルロッテさんがエレノア法王国を離れているなんて、運が悪すぎですよぅ」

　現在エルロッテは南部の温泉地帯へと出掛けていた。心身をゆっくり休めなさい、という法王様の心遣いによるものだった。心の病という設定であるエルロッテが断れるはずもなく、三日ほどまえに出国し、戻るのは五日後の予定だ。

「最悪、エルロッテが戻るまで待ってもええねんけどな」

「期日まで余よ裕ゆうもありますしね」

「エルロッテにはすでに一度迷惑をかけているからな、できればぼくらだけで解決したいところだ」

「おー、見えてきたよ、お城。うわヤッバぁい！　魔法が下手くそのあたしでもわかるくらい強烈な魔力がビンビン伝わってくる！」

　石造りの古びた城が姿を現す。壁があちこちひび割れ、苔こけが生はえ、蔦つたが絡からまっている。川から水を引き込んだ堀ほりに囲まれ、城に入るには吊り橋を渡らなければならないらしい。地形を利用した、防衛に優れた要塞だ。オークたちが住み処に選んだのも頷ける。

「さあ、それじゃあ行こうか、魔王ヒュナの許へ」

　ピノが先陣を切って吊り橋へと進む。城へ一歩近づくにつれて増してゆく威圧感に、否が応でも一同の緊張は高まっていった。




　　　◇　◇　◇




　九十八体目の悪魔アバターはなんとモンスターの姿をしていた。キュアリーガーデンでは人としてだけではなく、動物やモンスターとしても生活できるようだった。

《ゲットオ森林に、突如として魔王ヒュナが現れたのです。ヒュナはオーク族の根城を襲い、我が物としました。オーク族は森を追われ、周辺のモンスターたちの力関係は崩れ去り、酷い混乱状態です。私にとって、厳きびしいながらも気高く美しい自然界の秩ちつ序じよに身を置くことがなによりの幸福だったのですが、魔王ヒュナのせいで、全て台無しになってしまいました。だからお願いです、魔王ヒュナを廃城から追い払い、ゲットオ森林に秩序を取り戻してください》

　悪魔アバターは悲しげな表情でそう語った。魔王がゲットオ森林に現れたのはおよそ一ヵ月前のことであるらしい。

　だとすれば、以前に結界付近で目撃されていたオークたちは、魔王ヒュナに森を追われた者たちだったのかもしれない。異変はあのときから起こっていたのだ。

「魔王さん、戦うまえにこっちの体力回復させてくれるんかなぁ？」

「世界を半分やるから仲間になれって誘ってくるかもしれませんね」

　城内を歩きながら、ツァウラとファナミナが意味不明の会話を交わす。燭しよく台だいに火が灯ともっているので、城内は思ったよりも明るかった。

「なんの話だ、それ」

　ピノが問いかけると、ファナミナが小さく笑いながら傍に来る。その際、そっと手を握ってきた。なんで脈みやく絡らくなく手を繋いでくるんだろうと思って顔を見たら、ファナミナは随ずい分ぶんぎこちない表情を浮かべていた。たぶん廃城の雰囲気が怖いのだろう。それを悟さとられたくなくて平気な素そ振ぶりをしているがばればれだった。

「魔王の定番ですよ。魔王は勇者一行と戦うまえに、なぜか勇者たちの体力を回復してくれるんです」

「馬鹿なのか、そいつは？　なんで魔王がそんな真ま似ねをする？」

「あと勇者に向かって、世界を征せい服ふくしたあかつきには領地を半分くれてやるから仲間になれって誘うんです」

「やっぱりその魔王は大馬鹿者だな。勇者というのは、魔王を倒せる見込みがあるくらい強いから勇者なんだ。もし領地が欲しいなら、与えられるまでもなく自分で占せん領りようするだろ」

「ですよねー。そんなおバカな魔王なんているわけないですよね～」

「あたりまえだ」

「そういえばフィルエストラにおける魔王って、どういう人のことを言うんです？」

「んー。大まかに説明すると、絶大な魔力を持ち、圧倒的な恐怖と混乱を撒まき散ちらす存在が〝魔王〟ということになるかな。あと、人型であることも条件か。これが四足歩行の動物なら〝魔獣〟と呼ばれるし」

「ほええ」

「過去の文ぶん献けんの研究によれば、魔王も魔獣も、突然変異種ではないかと言われている。人間族、エルフ族、オーク族にドラゴン族、そういった多くの種族の中から、突発的に変異した個体が、魔王となり魔獣となるのだろうと」

「突然変異、ですか？　なんか急に難しい話になりましたね」

「これまでに確認されている魔王や魔獣は、どれも桁けた違ちがいに強い魔力と異常に長い寿命を持っていた。そんな生命体が種族単位で存在していたら、記録に残らないはずがない。だから突然変異種なのだろうという仮説が導き出されたのさ」

　そんな会話をしているうちに、最上階の巨大な扉に辿り着く。間違いなくここが王の間だ。扉の向こうに魔王ヒュナがいるはずだった。

「ここから先は危険だから、ぼくだけで行く。おまえたちは待っていてくれ」

　満を持してピノは王の間へと進む。

　扉を押し開けると、悲鳴じみた軋きしみが上がった。熱風のような空気が噴ふき出だし、ぬるりと頰を撫でてゆく。魔王の魔力が充満した室内は、かすかに息苦しく感じられた。

（どこだ、魔王――!?）

　素早く首を巡らせ、敵の姿を探す。魔王ほどの者ならば、ピノたちの接近にも気づいているに違いない。不意打ちすることも、罠わなを仕掛けることも容よう易いだろう。なにが起こっても対処できるよう、全身の感覚を研とぎ澄すませる。

「魔王め、どこにいるッ？　魔王……まお、え？　ま、魔王？」

　たまらず、目を見張った。

　魔王は意外な場所にいた。かつて人間の王が、そしてオーク族の王が腰を下ろしていたであろう玉座……ではなく、もっと端っこ。王の間の奥、壁際に寄せられた四角いテーブルの上で、魔王はすやすやと眠っていた。

「まお……魔王……だよな？」

　テーブルに近づいても、魔王が起きる気配はない。

　異変を感じ取ったツァウラたちがぞろぞろとやって来て、ピノ越しに魔王の姿を見やった。

「これが魔王かいな？」

「魔力の大きさからして、魔王に間違いないんでしょうけど……」

「あはは、可愛い寝顔だねえ」

　口をだらしなく開けて、魔王は愛らしい寝息を立てていた。水を零したように、テーブルに涎よだれが広がっている。

（……無防備すぎる……）

　細くて長い手足を縮めて、赤子のような格好で魔王は眠っていた。その外見は人間の女性と大差なく、だいたい人間換算で二十歳くらいといった感じだ。無防備に眠る大人はファナミナで慣れていたが、それが魔王となると、困惑を禁じえない。

　ピノたちが騒ぎ出したことでようやく目が覚めたのか、魔王は裏返った声で唸うなり、指で瞼まぶたをこすった。

「んあ～？　なんじゃ、なんじらは？」

　肩の辺りで真っ直ぐに切り揃えられたダークブルーの髪を揺らめかせ、魔王はうっすら目を開けた。

「えっと、ぼくらはとある人物からの要望を受けてやって来たんだが……」

　兎とにも角かくにも話し合いから始めてみる。いつ襲いかかられてもいいように、警戒心はゆるめないでおく。

「おお！　ということはお客人じゃなッ」

　魔王ヒュナは水色の瞳を見開き、嬉しそうに言って体を起こした。

　その容姿を改めて視界に捉とらえて、ピノは首を傾げる。魔王というから、かなり邪悪な見た目を予想していたのだけれど、実際のヒュナから受ける印象は〝邪悪〟ではなく、〝気け怠だるげ〟だった。寝起きだからというのもあるのだろうが。

　ただ、見た目は人間的でも、ヒュナの纏う雰囲気にはただならぬものがあった。やや目尻の吊り上がった彼女の瞳を見つめていると、夜の闇に吸い込まれるような、不思議な錯さつ覚かくを覚えた。艶つやめく唇が妙に意識に迫せまってきて、胸がざわざわする。黒曜石のように輝く褐かつ色しよくの肌はなめらかで、触ふれてみたいという気持ちになった。

（ふん、〝誘惑テンプテーシヨン〟か）

　テンプテーションは対象の精神をコントロールする高難度の魔法だった。暗示や印象操作とは違い、対象の精神防壁をすり抜けて強制的に心を支配してしまう。効果は強力だが、精神力の高い者（例えば魔法使い）には、まず通用しない。

　一部の妖精やモンスター、希少種の花には、このテンプテーションを魔法としてではなく、生まれ持った個体特性として有するものもある。元素回路エレメントサーキツトが構築された気配はなかったので、魔王ヒュナもまた、個体特性としてテンプテーションを発動しているのだろう。

「まあ、おまえを訪ねてきたわけだから、客ということになるかな」

「しばし待つがよい！」

　乱れた黒いドレスを直そうともせず、魔王はテーブルから飛び降りた。物もの憂うげな貴婦人といった印象のヒュナだが、その口調や仕草はまるで幼い子供みたいだった。なにやら、はしゃいでいるように思える。

　ヒュナがパチンと指を鳴らすと、瞬時にエレメントサーキットが構築された。身構えていたピノですら意表を衝つかれるほどの高速魔法制御だった。ヒュナの魔力は黒い塊かたまりとなって、やがてそれは人型の骸がい骨こつとなる。スケルトンを召喚したのだ。

　攻撃されるのかと思って戦闘態勢に入るピノを余よ所そに、スケルトンは足早に王の間を出ていった。

「……あのスケルトンになにをさせるつもりだ？」

「なにって、お茶の準備に決まっておる。お客人が来たら誠せい意いを持ってもてなすのがマナーじゃろう？」

　待つこと五分、スケルトンはトレイに茶器をのせて戻ってきた。老ろう練れんの執事さながらのてきぱきした動作でお茶を用意していく。意志を持たない物体の召喚は容易ではあるものの、細やかな動きや複雑な命令を聞かせるのが非常に難しい。それをここまで流麗に操れるヒュナは、やはり相当な魔法の使い手なのだ。

「さあさあ、気楽にくつろぐがよいぞ、お客人よ」

　さっきまで魔王が寝転がっていたテーブルを全員で囲み、お茶が振る舞われた。毒でも入っているかもしれないとピノが警戒する中、ニコはお構いなしにお茶を口に運ぶ。

　さすがの天真爛漫さだなと感心しつつ、ピノもお茶に口をつけた。変わった味だったが、まずくはなかった。

「なぁ、ファナミナ」

　ピノは終しゆう始し笑顔の魔王を見つめながら、隣の席のファナミナに密ひそかに話しかけた。

「なんですか、ピノくん」

「魔王、完全に寝てたよな」

「寝てましたね」

「そしてぼくらいま、お茶を振る舞われてるよな」

「振る舞われてますねぇ」

「さっきの言葉を撤てつ回かいする。おまえが言っていた魔王より、こっちの魔王のほうがよっぽどバカっぽい」

「ですねー。ほんとにいましたね、おバカな魔王」

　魔力は魔王と呼ぶに相応ふさわしいものだけれど、その中身はどうにも間が抜けているようだった。魔王の許にやって来る人間なんて九割方が敵だろうに、呑のん気きに眠りこけていた挙あげ句くに、お茶でもてなす始末。

　呆れているピノに、魔王はさらに呆れるような質問を投げかけてきた。

「して、なんじら何用でわらわを訪ねてきたのじゃ？　もしや、わらわを殺しにきたのかの？」

　うきうきした声で、そんなことを言う。

「ぼくらがその気だったら、おまえの寝込みを襲っているだろう？」

「そうかそうか、そうじゃのう」

　ヒュナはあっけらかんと笑い、茶菓子のクッキーに手を伸ばした。その拍ひよう子しにドレスの肩かた紐ひもがずり落ちたが、気にする様子もなくクッキーをかじる。ドレスがずれて乳房が見えそうだ。

「のわー、このヨダレびちゃびちゃ寝ね坊ぼ助すけ魔王さん、おっぱいプヨンプヨンだね。ファナミナちゃんとタイプがかぶってる～。でもでも、ファナミナちゃんよりお腹回りは細いねえ。ファナミナちゃんの上位互換って感じ。ファナミナちゃん、もしかしてお役やく御ご免めんかも？」

「な、なな、なにを仰おつしやいますかっ？　わたしは貴重なハイテンションツッコミキャラなんです！　この面メン子ツでは唯一無二のポジションですよぅ！」

　騒ぐファナミナのお腹の肉を摘つまんで静かにさせる。

　全く、悪魔といい魔王といい、どうしてこうも見事にこちらのイメージを壊しにかかるのだろう。

「だいたい魔王ともあろう者が昼間っから眠り込んでいるなんて、不用心じゃないか」

「いやぁ、わらわはＡＢ型なもので、常に眠たいのじゃ～」

「えっ、魔王にも血液型とかあるの？」

「あるある。わらわは魔王などと呼ばれておるが、なんじら人間とそう変わらんよ」

　会話はちゃんと成立するし、けっこう親しみやすい人柄らしい。これなら話し合いで解決できそうだ。

「魔王って、もっと残ざん虐ぎやくな奴を想像していたんだが、おまえは違うみたいだな。もしやオーク族をこの城から追い出したのも、なにかわけがあってのことなのか？」

「なんじゃ、人間のくせにそんなことまで知っておるのか」

「ある人物からこの森の状況を教えてもらい、そしてぼくらはここに来た。なぁヒュナ、おまえに居場所を奪われたオークたちがゲットオ森林から姿を消し、新たな住み処を求めて各地を荒らし回っているらしいんだ。そのせいで、多くのモンスターや動物が被害を受けている。だから、できればこの廃城をオーク族に返してやって欲しいんだよ。それとも、この廃城に拘る理由があるのか？」

　ヒュナはお茶を一口飲んでから、

「退屈だったのじゃ……」

　ぽつりと、少し拗すねたような声色を漏らした。

「オークどもから城を奪ってやったのは、退屈しておったゆえじゃ。オークどもめ、ここらの土地で最も屈強な種族じゃと聞いておったから、どれほどのものかと楽しみにしておったのに、これが存外期待外れでのぅ。で、暇ひま潰つぶしに城を奪って、森から追い払ってやったのじゃ。まあ、奴らの屈くつ辱じよくに歪ゆがむ顔を見るのは、ほんのちょっとだけ楽しかったが」

　軽い悪戯いたずらをしただけだ、と言いたいようなヒュナの物言いに、ピノはそら寒いものを感じた。

「退屈……？　そんな理由で、オーク族から居場所を奪ったのか？」

「だから、そう言っておるじゃろう」

「そのせいで、他の動物やモンスターが困っているんだぞ？」

「そんなことわらわの知ったことか。そもそも、困っているということは、生きているということじゃろう？　生きているなら、それで充分ではないか。むしろわらわに感謝してもよいくらいじゃ」

　意味がわからず、ピノは眉をひそめた。

「なにを言っているんだ？」

「わらわならば退屈凌ぎに、オーク族を全滅させることも、この森を焼き尽くすことも、周囲の動物やモンスターを根絶やしにすることもできたということじゃ。そうしなかっただけ、褒めてもらいたいのぅ」

　かすかに唇を突き出し、ヒュナはむくれる。

　その言葉に悪意や威圧感は欠かけらもなかった。なんの意気込みもなく、作さく為いもなく、自然体で発せられた言葉――つまり、彼女は心底純粋にそう思っているのだ。

（危険だ……）

　ピノは本能で理解した。この魔王を野放しにしておけば、いずれ必ずフィルエストラに重大な被害が及ぶ。

　椅子が倒れるほどの勢いで、いきなりファナミナが立ち上がった。

「ピノくん……今日のところは帰りましょう……」

　ここは一旦引いてエルロッテに助力を仰ぐべきだと、悪魔の少女の目が告げていた。

　ニコを抱きかかえ、ファナミナは一いち目もく散さんに部屋を出ようとする。

「なんじゃ、もうお帰りか？」

「ああ、おいとまさせてもらう。お茶、美味しかったよ。ありがとう。……行こう、ツァウラ」

　ピノが促すと、ツァウラは無言で立ち上がった。このよく喋る男が魔王をまえにした途と端たん口を開かなくなったのは、とっくに魔王ヒュナの危険性を感じ取っていたからなのだろう。

　足早に王の間の扉に向かいながら、ツァウラが小さな声で話しかけてくる。

「これはマジでやばいで、ピノやん。おかしいと思っとったんや、エルロッテが倒したはずの魔王がまた現れるなんてなぁ。俺が思うに、エルロッテは魔王を討伐なんかしてないねん。あのハチャメチャに強い勇者様でも、たぶん魔王には敵わんかったんや。聖なる封印とかそんなんで動きを封じたんか、なにか取引を持ちかけておとなしくさせたんか知らんけど、とにかくエルロッテは魔王を一時的に抑制しただけで、殺すには至らんかったんや」

　ツァウラの言葉を聞いて、ピノは戦せん慄りつを覚えた。

　そうだ、そう言えばエルロッテ本人の口から《魔王を討伐した》という話は一度も聞いたことがない。あくまで《北方の民を解放することを魔王に約束させた》と語るだけだった。

　――魔王討伐というのは、周りが勝手に騒ぎ立てた結果に生まれた作り話なのかもしれない。

「エルロッテが戻るのを待って、詳しい話を聞こう。……いや、すぐにでもロンド公爵やシャマル公爵に相談したほうがいいだろうか……」

　話をするうちに、ピノとツァウラは扉のまえに辿り着いた。扉に手をかけたまま立ち尽くしていたファナミナが、泣きそうな顔でこちらに振り返る。

「なにやっとんねん？　はよ出るぞ」

「開かないんです……」

「はぁ？」

「扉が、開かないんですッ」

　ピノが代わりに扉を開けようと試みる。けれども、押しても引いても扉は動かなかった。巨漢を軽々と投げ飛ばす怪力をもってしても、びくともしない。

　一同に混乱が広がった、そのとき――。

「そう慌てるな、お客人」

　静かな、それでいてよく響く声が聞こえた。

　魔王ヒュナが微笑していた。テーブルに頰ほお杖づえをつき、魔力の輝きに満ちた水色の瞳でこちらを見据えている。

（魔力で、扉を封じているのか？）

「この廃城をオークどもに返して欲しいのじゃろう？　ならば、そのことについてゆるりと語り合おう。なにせ、わらわは酷く退屈しておるゆえ」













　ヒュナの傍に立つスケルトンが、だらりと口を開けた。それはまるでピノたちを嘲あざ笑わらっているかのようだった。




　　　◇　◇　◇




　苦痛のあまり、ピノは膝から崩れ落ちた。

「ピノくん！」

　悲鳴のような叫び。ファナミナが慌てて駆け寄ってくる。

（……近づくな）

　そう言いたかったけれど、まともに声も出なかった。ピノはファナミナに肩を抱かれながら目のまえに立つスケルトンを見上げ、奥歯を嚙み締めた。

「どうした、もうばてたか？　まだ半分にも届いておらんぞ」

　魔王ヒュナは玉座に腰かけ、いかにも楽しげに唇を歪める。まるで己おのれの嗜し虐ぎやく的てきな性格を見せつけようとしているみたいだった。そんな主を守るように、多数のスケルトンが玉座を囲んでいた。

　――なんじらがわらわの召喚した百体のスケルトンを倒すことができれば、この廃城をオーク族に返してやろう。

　それが魔王ヒュナの出した条件だった。

　未知の敵を、しかも百体も相手にするのは危険極きわまりない行為だ。だが彼女が魔法で王の間の扉を封じてしまっている以上、拒否することはできなかった。

　しかし、ピノはこれをチャンスだと考えた。魔王と直接対たい峙じするよりも、遙かに勝機は高いはずだ。もちろん、ヒュナが約束を守るということが大前提ではあったけれど。

「もうやめましょう、ピノくん。無茶ですよ、あんな強い敵を百体も倒すなんて」

「無茶でも、やるしかないだろう」

　スケルトンたちはなんの武装もしていなかったが、動きの速さと攻撃力が尋常ではなかった。ピノの超人的身体能力がわずかに勝まさっていたものの、スケルトンは頭部を粉々に破壊するまで活動をやめないので、倒すのにいちいち時間がかかる。また向こうの攻撃を受けずに倒し切るのは難しく、ピノの肉体に、ダメージは確実に蓄ちく積せきしていった。

　そして二十六体目のスケルトンを倒したところで、ついにピノは動けなくなったのだった。

（錬れん魔ま祭さいの決勝と状況は同じだが、ここまで結果に差が出るとは――）

　金の力で作られたゴーレムと、絶大なる魔力によって生み出されたスケルトンとでは、戦闘能力があまりに違いすぎた。

「なんじ、変わっておるな。魔法使いの格好をしておるくせに、戦闘は肉弾戦、そのわりに武術の心得はないように見える。なんとも面白い奴よ」

　目を爛らん々らんとさせる魔王と呼応するように、次のスケルトンが歩み出た。ピノはファナミナの手を借りて立ち上がる。これまでの戦闘で負った傷がずきずきと痛んだ。口の中に血の味が滲にじむ。

「お兄ちゃんのこと苛いじめるなぁーッ、このデカ乳寝坊助女!!」

　ニコが腕を振り回しながら怒ど鳴なる。ツァウラが止めてくれていなければ、いまにもヒュナに飛びかかっていきそうだ。

「黙だまっときぃニコちゃん、俺らじゃどうにもできへん」

　ツァウラの言うとおりだった。ニコは魔法が使えないし、ツァウラとファナミナは魔力を千分の一にまで抑制されてしまっている。戦えるのはピノだけだった。

　ファナミナの手を振りほどき、駆け出す。跳び上がって二十七体目のスケルトンの頭部に拳を叩き込むが、相手の反撃もまた、ピノの脇腹に食い込んでいた。

「くっ……」

　悶もん絶ぜつ寸前で倒れ込む。肋ろつ骨こつがへし折れ、衝撃がもろに肺臓に来た。焼けるような息が小刻みに口から漏れ出すばかりで、ちっとも酸素を吸い込むことができない。いまにも意識を失ってしまいそうだった。

「ピノくん！　ピノくんッ」

　ファナミナに抱き起こされるが、動くことも喋ることもできなかった。

　オレンジ色の瞳から涙がぼろぼろと落ちてくる。たまらず、ピノは唇を嚙んだ。喉が引き攣つり、苦々しい感情が胸一杯に広がる。あぁ、駄目だな。おまえにそんな顔をさせたくなくて、泣いているところなんて見たくなくて、この旅を始めたっていうのに。

「無理ですってばぁ……。ヒュナさんに謝って、もう許してもらいましょう？　ちゃんとお願いすれば、わかってもらえますから……ね？」

　その言葉を聞いて魔王は出し抜けに立ち上がった。信じられないというような顔をして、大きく両手を広げる。

「おいおい、冗談ではないぞ？　こんな面白い余よ興きよう、やめるわけがなかろう」

　常軌を逸した物言いに、ファナミナは眉をひそめた。

「余興だなんて、酷い！　このままじゃピノくんが死んじゃうじゃないですか!?」

　魔王は不機嫌そうに視線を歪め、腰に手を置いた。

「なんじら、まだよくわかっておらんようじゃのぅ。なんじらの命を奪うか奪わんかなど、わらわにとっては些さ事じに過ぎん。先ほど茶を飲んだじゃろう？　あの茶に砂糖を入れるか入れないか、それと同程度の、その日の気分次第でどちらにでも転ぶような、ほんにくだらない些事じゃ」

「くだらない些事……？」

「そうじゃ。人間という生物はとても脆もろい。わらわが直接手を下せば、いとも容易く息いき絶たえてしまう。だからスケルトンに相手をさせておるのじゃぞ？」

　無邪気とさえ取れる口振りで魔王は言った。

　価値観が根本的に違うのだろうとピノは思った。人の子供が悪意も殺意もないまま蟻ありを踏み潰して遊ぶように、魔王ヒュナも、退屈凌しのぎにピノたちをいたぶっているのだ。百体のスケルトンを一斉に襲いかからせず、一体ずつ戦わせているのがその証左だった。

「じゃが、わらわのスケルトンとここまで戦えた人間は滅多におらんぞ。本当に愉快な奴じゃ。……なんじ、エレノアの民じゃろう？　エレノアにはなんじのような面白き輩やからが大勢おるのかのぅ？　そういえばエルロッテもいまはエレノアにいるのだったか」

　頰に手を添えて独り言のように囁いたあと、ヒュナは一際瞳を輝かせ、恐ろしいことを言い放った。

「いいことを思いついたぞ！　これからエレノアに戦争を仕掛けよう。これはよい暇潰しになるに違いないッ」

　締めつけられるような感覚が腹の底に広がって、皮膚が粟あわ立だった。血の気が引いて指先まで冷たくなる。

「ふざ、けるな――」

「ふざけてなどおらんよ。わらわは気勢の強い女ではないが、遊びに関してはいつだって真剣じゃ」

　ピノは軋きしむ体を強引に動かした。喉になにか硬い物が詰まっているようで、いまだ呼吸もままならない。しかしそんな苦痛を無視して、ほとんど無自覚に、ヒュナに向かって走り出していた。

「遊びで戦争なんか起こされて、たまるかぁ!!」

　玉座を囲んでいたスケルトンたちが、壁のように立ちはだかる。ピノは速度をゆるめることなく、骸がい骨こつの群れに突進した。がむしゃらに拳を振るい、蹴りを放ち、ひたすらまえに進む。砕け散ったスケルトンの骨とともに、赤い血ち飛沫しぶきが宙を舞い散る。その血が自分のものであることなど気にも留とめず、ピノは思い切り跳び上がった。スケルトンの壁を乗り越え、魔王ヒュナに殴りかかる。

　その瞬間、憤ふん怒どで焼やけ焦こげていたピノの意識は、たちまちに凍こごえた。

（なんだ、その顔は――？）

　また、子供のような無邪気な表情を浮かべているのだろうと思っていた。純粋に悦えつ楽らくを感じているのだろうと。

　しかしヒュナの顔に貼りついていたのは、はにかみだった。

「なんじ、とっても素敵じゃあ！」

　まるで恋する少女のような眼差しでこちらを見つめながら、すっとピノを指差す。

　魔力の増大を認識したときには、もう赤黒い閃光がヒュナの指先から放たれていた。全身ががくりと揺れ、右肩に重い痛みが走る。閃光によって肩に細い穴が穿うがたれていく様が、ありありと見て取れた。

　腰から床に落ちたピノは激痛のあまり身をよじる。喉が震え、呻うめきが漏れた。

「ああ～ん、惚ほれた。わらわはなんじにどうしようもないくらい惚れてしまったぞぉ。その小さき体で、幼い顔立ちで、よくもまあ、わらわに直接手を出させたものじゃ。あああ、胸が高鳴る。下腹が熱くなる。これは恋――紛れもなく恋じゃ！」

　頰を赤く染めた魔王は、湧き上がる激情を抑え切れないというように身をくねらせながら、ピノに近づいてくる。

「こ……恋、だと？」

　ピノが掠れた声で囁くと、ヒュナは微笑を浮かべて膝をついた。それから驚くほど優しい手つきで、ピノをその胸に抱き寄せる。

「そう、恋じゃ。わらわは心底なんじに惚れてしまった。よしよし、さぞ痛かったろう。安心せい。もうわらわはなんじを殺したりはせん」

　細い指が、ピノの髪を撫でてゆく。愛おしくてたまらないというように。

「わらわはこう見えて愛情の深い女じゃ、気に入ったものをとても大切にする。だからなんじのことも大事に大事に扱うぞ」

　どれだけ優しい声をかけられても、ピノの心は少しも安らぎはしなかった。魔王ヒュナから伝わってくる愛情は、むしろ恐怖となってピノの精神を圧迫した。

　次の言葉が、ピノの恐怖に決定的な強張りを与える。

「こんなにも素敵なオモチャを手に入れたのは久ひさ方かた振ぶりじゃ。慎重に扱わねばのぅ。優しく、丁寧に、愛情を込めて。そうしないと、すぐに壊れてしまうから」

　冷ややかな感覚に襲われながら、ピノは反射的に囁いていた。

「離せ……」

「んん？」

「ぼくはおまえのオモチャになんてなるつもりはない。さっさとこの手を離せッ」

「ん～」

　魔王は笑顔のまま、わずかに首を傾げた。

　直後、ピノは髪を摑まれ、宙吊りになっていた。次いで腹部で衝撃が爆発する。

　ただ、殴りつけられただけだった。しかし膨ぼう大だいな魔力の籠もった一撃は、ただならぬ破壊力をもって、ピノの体を弾き飛ばした。

　床を滑すべるようにして吹き飛び、そのまま壁に激突する。全身の骨がばらばらになってしまったかのようだった。

「おやぁ、すまんすまん。大事なオモチャを放り投げてしまった。しかし大丈夫じゃ、わらわがちゃんと介かい抱ほうしてやるからのぅ。なんじの寿命が果てるまで、もしくはわらわがなんじに飽きるまで、たっぷりと遊び尽くそうぞ」

　仰向けに倒れたピノは、混こん濁だくした意識でヒュナの言葉を聞いていた。

　このままではまずいと思った。この女の価値観はやはり人間とは大きく異なる。大事だと言ったピノに対し、平気でこんな仕打ちをするのだから、ファナミナたちを殺すことには、なんの躊躇ためらいも見せないだろう。

「お兄ちゃんっ」

　目を開けると、ニコが泣いていた。妹がこんなにも悲しそうに泣いている姿を見るのは初めてかもしれない。ごめん、ニコ。おまえを泣かせるなんて、お兄ちゃん失格だな。

　ニコのうしろにツァウラがいて、険しい表情を浮かべている。ファナミナは少し離れた場所で、涙も涸かれ果てたというように、呆然とへたり込んでいた。

（ぼくが、なんとかしなければ――）

　ピノは咳き込みつつも立ち上がり、ニコを押おし退のけてまえに出る。体中が痛くて、涙が出た。頭が朦もう朧ろうとして、策を練ねることもできない。それでも魔王ヒュナに向かっていった。

「ピノくん、もうやめて！　本当に死んじゃいますよ!!」

　ファナミナがうしろから抱きついてくる。その体は小こ刻きざみに震えていた。

「それでも、やるしかないだろ。ぼくは、おまえたちが殺されるところなんて、見たく、ない。エレノア法王国が戦火に巻き込まれるなんて、絶対に嫌だ」

「でも……でもぉ」

「くそ……魔法さえ使えたら、あんな奴に……負けやしないのに」

　意味のない言葉だとわかってはいても、口に出さずにはいられなかった。本来の自分であれば、天才的な魔法使いであるピノ・メルフォートであれば、こんな一方的なやられ方はしなかったはずだという思いが、ぐるぐると脳裏を巡った。

「魔法が使えれば、勝てるんですか？」

　だがファナミナは、無意味であるはずのピノの言葉に、意味をもたらそうとする。

「当然だ、ぼくは魔法の天才だぞ。たとえ魔王が相手であろうとも、ぼくが遅れを取ることは断じてない」

　ファナミナはピノにしがみついたまま、なにかを考えているようだった。

　その間、ヒュナはスケルトンに持ってこさせたティーカップを口に運び、喉を潤うるおしていた。このひとときをじっくり楽しむつもりらしい。

「契約によって魔法の才能を奪うばわれている以上、言っても埒らちもないことだが」

「いえ……ピノくんの魔法の才能は、元に戻せます……」

　思いがけない言葉に、ピノは悪魔の少女を見つめた。

「まだ負債返済は終わっていないんだぞ？」

「契約を、破は棄きしてしまえばいいんです。ピノくんにはその権利があるんですから」

「破棄する権利だと……？」

「本当は契約を結ぶ際、その契約によって契約者にどのようなメリットとデメリットが及およぶか、正確に伝えなければいけない決まりがあるんです。しかしツァウラさんは、その説明責任を果たさないまま、ピノくんに署名を促しました。契約を結ばせるため、意図的に説明しなかったんです。これは完全な違法行為になります。だから、ピノくんが漆黒ファイナンスと締結した〝債務一括引受〟契約は、破棄することが可能なんです」

　ピノはツァウラに視線を滑らせる。

　悪魔の男は驚いたように眉を上げたあと、双そう眸ぼうに怒りを滲ませた。

「阿あ呆ほかファナミナッ！　おまえ、自分がなに言うてるかわかってんのか!?　ここで契約破棄したら、これまで悪魔アバターの要望を叶えてきた功績も全部消えてまうねんぞ？　そしたらおまえ、漆黒ファイナンスをクビになってまうんやぞッ？」

　ファナミナは儚はかなげな微笑みを湛えた。

「わかってます、けど、このままじゃ……」

「駄目だ！」

　咄とつ嗟さにピノは叫んでいた。

「そんなの絶対駄目だッ、契約破棄なんてぼくは絶対認めないぞ！」

「聞いてくださいピノくんッ。説明責任を怠って強引に契約を結ばせた漆黒ファイナンス側は、その時点で、魔力融資に対する返済請求の権利を失っていたんです！　あの契約締結は違法だったんですよ！　本当はピノくんが悪魔アバターの願いを叶えて回る必要なんてなかったし、魔法の才能を奪われる必要もなかった。……ごめんなさい、わたし、ピノくんのこと騙してたんです。違法だってわかってて、黙ってたんです」

「ぼくを、騙してた？」

　まるで目のまえで白い光が散ったようだった。

　つらそうに瞳を歪め、ファナミナは大粒の涙を零す。

「ごめんなさい……ごめんなさい。わたし、何度も本当のことをピノくんに言おうと思ったんですけど、仕事をクビになるのが怖くて、言えなくて……それにピノくんがわたしのために頑張ってくれてるのが、たまらなく嬉しくて」

「……ぼくは、騙されていたのか」

「だって、だってわたし、ピノくんや、ニコちゃんやメルフォート家の人たちと、別れたくなかったから……ッ！　仕事を、クビになっちゃったら、もうフィルエストラにいられなくなるから、それがどうしても嫌で、ずっと、ずっとみんなと一緒にいたくて、だから……!!」

　ピノは取り留めのない意識のまま、ファナミナに背を向ける。視界の端に魔王ヒュナが映っていた。愉ゆ悦えつに微笑み、こちらの様子を窺っている。

「関係ない――説明責任とか違法とか、そんなの関係ない。ぼくはただ、メルフォート家の名めい誉よを守りたかっただけだ。そして……そしてぼくは、ついでにおまえのことも、救ってやりたくて」

「わかってます、ついでだなんて言いながら、ピノくんがわたしのこと、凄すごく真剣に考えてくれてたことくらい、わかってますよ。だから、つらいんです。わたしのためにピノくんが傷つくのなんて、見たくないの――」

　消え入るように響いたファナミナの声は、ピノの心を激しく揺さ振った。

（ぼくだって、つらいぞ。おまえに泣かれることほど、つらいことはない）

　ピノは息を吸い込み、言葉を吐き出す。

「大丈夫、ぼくは天才だ。たとえヒュナに戦闘能力で劣ろうとも、天才的策さく略りやくによって、状況を好転させてみせるさ」

　しかしそれは思いのほか弱々しい声色になった。

　本当は、この場を好転させられる策略なんて、どれだけ思考を巡らせても考えつかなかった。くだらない強がりだった。

「そう、ぼくは凡人ではなく、天才なんだ」

　――なにもできない自分を認めたくなかった。

「弱者を助け、社会を正し、国家を守るために生まれてきた天才」

　――失望の眼差しを向けられることに、耐えられなかった。

「ぼくは……ぼくは……」

　ぼくは天才だ。

　そう言おうとしたとき、不意に虚うつろな声が脳裏で木こ霊だました。




《誰が、天才だって？　違うだろ、おまえは――》




　体から、力が抜けてゆくのがわかった。

　流れる汗が冷たくて、気け怠だるかった。

「は、ははは、天才天才って……これじゃまるで自己暗示だな」

「ピノ、くん？」

　ファナミナが心配そうに呟く。

　その声に、ピノは振り返ることができなかった。

「なぁファナミナ、ぼくが魔法学院に通わなくなった理由、覚えてるか？」

「え？　ええ。同学年の子供たちとレベルが合わなくて、授業もつまらなくて、独学のほうが効率がいいからって」

　突然の質問に困惑しながらも、ファナミナは涙に揺れる声で、慎重に答えた。

　ピノは瞼を閉じ、かすかに苦笑を浮かべる。

「あれ、実は噓なんだ。周りの生徒も教師も馬鹿ばっかりで、魔法学院になんか通う必要はないって言ったけど、あれは全部でたらめで、本当は、恥ずかしくて学院にいられなくなったんだ」

　魔法学院とは魔法使いの養成所であり、貴族の子供であれば必ず入学するのが通例だった。ピノも六歳になった当時、魔法学院の初等部へと入学した。

「入学してすぐに、生徒にどれだけ魔法の才能があるかを測定する〝魔力源泉の儀式〟が行われた。ぼくもそれを受けたんだ。メルフォート一族は優すぐれた魔法使いとして有名だったから、注目を浴びた。ぼくもさぞかし自分は凄い才能を秘ひめているんだろうと思っていた。でも――」

　自信たっぷりだった。高こう慢まんな態度を取っていたと思う。周りの生徒を見下し、教師に生意気な口を利いていた。自分は天才なんだと。おまえら凡人とは違うのだと。

　そして魔力の測定が実じつ施しされた。

　戸惑う教師たち／なにかの間違いだろうと繰り返される魔力測定／教師たちの混迷は深まり／やがて周囲の生徒たちからせせら笑いが聞こえてきた／何度測定しても結果は同じ／膨らみすぎた期待は大きな落らく胆たんへ変わり／失望へ。

　あのときの教師たちの蔑さげすむような顔が、瞼に焼きついて離れない。生徒たちからの容赦ない嘲笑が、いまでも聞こえてくるようだった。

「測定の結果は酷いものだった。二百名以上いた新入生の中で、最も低い数値だった。ぼくに先天的な魔法の才能は皆かい無むだったんだ。……いまにして思えば、魔力融資を受けていないぼくに魔法の才能がないのはあたりまえだったんだけどな」

　祖父母と両親は〝面倒くさい〟という理由で、貴族ながら魔法学院には通っていなかった。祖父母以前の先祖たちも同様だ。だからメルフォート一族で魔力測定を受けたのはピノが初めてだった。

「ショックだった。なにより恥ずかしかった。メルフォート家の名に泥どろを塗ってしまったことが怖くて、悲しかった。それで、あんな噓をついたんだ。しかしよくよく考えてみれば、学院から連絡が来て、ぼくの噓なんてすぐにばれていたはずなんだよな。それなのにあの頃のぼくは上手くごまかせたと思い込んで……」

　ピノがなにを言おうとしているのか計はかり切れないのだろう、悪魔の少女は表情を曇らせる。

「あのとき、学院から先生がいらして、詳しい話を聞かせてくれました。ですから、わたしもピノくんの魔力のことは知っていましたけど……」

「それでも……それでもおまえは、ぼくの言うことを信じてくれたよな？　ぼくの噓に付き合ってくれた。ぼくのことを天才だって言ってくれた」

　この少女の言葉に、

《学校なんて行かなくても全然大丈夫ですよ！　なんたってピノくんは、天才なんですから!!》

　どれほど救われたことだろう。

「だからぼくは必死に魔法を練習したんだ。ファナミナが言うなら本当にできるような気がして、一生懸命魔法を覚えようとした。そしてやっと一つ魔法を習得した。魔法学院に入学して元素回路エレメントサーキツトの構築を習った生徒なら、一時間程度の練習で使えるようになる、初歩の風の術式だ。ふっと息を吹きかけるくらいのそよ風を起こす、魔法とも呼べないような魔法――ぼくはそんな簡単な魔法を習得するのに一週間もかかってしまった。でもファナミナは、ぼくがその魔法で花びらを宙に舞わせたら、自分のことみたいに嬉しそうな笑顔を浮かべて、凄いね、偉いねって、たくさん褒めてくれたんだ」

　頭を撫でてくれた。抱き締めてくれた。

「ぼくはそれが凄く凄く嬉しくて……。それからは、ファナミナに褒めてもらいたい一心で魔法を勉強した。自分は天才なんだって言い聞かせて、他人の何倍も努力した」

　思考が魔術言語にすり替わってしまうほどに、魔法関連の本を読み漁あさった。

「きっとおまえがいてくれたから、いまのぼくがあるんだと思う。おまえが信じてくれたから、ぼくは一人前の魔法使いになることができたんだ」

　黙って話に耳を傾けていたツァウラが、ふと静かな声を漏らした。

「そうか。ピノやん、えらい努力に拘ると思ったら、そういうことやったんか。きみは天才やなくて、それどころか凡人ですらなくて、落ちこぼれやったんやな」

　ピノはツァウラの言葉に応えないまま、ゆっくり体を振り向かせた。

　そして真っ直ぐにファナミナを見る。

「なぁ、ファナミナ。おまえは、ぼくにとってかけがえのない恩人なんだよ。……だからさ、恩を返させてくれよ。ぼくに、おまえのピンチを救わせてくれよ」

　――絶対におまえをクビになんてさせないから。

　心の内で囁きながら、ピノは歩み出す。脚が重い。折れた肋骨が痛む。貫かれた肩が焼けるようだった。倒れ込んでしまいたいという思いが毒のように全身を巡る。

　それでも、気力を振ふり絞しぼって魔王へと立ち向かう。

「話は済んだかの？」

　きょとんとした表情を浮かべるヒュナを守るように、スケルトンたちが立ちはだかる。

（雑ざ魚こに用はない！　直接ヒュナを狙う!!）

　だが意思とは裏腹に、ピノはその雑魚相手にすら苦戦を強しいられた。体がまとも動かず、スケルトンたちを跳び越えることも、隙すき間まをすり抜けることもできない。結局、骸骨の群れを突とつ破ぱすることは叶わず、ピノは敵に動きを封じられてしまった。

「わらわは傍ぼう若じやく無ぶ人じんに見えて、案外空気を読める女なのじゃ。なんじとあの娘が互いを想い合っておることは、わらわから見てもよくわかる。だが、気に入らんな。なんじはわらわのオモチャぞ？　わらわのオモチャはわらわのことだけ想っておればよい。……というわけで、なんじ、あの娘を殺せ」

　スケルトンたちに手足を押さえつけられた格好だったピノは、弾けるようにヒュナを睨んだ。

「おまえの命令など、誰が聞くか！」

「ふむ。そう言うと思ったぞ」

　ダークブルーの髪を揺らしながら屈かがんだヒュナは、ピノの頰を柔らかく撫でた。

「ならばゲームをしようか、人間よ。天てん秤びんの一方は〝理性と道徳心〟、もう一方は〝苦痛と恐怖〟、いまなんじの天秤は理性と道徳心に傾いておる。そこで、これから苦痛と恐怖を少しずつ上乗せしてゆくとしよう。すると、どうなるだろうな？　いつまでなんじの天秤は、理性と道徳心に傾いていられるだろうか？」

　ヒュナが指を鳴らすと、一体のスケルトンがピノのまえに立った。その拳が、身動きの取れないピノの腹に食い込む。熱い息が込み上がってきて、痛みで目が眩んだ。

「どうじゃ？　さぞ痛かろう。さぞ怖かろう。もう、こんな思いをするのは嫌であろうなぁ。なんじが救われる道はただ一つじゃ。なんじが手ずから、あの娘を殺せばよい。そうすればなんじは苦痛と恐怖から解放されるぞ？　……そうだ、もしあの娘を殺すなら、他の仲間は助けてやろう。一人を犠牲にして残り全員が助かる。悪くない条件であろうに。いやぁ、我ながら自分の優しさに感動するわ。わらわは残ざん虐ぎやく非ひ道どうな女だと思われがちじゃが、案外優しい一面も持ち合わせておるのじゃよ」

　あくまでも無邪気に、悪意なく、ヒュナは言い放つ。

　そのことが、ピノは逆に我慢ならなかった。遊びの延長で命を奪うばおうとするこの女が酷く不快だった。

「どんな条件だろうと……ぼくがファナミナを殺すことなんて、ありえ、ない」

「ははっ、その言葉がいつまで続くだろうか」

　スケルトンの拳が再び腹にめり込む。一瞬気が遠のくが、痛みですぐ現実に引き戻された。ファナミナの悲鳴が聞こえる。ニコが怒りの声を上げている。どうしよう。なんとかしなければ。どうにかして、この魔王を倒さなければ。

　力の限り暴れて捕縛から脱出しようとするが、両手両脚をスケルトンたちに摑まれていて、どうしても抜け出すことができなかった。

　足あ掻がくピノを嘲笑うように、スケルトンの拳が振るわれた。息が詰まって咳き込むと、口から血が溢れた。

「ピノくん――ッ！」

　ぼやける視界の隅でファナミナが涙を流していた。手には羊皮紙の束が握られている。

　それを見た途と端たん、ピノは目を見開いた。

「やめろファナミナ!!」

　悪魔の少女は小さくかぶりを振った。

「イヤなの……ピノくんが苦しそうにしてるのなんて、イヤなのぉ」

「そんなことしなくても天才のぼくがなんとかしてやる！　だからやめろッ、凡人はおとなしく天才に救われてればいいんだッ！」

　羊皮紙の束を両手で握り締め、ファナミナは照れくさそうに笑った。

「そうです、わたしは凡人ですよ。でもねピノくん、凡人にだってプライドくらいあるんです。ちっぽけでみすぼらしいプライドが……。見ててください、凡人だってその気になれば、天才を助けることができるんですよ？」

　ファナミナの手が左右に滑り、羊皮紙が中央から引き裂けた。













　ガラスを叩き割ったような音が響き渡る。それは耳鳴りみたいに頭の中で木霊して、鼓こ膜まくが痛いくらいだった。

（熱い……）

　胸の奥で、ずんと重い熱が脈打った。

　それは魂の作用なのだと、直感的に理解できた。ピノの魂に食い込んでいた悪魔の呪いがほどけ、失われていた魔法の才能が復元されてゆく。

　全身が縮ちぢんでゆくようだった。ぎゅっと極限まで小さくなって、その反動だとでもいうみたいに、次の瞬間、ピノの意識は王の間全体にまで広がっていた。

　ファナミナの位置が、ニコの居場所が、ツァウラの立つ地点が、精せい緻ちに把は握あくできた。スケルトンの数が認識できたし、ヒュナの魔力の大きさを読み取ることができた。

　――魔力による知覚能力が回復したのだ。

　血が逆流するような感覚のあと、体中からおびただしい量の魔力が噴き上がる。ピノを押さえつけていたスケルトンたちは魔力の奔ほん流りゆうに耐え切れず、四方へと吹き飛んだ。

　ピノは流れ出る魔力を抑おさえようともせず、茫ぼう洋ようとした意識で、ファナミナを見やった。

「ファナミナ……おまえは馬鹿だ。本当に、本当に救いようのない愚か者だよ」

　引き裂かれた〝債務一括引受〟の契約書が光の粒になって消える。その薄い発光の中で、ファナミナは頷いた。

「ええ、知ってます。まえにも同じことを言われましたから」

　心にぽっかりと穴が空いたみたいだった。ファナミナを救うという大きな目標が失われてしまったのだと思うと、目の奥がにぶく痛んだ。

　拍手が聞こえてきた。満面の笑みを湛たたえたヒュナが、手を叩き合わせている。

「素晴らしい魔力じゃ！　よもやこれほどの力を隠しておったとは……くふふふ、面白い、やはり追い詰めてみんとわからんものじゃな」

　ピノは魔王を睨みつけ、深く呼吸をした。胸に深々と硬い棘とげのようなものが突き刺さっている気分だった。

「種族が違う以上、価値観に差があるのはしょうがないことだとわかったうえで言わせてもらおう……。さっきから、いったいなにが面白いというんだ？　他者の命を弄もてあそぶことに、どんな楽しさがあるというんだ？　ぼくには不快でしかない。おまえの存在自体が、あまりに許しがたい」

　黒いドレスのスカートを指先でいじりながら、ヒュナは瞳を細くした。

「それで、どうする？　不快だから、許しがたいから、どうするというのじゃ？」

　両手を大きく広げ、ピノは高速で魔法の詠唱を開始する。エレメントサーキットの構築に伴ともない、全身から噴き上がっていた魔力に意味のある流動が生まれる。

「徹底的に叩きのめしてやる！　おまえのその腹立たしい価値観が覆くつがえるくらいにな!!」

「それはなんとも楽しみじゃ。よいぞ、力の限りを尽くし、わらわを精せい々ぜい叩きのめしてみよ」

　ヒュナの指がピノを指し示す。骸骨の群れが不気味な前進を始めた。

　ほぼ同じタイミングで、ピノは魔法を発動させる。

「元素回路エレメントサーキツト、開放オープン――空間術式【主しゆよ、白き海よりわれ汝なんじを呼ぶ】!!」

　王の間全体が瞬時に真白く染まっていった。

　世界が白い海に沈んでしまったかのようだった。ピノの漆黒の髪が、宵闇のローブの黒が、コントラストによって急激に存在感を高めてゆく。

「ほお、空間干渉魔法か。己を象徴する色を際立たせることで独自性を強調し、魔法の効果を高めようというのじゃろうが、残念ながらわらわの象徴色もまた〝黒〟であるぞ。この白色空間で付加効果を得るのはわらわも同じ」

「承知の上だ。この空間内ではぼくもおまえも、互いに恩おん恵けいを得るだろう。しかしそんなことは問題ではない。ぼくは自分の魔力を最大限に引き出せるフィールドを用意したに過ぎない。この白色空間においてぼくは無敗、無敵――たとえ何者が相手であろうとも、必ずぼくはそれを上回る。天才であるぼくの魔力は、魔王ですら凌りよう駕がする！」

　宵闇のローブを翻し、ピノは新たなエレメントサーキットを開放した。

　二重詠唱によって準備していた魔法が重複展開されてゆく。

「……召喚術式【猫の主題による幻想魔術】……」

　掠れる声で囁いた。

　一瞬の静寂のあと、雄お々おしい角笛が吹き鳴らされる。

　――嵐のような音の粒子によって、空間が震えた。

　腹底に響く鼓こ笛てきの音色が響き渡り、弦楽器の荘厳な旋せん律りつが重なった。最後に鍵盤楽器の悲ひ嘆たんのメロディが加わり、空間が怒りと悲しみの感情で埋うめ尽つくされてゆく。




「ヴィエロ・ロロクライトン作曲――〝戦場に響く慟どう哭こくの行進曲〟！」
















　ピノの背後に召喚された猫の魔法楽団が、おのが魂を掻き鳴らすかのように、それぞれの楽器を奏でてゆく。

（闇猫のピノの神しん髄ずい、見せてやる――ッ！）

　ゆらりと両手を広げると、ピノの左右に無数の猫が出現した。寸すん分ぶんの狂いもなく整列し、一いつ糸し乱みだれぬ行進を開始する。

　その数は千匹超。錬魔祭決勝時の十倍以上だった。

　指揮者猫の指揮棒が激しく振り上げられた。角つの笛ぶえが怒号のように響く。弦楽器の旋律はまるで悲鳴だった。鍵盤楽器から放たれる一音一音が、涙の粒となって滴したたり落ちる。

「素晴らしい！　わらわには見えるぞ、血に濡れた戦場の光景がッ！」

　歓喜する魔王、その声を、雷のような太鼓の音が掻き消した。

　ピノは右手を高々と掲かかげる。行進していた猫たちの全身が金色の光を帯びた。

「いま猫たちは、ぼくの魔力と神魔精霊の霊気によって、幻獣クラスの霊格を得たッ。さあ行くぞ、魔王ヒュナ――おまえのふざけた価値観を粉々に打ち砕いてやる!!」

「やってみよ、人間！　わらわを屈くつ服ぷくさせ、我が価値観を変えてみせよッ。それこそ、わらわが長年渇望してやまなかった歓喜の瞬間ぞ!!」

　魔法楽団による演奏が最高潮に達する。

　行進していた猫たちは輝かしい光弾となって、ヒュナへと襲いかかった。骸骨の群れが壁となって猫たちの突進を阻はばもうとするが、膨大な魔力の塊となった猫たちを止めることなどできはしない。猫たちの放つ黄金の光に触れた途端、スケルトンは砕けて散った。

（終わりだ……）

　掲げていた右手を振り下ろし、ピノは拳を握った。光弾となった猫たちの肉体に満ちていた魔力がさらに増幅し、膨張し、同時共鳴炸さく裂れつを起こす。

　ヒュナを中心に、黄金の爆発が広がった。




　　　◇　◇　◇




　召喚術式と空間術式の源となっていたエレメントサーキットを解除し、ピノは大きく息を吐いた。白く染め上げられていた王の間に元の色が戻ってくる。耳の奥ではまだ魔法楽団による演奏の名残なごりが渦うず巻まいていた。

「ピノやん、すっごいな……ここまでどえらいとは思ってなかったわ」

　ツァウラが感かん嘆たんの声を漏もらす。

「あったりまえじゃん！　うちのお兄ちゃんは超絶もやしッ子だけど、魔法の腕前は入神の域なんだからねっ」

　ニコは我が事のように得意げな表情になって、ぴょんぴょん飛び跳ねる。

　ピノはそっとファナミナを見た。悪魔の少女は涙目で微笑しつつ、小さく頷いて応える。凄いね、偉いね、と褒めてくれる声が聞こえた気がした。

「ほんで、魔王は死んだんか、ピノやん」

　玉座のほうを覗のぞき見ながらツァウラが問うてくる。砕け散ったスケルトンたちの残骸の下敷きになっているのだろう、ヒュナの姿は見えない。

「かなりの量の魔力を込めたが、この程度で死にはしないだろう。しかし、価値観を打ち砕くだけのダメージは与えてやったつもりだ」

　猫たちの攻撃は、肉体だけではなく、魂にも直接ダメージを与える。肉体の負傷と魂魄の摩ま耗もうによって、二、三日は動けないはずだった。

　しかしピノの予測は、あっというまに打ち砕かれる。

「ああ～っ、わらわとしたことが、あんまり見事で可愛らしい魔法だったから、つい見入ってしまったわ」

　素っ頓狂な声を上げ、突如ヒュナが骨の残ざん骸がいの中から立ち上がった。鬱陶しそうに髪やドレスについた骨の破は片へんを払い落としながらも、口元にはへらへらと笑みが貼りついている。

「随分元気だな……想像以上の魔法防御力というわけか」

「いやいや、ちょっぴり効いたぞ。スケルトンたちが壁になっておらなんだら、もう少しダメージを受けておったろうな」

「ちょっぴり、か。まあいい。ダメージが通るなら、おまえが倒れるまで何度でも繰り返すだけだ。次はもっと強烈な一撃を見み舞まってやろう」

「ん？　なんじ、なにを言っておる？　次はないぞ」

　ヒュナは魔力の波動でスケルトンの残骸を弾き飛ばし、ダークブルーの髪を掻き上げた。その顔つきはどこか満足げに見える。

「ぼくが次の魔法を発動させるまえに終わらせるつもりか。そう上手くいくかな」

「違うぞ。終わらせるのではなく、もう終わっておるのじゃ。よく見よ、人間よ。なんじはすでにわらわの出した〝百体のスケルトンを倒す〟という条件を遂とげておる。よって、この勝負はなんじの勝ちじゃ。約束どおり、城はオーク族に返そう」

「あ……」

　ピノは約束のことなどすっかり忘れて、ヒュナを倒すつもりで攻撃していたのだった。

「見事であった、人間よ。いやはや、楽しかったのぅ」

「ちょっと待て。なんか釈しやく然ぜんとしないんだが」

「気にするな、わらわが楽しかったのだから、それでよかろう。それよりなんじ、名はなんという？　是ぜ非ひ聞かせてくれ」

「ピノ、だけど」

「ほうほう、ピノか。愛くるしい名前じゃのぅ。よし、しっかりと記憶したぞ。わらわは忘れっぽい女であるけれども、惚れた相手のことは決して忘れん」

　その後、魔王ヒュナは鴉からすの使い魔を召喚し、各地に散ったオーク族の許へと向かわせた。どんなメッセージを伝えたのかわからないが、二時間もすると廃城に続々とオーク族が帰還し始めた。ピノたちはその様子を、ゲットオ森林の小高い丘から見守っていた。

　オーク族の帰還が完了するのを待つあいだ、ピノはヒュナとたくさん話をした。彼女は魔王として恐れられているが、決して命を奪うような真似はしないのだという。

　――《命を奪うなど、もったいないではないか。どこの誰がわらわを楽しませてくれるかもわからんというのに。しかしまあ、面白そうな奴を見つけたら、とりあえず徹てつ底てい的に追い詰めるのぅ。どんな生き物も、追い詰められるととんでもないことをやりおるゆえ》

　北方の民に圧あつ政せいを強いていたのも、オーク族から城を奪ったのも、ピノたちにスケルトンをけしかけてきたのも、全ては〝追い詰める〟ためだったのだ。

「命を取らないのはまあいいとして、自分の快楽のために他者を犠牲にするなんて、迷惑な奴だな、おまえは」

　丘の上から廃城を見下ろしながら、ピノは囁く。

　ピノの隣で座り込んでいたヒュナは、眠そうにあくびをした。

「仕方ないじゃろう、わらわの魔力を恐れて、誰もわらわの傍にいてくれんのじゃから。わらわからちょっかいを出さねば、誰も近寄ってきてはくれん。わらわを恐れ、敵対心を抱く者と遊ぼうと思ったら、戦うより他に手もない」

「ヒュナ、おまえは――」

　ヒュナはピノを見やり、楽しそうに笑った。

「ふはは、青いのぅピノ。噓じゃ、噓。ちょっと感傷的な言い方しただけで簡単に騙されおって。わらわはとびきり可愛い顔をしているが、実は冷れい酷こく無む比ひな女じゃからのぅ。ただ他者をなぶって遊ぶのが好きなだけじゃ」

「くっ、おまえみたいに人をからかって楽しむ嫌な奴、貴族にもよくいるよ。……って、そう言えばおまえって凄く人間っぽいけど、種族はなんなんだ？　魔王はなんらかの種族の突然変異であるという説が有力視されているが」

「わらわがなんの種族であるか、じゃと？　ん～、遠いむかしのことで忘れたのぅ。エルフだったかもしれんし、人間だったかもしれん。翼をなくした有翼人という可能性もありうる」

　ピノは眉をひそめ、追つい及きゆうを諦めた。なにを言ってもはぐらかされそうだし、またからかわれるのが目に見えている。

「おまえ、やること為すこと好いい加減だよな」

「おお、それ、エルロッテにも同じことを言われたのぅ」

「そうだ、おまえって、エルロッテに討伐されたんじゃなかったのか？」

「はあ？　なにを言っておるのじゃ。わらわが北方の大地を支配しておるとき、確かにエルロッテは勝負を挑んできたが、そのあとなんだかんだで仲よくなって、いまではとっても仲のいい友達じゃぞ」

「と、とも、だち？」

「そうじゃ、週に一度は一緒に遊ぶ仲じゃ。いや、仲じゃった」

「なぜ過去形なんだ？」

「だって、あやつ最近ちっともわらわのところに遊びに来てくれんのじゃ！　だから、わらわは退屈で退屈で……。それで暇潰しにオーク族を苛めておったのじゃし」

「ああ、うん、エルロッテは諸事情あって、最近すっかり飲んだくれていたからな。おまえの許もとを訪ねる余裕はなかったんだろう。許してやってくれ」

「い～やーじゃあ！　絶対許してやらんッ。わらわは見てのとおり極度の寂しがり屋さんなのじゃ！　これ以上エルロッテが遊んでくれないなら、わらわは本当にエレノアに戦争を仕掛けてやるからのぅ！」

　スカートの布地を握り締め、ヒュナは悔しそうな顔をした。この女なら本当に八つ当たりで戦争を起こしかねないと思ったピノは、慌ててなだめようとする。

「それはやめてくれ……。じゃあ、エルロッテの代わりにぼくが遊び相手になってやるよ。だからそれで我慢してくれ。な？」

「え、本当か!?」

　幼子のような爛々とした瞳で見上げられて、ピノは怯む。

「や、え～っと、ど、どうしよう。言ってから、自分でもとんでもない発言をしてしまったなと後悔しているんだけど」

「ふはは、もう遅いぞピノ。天才を称するなら、一度口にしたことを曲げるような真似はするまい？」

「む、もちろんだ。天才であるぼくに二言はない！　この天才魔法使いピノ・メルフォートが、全身全霊をもっておまえの遊び相手になってやるぞ!!」

　ピノは大きく胸を張り、高らかに宣言した。

　少し離れた位置で待機していたファナミナたちから、アホだ、調子乗りだ、と非難の声が上がる。相変わらず外野がうるさい。

「よしよし、ではわらわが退屈しないよう、ちゃんと相手をするのじゃぞ？　愛情たっぷりに接してくれないとダメじゃからな？　ハグやほっぺスリスリなどのスキンシップも忘れるな。わらわはこう見えて傷つきやすい女ゆえ、冷たくされるとすぐに泣いてしまうからな？」

「おまえ、そんな性格だったのか……。とてつもなく面倒くさいな」

　溜め息交じりにピノは頭を掻く。

（ま、面倒くさい女なら、ずっと相手してきたから慣れてるけど）

　横目でちらりとファナミナを見る。目が合うなり、ファナミナはうっすらと笑い、寂しそうに顔を伏せた。その仕草に、ピノは急に胸が苦しくなった。

　――ピノとの契約が破棄されたことで、ファナミナは漆黒ファイナンスをクビになり、フィルエストラを去らなければならないのだ。

　忘れていたわけではない。けれど、ファナミナがいなくなってしまうという現実を、どう受け止めていいのかわからなかった。

　考えないようにしていれば、決定的な別れが先延ばしになるような気がしていた。

　そんなわけ、あるはずないのに。










　　　第六章







　ピノは自室の椅い子すに腰かけ、魔法真術解典第三篇のページをめくる。忙しくてなかなか読み進めることができないが、暇ひまを見つけてはこうして少しずつ知識を深めている。やはり本を読むのは楽しい。

　魔王ヒュナとの対決から一週間が経たった。崩ほう壊かいしていたゲットオ森林周辺の生態も少しずつに回復の兆きざしを見せている。エレノア法王国の治安にも関わる問題なので、オーク族が廃城を取り戻したあとも、派は遣けんされた特とく殊しゆチームによる追跡調査が行われていた。

　世間では、ロンド公爵から用命を受けてゲットオ森林の探索を実じつ施ししたピノが《森の生態系に異変あり》という報告をし、オーク族の消失が明るみに出たことになっている。よって、公式文書に〝魔王〟の二文字は登場しない。

　混乱を避さけるために、魔王のことは秘密にしておいたほうがいいだろうというピノの判断だった。いまのところヒュナにエレノア法王国を攻める意志はないようだし。

　ヒュナと対たい峙じしたあの日から、エルロッテが湯とう治じより帰国するまでの五日間、ピノは約束どおりヒュナの遊び相手を務つとめた。どれだけ残ざん虐ぎやくな遊びに付き合わされるのか不安だったが、実際はボードゲームをしたり、クイズを出し合ったり、それぞれの想い出話に花を咲かせたり、思いのほかのどかな時間だった。

　まあ、ぬいぐるみを使ってオママゴトをさせられたときは、違う意味で死にそうだったけど。

　ちなみに、ヒュナはいま北方の大地にある自分の居城に戻っている。エレノア法王国からヒュナの城までかなり距離があったが、居城とゲットオ森林を転移魔法陣で繋いでいるので、彼女の許もとには一時間とかからず行くことができた。

　ゲットオ森林は法王国の結界の外側にあるため、魔法陣の使用記録は残らない。森の生態系の観察という名目も立つので、ピノの行動が怪あやしまれることもなかった。加えて、ヒュナの城とゲットオ森林を繋ぐ転移魔法陣は特定の者以外使用できない特別製なので、見知らぬ誰かが誤ってヒュナの居城へ転移してしまう恐れもなかった。

「お兄ちゃん、ただいまー」

　はつらつとした笑顔でニコが部屋に入ってくる。負債返済の旅が中止となり、時間を持て余あましていた妹は、久しぶりに学校の友達と遊びに出掛けていたのだ。思う存分はしゃぎ回ったのだろう、服が泥どろまみれだった。

「おかえり、ニコ。面白かったかい？」

「うん、めっちゃくちゃ面白かった！　ミチェッカさんのところの牛の背中に乗ってね、誰が一番長く落っこちないでいられるか、勝負してたの。牛って凄すごいんだよ、普段はじっとしてるのに、背中に乗ったらぐわんぐわん暴れ回るの！」

　荒れ狂う牛の姿を想像して、ピノはぞっとした。

「相変わらず無茶な遊びをしてるな……。あんまり危ない真似はするんじゃないぞ？」

「はーい。ところでお兄ちゃん、今日はあのデカ乳寝坊助魔王さんのお城に遊びに行かないの？」

「ああ。ゲットオ森林の追跡調査もそろそろ打ち切られるし、あまり頻ひん繁ぱんに森に行っていると不自然だからな。エルロッテとも相談して、ヒュナの城に行くのは週に一度ということになった」

　湯治から戻ったエルロッテは、ヒュナの一件を聞き、深く反省していた。

《すまなかったな、闇猫。私のせいで、おまえに多大な迷惑をかけてしまった。本来ならヒュナの相手は私がしなければならないところだが、いまだに私は心の病の療養中だと思われていて、迂う闊かつな行動は取れない。もうしばらくは、おまえにヒュナの相手を頼むよりほかないようだ》

　ピノの来訪が週に一度になってしまうことをヒュナは怒った。だが来訪の際、エルロッテからの手紙を持じ参さんするという条件を出すことで、納得してもらった。

《なにッ？　エルロッテからの手紙じゃと!?　それはあれじゃな、文通というやつじゃな！　ふわぁ～楽しみじゃあ。エルロッテめ、いったいどんな内容の手紙を書いて寄よ越こすのかのぅ。……はっ！　文通となれば、わらわもあやつに手紙をしたためねばならんな。うーむ、どのような手紙を書けばよいものやら、悩んでしまうわ》

　ヒュナは文通にとても興奮していた。そしてどうやらこの魔王は、エルロッテのことが大好きらしかった。オークの根城を襲うという暴ぼう挙きよに出たのも、大好きなエルロッテが会いに来てくれなくなった寂さびしさのせいだったのかもしれない。

「もう、ほとんど残ってないね」

　不意にニコが囁いた。鼻をすんすんと鳴らし、部屋の中を見回す。

「なにが残ってないんだ？」

「ファナミナちゃんの甘い匂い」

「うん、そうだな。ファナミナが悪魔界に帰って、もう一週間も経つから」

　ピノとの契約を破棄したその日、ファナミナとツァウラは悪魔界へと戻った。まともに別れの挨あい拶さつもできないまま、呆気ないくらいにあっさりと、ファナミナはいなくなってしまった。

　両親と祖父母から、ファナミナちゃんはどうしたの、と訊かれたが、詳しく話す気にもなれなくて、あいつならすぐに帰ってくるよ、とだけ言って、それっきりだ。

「ファナミナちゃんの匂いのしないお兄ちゃんの部屋って、なんか変なの。あれだけメスくさかったのに」

「ぼくはニコほど鼻が敏びん感かんじゃないけど、それでもファナミナの匂いが消えてしまったのはわかるよ。……匂いだけじゃなくて、いろんなものが消えてしまった。何気にあいつの存在感って、大きかったんだな」

　ピノが感かん慨がい深く語ると、ニコはにんまり微笑ほほえむ。

「そうだねえ、おっぱい大きかったし、ムニンムニンだったしねえ」

「ファナミナがいると、部屋が狭く感じたよな」

「こう、圧あつ迫ぱく感かんがあったよね。気を抜くと押し潰されちゃいそうな感じ」

「あ、ニコ、あいつがよくうつぶせで寝てる理由、知ってるか？　あれって、おっぱいが丁ちよう度どいい枕になるかららしいぞ。普通息苦しくなりそうなものだが、あいつのムニンムニンパワーのまえでは、重力なんて通用しないんだな」

「さっすがファナミナちゃん、ブヨリエンド・イズジエンドなだけあるね！」

　ニコは声高らかに言って、力強く拳こぶしを握にぎった。

　その直後、ばぁんと部屋のドアが開く。

「誰がブヨリエンド・イズジエンドですか!?」

　慣れ親しんだ声による、キレのいい怒ど号ごうが響き渡った。

　ピノとニコは首を竦すくめて部屋の入り口へと視線を向ける。

　そこに立っていたのは、チャイナドレスを着た、ミントグリーンの髪の少女だった。

「ファナミナ……」

　ほっぺたをぷぅっと膨ふくらませたファナミナが、顔を真まっ赤かにして仁王立ちしている。

「まだそのブヨリエンド・イズジエンドっていうあだ名引っ張るつもりですかッ？　勘かん弁べんしてくださいよぉ！」

　怒ど鳴なられていることなど気にもせず、ピノはファナミナの傍そばに行った。

　いつも見ていたオレンジ色の瞳。いつも嗅かいでいた甘い匂い。

「ファナミナ、戻ってきたのか」

　問いかけると、ファナミナは戸と惑まどい気味に目を丸くして、ゆっくりとはにかんだ。

「ただいまです、ピノくん。遅くなってしまって申し訳ありません」

　小さく頭を下げるファナミナ、それを押し退けるようにして、

「ほんまやでぇ」

　苛立った表情のツァウラが部屋に入ってきた。

「始末書提出するのにどんだけ時間かかっとんねんっちゅー話や。聞いてやピノやん、こいつな、ガキの作文並みの文章力しかあらへんねんで。だから何回も何回も始末書やり直しさせられて……。普段からとろくさいとろくさいとは思っとったけど、まさかここまで酷ひどいとはなぁ」

　悪魔の男は銀色の髪を掻き散らしながら、嘆なげかわしいというように舌打ちした。

「仕方ないじゃないですかぁ、文章書くの苦手なんですもん！」

「苦手うんぬんやなくて、社会人としての基礎能力の範はん疇ちゆうやろ……。少しはピノやんを見習って努力せいや」

「ピノくんみたいな天才と一緒にしないでくださいよぉ」

「なに言うてんねん。ピノやんは天才やなかったんやろ？」

「わかってませんねえ、ツァウラさん。苦手なことを努力するのって、凄すごく大変なんですよ？　ましてやそれを継続するのはもっと難しい。だからピノくんみたいに、苦手なことをひたすら努力し続けられるのって、それだけで凄い才能なんです」

「はーん、努力できることもまた才能ってか？　なんや言い訳くさいけど、魔法の才能なかったピノやんが、契約の担たん保ぽになるくらいまで魔法使えるようになったんは、確かに異常なんかもしれん。陳ちん腐ぷな言い方すれば、努力の天才ってとこかね」

　いきなり話し込み始めた二人のあいだに、ピノは割って入る。

「そんな話はあとでいいだろう。それより、どうだったんだ？　帰ってきたということは、漆黒ファイナンスのほうはもういいのか？」

　改めて問いかけると、悪魔の少女は大きく頷く。

「はい！　わたし、またピノくんと一緒に旅ができます!!」

「そうか……よかった」

「はい、はい……うう、よがっだで、ず……」

　おもむろにファナミナの瞳から涙が滲み、溢れた。

　本当は、さっき部屋に入ってきて顔を合わせた瞬間から、ファナミナが込み上がってくる涙を我慢していたことに、ピノは気づいていた。十五年間ずっと涙を見せなかった少女が、涙脆もろくなったものだ。

「ピノく～ん」

　ファナミナが甘え声で言いながら抱きついてこようとする。

　だがピノはぐっと腕を突っ張って、

「うざい」

　抱ほう擁ようを阻そ止しし、素早く渾こん身しんのデコピンで迎撃した。

「痛いたっ!?」

　わけがわからないという表情で額ひたいを押さえつつ、ファナミナは涙を流す。

「ふむ、魔法の力が戻ったのはいいが、超人的身体能力はすっかり消えてなくなってしまったな。以前であれば、おまえを壁まで吹っ飛ばすくらいはできただろうに」

「ひ、酷いですよピノくん！　感動の再会の場面なんですから、普通はハグハグからのチュ～って流れでしょう!?」

「なに気色の悪いこと言ってるんだ。最近ちょっと優しくしてやったからって、図に乗るんじゃあない」

「あ～あ～っ、なんですかその生意気な口の利き方はッ？　むかしのピノくんはそんなんじゃなかったですよぉ！」

　喚わめき散ちらすファナミナの後頭部を、ツァウラがぱしーんとはたく。

「うっさいわボケぇ、テンション上がりすぎや。一週間やそこら会わんかっただけで大おお袈げ裟さやねん。そもそもおまえのクビリーチが解けたわけやないんやぞ？　気ぃ抜くなやドアホが」

　一ひと頻しきり部下の少女を叱しかったあと、悪魔の男はこちらを見やった。

「ピノやんの申し出を聞いて、うちの社長も驚いとったで。漆黒ファイナンスとしては願ったり叶ったりの話やから、断る理由はないってよ。よかったやん。……でも、ほんまにええんか？」

「無論だ。あのような終わり方はぼくとしても不本意でしかない。ぼくはメルフォート家の代表として、きっちり片をつけておきたいんだ」

「天才やから、か？」

「ああ、そのとおり。天才であるぼくは損そん得とく勘かん定じようで動いたりはしない。おのが信念に従って、自らのために行動する」




　そう、全ては自分のためだった。

　ヒュナと対峙し、〝債務一括引受〟の契約が破棄されたあの日、ピノは自らツァウラに申し出たのだ、もう一度契約を結び直したいと。

　説明の不備によって契約は解除となり、メルフォート一族に課せられていた返済義務は消滅した。ピノが漆黒ファイナンスに義理立てする理由など皆かい無むだった。

　それでも、ピノは再契約を選択した。

　一度自らの意志で始めたことを成なし遂とげられなかったのが悔くやしかったし、なにより自分の力が及およばなかったばかりに、ファナミナにつらい決断をさせてしまったことが不ふ甲が斐いなかったからだ。

　漆黒ファイナンス側に非があったことは、この際関係なかった。自分がしっかりしていればファナミナを救ってやれたのだと思うと、歯は痒がゆくて仕方がなかったのだ。

　ピノの申し出をツァウラは喜んだ。しかし一度破棄された契約の再締結など前例がないらしく、ツァウラは一旦悪魔界に戻り、漆黒ファイナンスの社長と相談させてくれと言った。

《俺個人じゃあ判断できんから、社長と話してくるわ。それに、たとえ契約の再締結が可能やったとしても、ファナミナが勝手に契約書を破り捨ててもうたことに変わりはあらへん。そこはきっちり社長に報告して、処分してもらわな》




　契約再締結の判断と、ファナミナの処分を仰ぐべく、二人が一度悪魔界に帰ったのが、一週間前のことだった。

「遅くなってすまんかったな。処分は三ヵ月間の減給だけで済んだから、このボケがチャッチャと報告書と始末書上げてりゃあ、もっと早く戻れたはずやったんや」

　ファナミナの頭をわしわしと撫で回しつつツァウラは嫌みっぽい笑みを浮かべた。

　ファナミナはぐうの音も出ないといった様子で閉口している。

「構わないさ。ここ数日は、ぼくのほうもごたごたしていたんだ。おまえたちが早く戻ってきても、結局待たせてしまっていたと思う」

「そっか。……ほんで、いまでも決意は変わらんのか？　魔力融資の返済方法として悪魔アバターの願いを叶えるっちゅーことに、不満はなし？」

「ああ、不満はない。ぼくらの暮らしている世界がＭＭＯＲＰＧゲームの舞台にされていることは遺い憾かんだが、悪魔たちがフィルエストラを大事に想ってくれていることはよくわかったし、そんな悪魔たちの願いを叶えてやることに、ぼく自身やり甲斐を感じている」

「そう言ってもらえるとこっちも助かるわ」

「それに負債返済の旅を通じて様々な土地を巡り、人々の生活に触れることができて、エルロッテやヒュナと知り合うこともできた。いくらぼくが天才でも、一いつ介かいの地方貴族のままジ・トゥルアに閉じ籠もっていたら、決して経験できなかったことだ。その点では、感謝すらしているよ」

「なんや万感籠もった言葉やなぁピノやん。そんなこと言われたら、ついシェイクハンドしたくなるやん。で～も～」

　人差し指を左右に振りながら、ツァウラは片眉を持ち上げて笑う。

　ピノも腕組みをし、不敵な微笑みで応えた。

「ああ、シェイクハンドは契約を完了してからにしよう」

「ほな、早速契約の再締結に移ろうか。今回はちゃんと事前に契約内容説明するわな」

「期日や、魔法の才能が担保にされることなど、これまで判明している内容については後回しでいい。ぼくが知らない条項を先に教えてくれないか」

「ええで。っていっても、もうあらかた出尽くしとるねんけどな。残りの契約内容で目立った条項と言えば、利息の部分かな」

「利息？　利息については把は握あくしているが？」

「いやいや、ピノやん、肝心の利率知らんやろ。この債務一括引受の利率、月に五割やから」

「月に五割って、え？　五割？」

「そそ。百八体の悪魔アバターの願いを叶えるっちゅー契約やから、それの五割で五十四体――つまり月々の利息分として五十四体の悪魔アバターの願いを叶えてからやないと、本来の負債分の返済に入られへんっちゅーこっちゃ」

「ちょ……。とんでもない金利だな、ぼったくりもいいところだぞ」

　呆れて顔をしかめるピノを見て、悪魔の男は肩を竦めた。

「しゃーないやん、漆黒ファイナンスは闇金なんやし」

「じゃあぼくが要望を叶えた悪魔の数が九十八体だから、そこから利息五割分の五十四体を引くと、実際に返済できているのは四十四体分だけということかッ？　恐ろしいな、利息五割……」

「あ、それからあともう一個、重要な条項あるねん。ピノやん、〝魔ま具ぐ一いち時じ貸かし付つけ〟って覚えてるか？」

「女性にモテたいというポンちゃんの願いを叶えるときに使ったやつだろう？」

「そうそう、悪魔界の便利なアイテムを一時的に貸しつける制度やねんけど、ちなみにこれ、利用したらその分だけ、負債に上乗せされるから」

「ええッ？　あのときは善意で貸してくれたんじゃなかったのか!?」

「なに甘いこと言ってんねん。ビジネスに決まってるやん。……で、この〝魔具一時貸付〟の条項は、元々ピノやんが締結した〝債務一括引受〟の契約には盛り込まれてへんかってんよ。だから、途中から書き足したっちゅー形になっとるわ」

「待て。元々契約に盛り込まれていなかった条項を加えるなら、ぼくの正式な承認が必要なんじゃないのか？　口頭では許きよ諾だくしたが、書類に署名した覚えはないぞ？　それについても説明責任放棄ということか？」

　ツァウラはにんまりしつつ、ニコの肩に手を置いた。

「魔具一時貸付の契約書にサインしたのはな、実はニコちゃんやねん」

「なんだと!?」

「面白いオモチャいっぱいあるでぇって誘ったら、簡単にサインしてくれたわ」

　えへへ、とニコは小さく舌を出す。

　そう言えば旅の道中、ニコとツァウラはやたらに仲がよかった。悪魔の男は悪魔界の不思議な道具で、巧たくみにニコを手なずけていたらしい。

「……やはりおまえは侮あなどれない男だな」

「褒めてくれはってどうもおおきに。ほな、あとの細かい内容は契約書見ながら確認していこか。ちゃんと全部説明するから、聞き漏らさんといてや？　説明責任果たしたあとの契約はもう二度と破棄できへんからな」

「利息五割と魔具一時貸付による負債増加でごっそりやる気がなくなったが、しかしここまで来てごねるのは天才らしくないからな……。よし、説明してくれ」

　説明を全て聞き終わり、自らも契約書類に入念に目を通し、ピノはペンを握る。心配そうに成り行きを見守っていたファナミナの喉のどがごくりと鳴った。

「いまさらですけど、本当にいいんですか、ピノくん。また魔法が使えなくなっちゃうんですよ？」

「確かにヒュナとの戦いで、魔法が使えない厳しさを実感した。いや、厳しさどころか、あれは恐怖だったな。人生を懸かけて積み上げてきたものをなにも発はつ揮きできないまま朽くち果てるかもしれなかったあの状況は、心底恐ろしかった。だがそれでも……それでもぼくは、この契約をやり遂げたいと思うんだ。負債返済を諦めることは、恐怖から逃げることと同義だ。そんなの天才であるぼくのプライドが許さない。もちろん、メルフォート家の名誉のためであって、おまえのことはついでなんだからな。そこのところ、忘れてくれるなよ？」

　ファナミナは頰を赤らめ、やたら嬉しそうに微笑む。

「はいはい、わかってますよ」

　契約書を手に取り、深呼吸。なんとなく神妙な心持ちでペンを走らせ、〝債務一括引受〟契約の再締結が完了する。

　試しに魔法を詠唱してみるが、やはり元素回路エレメントサーキツトを構築できなかった。悪魔の呪いによって魔法の才能を奪われたのだ。

（悲しくもあり、嬉しくもあるな）

　先天的な魔法の才能を全く持っていなかったピノにとって、現在の魔力は、まさに血の滲むような努力の結晶だった。それを奪われることは、腕をもぎ取られるのと同じくらいにつらい。だが契約の担保となるほど価値があると証明されたことは、身が震えるほどの喜びだった。

「おっしゃ、契約はこれでＯＫや。あとは悪魔アバターの願いを叶えるだけやな。旅にはまた俺とファナミナも同行するから、よろしく頼むわ」

「おまえがいてくれるなら心強いな。……ちなみに、ぼくが願いを叶えなければならない悪魔アバターは残り何体なんだ？」

　前回の契約が破棄されたとき、利息分を差し引くと残りは四十四体だった。そこに魔具一時貸付の負債が加わって、いったい何体になっているのか。

「えっとな、ちょい待ってや」

　悪魔の男は書類をめくり、目を細める。

「うん、残り百八体やね」

「おい！　百八体って最初に戻ってるじゃないかッ？」

「や～、ニコちゃんが陰かげでいろいろ魔具使って遊んどったからなぁ、しゃーないんちゃう？　でもピノやん、負債の上限が百八体に設定されとってラッキーやったな。上限設定なかったら、今頃とんでもない負債額になっとるところやで」

　ピノはぐっと奥歯を嚙み締め、やり切れなさを我慢する。

「しょうがない、初心に返ったつもりで、一から頑張ろう。大勢の悪魔アバターに会えると思うと、それはそれで楽しみだし」

「楽しみ？」

　ファナミナが不思議そうに言った。

「ピノくん、悪魔アバターに会うのが、楽しいんですか？」

「うん。だって、悪魔たちは心を癒すために、キュアリーガーデンをプレイしているわけだろう？　それって、これからもう一度頑張るために、力を蓄たくわえてるってことじゃないか。ぼくは頑張って努力している奴らが大好きなんだ。自分の境きよう遇ぐうが思い出されて、つい応援したくなる」

「ネットゲームをやることが努力ですか？　それはまた変わった解釈ですね」

　首を傾げるファナミナに、ピノは毅き然ぜんと言い放つ。

「たとえゲームであろうとも、他者と関わる以上、それは立派なコミュニケーションだ。特にキュアリーガーデンは、実在するフィルエストラで暮らすわけだぞ？　その経験が、実生活で役に立たないわけがない」

　さらにピノは確信を込めて続けた。

「フクヤマダマサハルも、ポンちゃんも、メシアオブメシアスも、ジョウジも、キュアリーガーデンをプレイすることで自分らしさを取り戻そうとしていた。それはとても素晴らしい努力だと思うし、ぼくはその手伝いができたことを誇りに感じているんだ」

　くっくっくっ、とツァウラは引き攣るような笑いを零した。

「なるほどなぁ。キュアリーガーデンが悪魔界で大ヒットしとる理由、その本質を、俺らはよくわかってなかったのかもしれん。いや、キュアリーガーデンの運営会社だけは、そのことに気づいとったんか……。だから俺らみたいなもんを雇やとって、違法スレスレのことまでやって、キュアリーガーデンをより快適なものにしようとしたんかもな」

　その発言を受けて、ピノは力強く首を縦に振る。

「キュアリーガーデンが優れたゲームであることは疑いようがない。そのうえ天才魔法使いであるぼくが協力しているんだ、悪魔たちの傷ついた心は、間違いなく癒されるだろう。いずれキュアリーガーデンが、荒すさんだ悪魔界に救いをもたらす日が必ず来るはずだぞ」

　右手を掲げ、演説めいた口調で宣言すると、ぷふ～っとファナミナが笑い出す。なんて失礼な奴だろう。

「ピノくんってば、それはさすがに大おお袈げ裟さですよ～。ほんっと、天才とバカは紙一重ですよねぇ」

「ふん、全く。これだから凡人は困るんだ。まあいい、ぼくが正しいということはすぐに証明されるだろう。さあ、準備ができたらさっさと出掛けるぞ。悩みを抱えた悪魔アバターがぼくたちを待っている――」




　こうして、負債返済の旅は再開された。

　そしてその翌日、ピノの言い分の正しさを証明するような事態が起こる――なんとあのメシアオブメシアスが、就職したというのだ。

　ツァウラからこの話を聞いて、ピノのやる気が増したのは言うまでもない。苦しんでいた一人の悪魔が、キュアリーガーデンをプレイすることで、ピノが悩みの相談に乗ったことで、自ら殻を打ち破ったのだから。




　悪魔を更生させてしまうなんて、やはり自分は天才なのだと改めて確信しつつ、ピノは慣れた手つきで転移魔法陣を起動させる。

（さて、次はどんな悪魔アバターに出会えるかな――）

　軽やかな期待に胸を躍らせながら、ピノの意識は魔法の輝きの中に溶けていった。







　あとがき




　ドイツの文ぶん豪ごうゲーテが残した戯ぎ曲きよく『ファウスト』に、こんな名言が出てきます。

《つねによい目的を見失わずに努力を続ける限り、最後には必ず救われる》

　というわけで、こんにちは。初う心ぶ音ねコマです。拙作を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　さて、冒頭で紹介したゲーテの名言ですけれど、本当に世界がこんな風であればいいですよね。努力した分だけ必ず報むくわれる。それならみんな必死に頑張るだろうに。

　まあ現実はひたすらに厳きびしいので、努力とかメンドくせーってなっちゃうわけですが。

　ただゲームの中では〝努力＝結果〟という希望に満みち溢あふれた法則が成立します。

　経験値を溜めればレベルが上がり、アイテムを集めればキャラクターが強くなる。時間をかけて努力しただけ成果が出る。いいね。そりゃあみんなハマるに決まってる。

　だからみんなゲームが好き。廃はい人じんと呼ばれる人たちが現れるくらいに。

　そしてゲームが好きすぎて突き抜けてしまった悪魔――いわゆる〝廃悪魔〟が登場するのが、今作でございます。

　この作品が生まれたいきさつは、我ながらとても適当。

　きっかけはファミレスでの担当編集者さんとのお喋しやべりでした。こんな話を書けたら面白いよねぇ。最近のラノベの流は行やりってこんな感じだよねぇ。こんな路線もありかも～。で、初心音さんの次の新作どんな感じでいきますー？　えっと、じゃあ、いま話したの全部まとめた感じで。おー、いいですね～。

　ってなもんだ。

　……いや、さすがにここまで大おお雑ざつ把ぱじゃないけれど、流れは大体こんなのでした。

　主人公が悩みを解決していくというシンプルなストーリー。そこに闇金、契約、オンラインゲーム、廃悪魔などの、鍵となる要素を盛り込んでいく。そして物語を彩いろどるおバカなキャラたちを造形。構想はあっというまに形になりました。

　ちなみにこのファミレスでの打ち合わせ中、隣となりの席にはテスト勉強をしている高校生たちが座っていました。断言してもいい、私と編集さん、絶対変な人たちだと思われた。

　だって、いい大人が真剣な顔をして、悪魔がどうたら、魔法がどうたら、オンラインゲームがどうたら。こんなの、すこぶる怪しいじゃあないか！

　しかも彼らは勉強中なのである。隣でこんな妄想全開の話をされて、さぞや迷惑だったことだろう。申し訳なくてアイスでも奢おごってあげたい気分だった。奢ってあげなかったけど。

　と、このように、ほどよく肩の力が抜けた感じで今作の企画はスタートしたのでした。




　ここでもう一つ名言（迷言？）を紹介したいと思います。発言者はイギリスが誇ほこる世界的ロックバンド〝オアシス〟のヴォーカルを務めていたリアム・ギャラガー。彼はインタビューでこんなことを言ったそうです。

《ミュージシャンをやってなかったら？　そうだな、たぶん神をやってたぜ！》

　マジか！　と思わず突っ込みたくなるような超自信家発言。ここまでぶっ飛んでくれてると大変清々しい。

　そうなんです、自信家キャラって、遠巻きに見てる分には愛されキャラなんですよね。直接関わる人はとても苦労するんでしょうけれど……。

　ピノも自分が天才であることをやたらと誇こ示じしたがる自信家キャラです。嫌みっぽくならないよう気をつけたつもりですが、ピノはちゃんと読者のみなさまに愛されているでしょうか？　少しでも気に入ってもらえていたら、幸いです。




　思えば、私も子供の頃はけっこうなゲーマーでした。ゲーム中にブレーカーが落ちて冒険の書が消えたとか、〝レベルを99まで上げたらヒロイン死なないらしいぜ〟というデマ情報に踊らされたとか、いまとなってはいい想い出です。

　加えて、とんでもない自信家だったような気もします。自分は物語の主人公で、空も飛べるし魔法だって使えるんだと本気で信じていました。恥はずかしい黒歴史ですけれど、みなさまにもそういう時期はきっとあったでしょう？

　あの頃の自分が抱いていた馬鹿馬鹿しいまでの純粋な熱意、好きなものに対する異常なまでの集中力があれば、どんな夢でも叶えられてしまいそう。

　ある意味ライトノベルを書くというのは、子供のときに信じていた色鮮やかな夢を、文字媒体の中で叶えるということなのかもしれません。

　もちろん、大人になってから抱くようになった不ふ謹きん慎しんな妄想なんかも、いっぱい含まれていますけど！




　そんな今作が出版に至いたったのは、大勢の方々の助力があったからこそです。私一人の力では原稿をゴミ箱にダンクして終わりだったことでしょう。

　二人三脚で物語を作り上げてくれた担当編集者さん、雰囲気ばっちりの素敵なイラストを描いてくださったシロタカさんを始め、今作の製作・出版に携わってくださった全てのみなさまに、心から感謝致します。

　そして『ネトゲ廃悪魔の願い叶えます。』を手に取ってくださった読者のみなさまに、最大限の〝ありがとう〟を――。
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